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　なんて、小さな生きものだろうと思った。

「シロや、郁いく己みだよ」

　俺の飼い主はすでに真っ白な髪かみを持つ老女で、俺が仔こ犬いぬの頃ころから小さな平屋に二人だけで住んでいた。

　そこにやってきたのが、この〝赤ん坊ぼう〟だ。郁己というらしい。それから俺たちの生活は三人になった。

　ちっちゃくて、甘い匂においがして、おぶおぶと泣いている。

　俺はすぐにこの赤ん坊に夢中になった。壊こわれてしまいそうな弱々しい体なのに、泣くとびっくりするくらい大きな声を出す。生命力に満ち溢あふれている。

　そんな声を出すのが不思議で可哀かわい想そうで、俺は涙なみだを舐なめたり玩具おもちやを持っていってやったりする。そうすると郁己はすぐに泣きやんで「あー」と声を出して笑うのだ。なんて可愛かわいいんだろう。涙は蕩とろけるほど甘い味がした。

「郁己はおまえが好きなんだねえ、シロ」

　老女はそう言って笑う。

　そうか、郁己は俺が好きか。俺も郁己が好きだ。

　人間はみな立って歩くものだけれど、郁己は俺と同じ、床ゆかに両手両足をつけて這はうように歩いている。俺は父親にでもなったつもりで、郁己にあれこれ教えた。

　ああ、そっちは危ない。ほら、ちゃぶ台から皿が落ちそうだ、こっちに来い。だめだ！

　郁己の上に皿が落ちてきたのを、俺が覆おおいかぶさって庇かばってやる。皿は俺に当たって、畳たたみの上にごろりと転がった。郁己は遊びと思ったか、きゃっきゃっと笑っている。無む邪じや気きで愛らしい。顔をぺろぺろと舐めてやった。

　老女が慌あわてて飛んできて、皿を落ちやすいところに置いておいたことを謝ってくれた。別に気にすることはない。俺が郁己を守るから心配するな。

「おまえが郁己を守ってあげておくれねえ。世の中は危ないことと汚きたないものが多いからね」

　言われなくてもわかっている。

　こんなに澄すんだきれいな瞳ひとみを見たことがない。まだなにも世界を映していない瞳。きれいなものだけを見せてあげたい。

　郁己は俺が好きで好きで、俺がいないと片時も落ち着かないほどだ。俺たちはいつも一いつ緒しよに飯を食い、一緒に眠ねむった。俺は甲斐かい甲斐がいしく郁己の世話をした。

　郁己が小学生になっても俺たちがあんまり仲がいいままでいるから、老女は「郁己が女の子だったら、おまえにお嫁よめさんにあげるのにねえ」ところころと笑った。

　お嫁さん。

　知っているぞ。きれいな着物を着て、幸せそうに笑っているんだ。

　じゃあ俺はお婿むこさんか。郁己と俺は好き合っているし、いつも幸せそうに笑っている。そうかそうか、俺たちは夫ふう婦ふだったのだ。どうりで。

　おまえは俺のお嫁さんだ。

　郁己はにっこり笑って手作りの首輪をくれた。赤い布と革かわでできたそれは、約束の品だ。指輪は俺にはできないから、郁己も一いつ生しよう懸けん命めい考えてくれたのだろう。なんて健けな気げでいじらしいのだ。

「ずっと一緒にいてね、シロ。大好き」

　郁己はいつもそう言って約束のキスを額に落とす。

　俺もだ。俺も大好きだ、郁己。

　可愛い郁己。俺のお嫁さん。ずっとずっと一緒にいよう。俺が守ってやるから。




　　　＊




　冷たい霧きりが郁己を包む。

「さむ……」

　ぶるっと身を震ふるわせ、郁己は両りよう腕うでで自身を抱だきしめるようにした。

　だんだん日が傾かたむいてきて、鬱うつ蒼そうとした木々に囲まれた寂さびれた神社をいっそうおどろおどろしく見せる。

　空気が冷たいせいで、郁己は小さく咳せき込んだ。

　宵よい闇やみせまる中、郁己は息をついて神社の石段に座り込む。

「シロ……」

　愛犬シロとの想おもい出が残るこの場所に、郁己はときどきやってくる。

　シロが失しつ踪そうしたのは三年前、郁己が高校一年生のときだった。真っ白な毛を持つ大型犬であるシロは、ある日忽こつ然ぜんと姿を消してしまった。本当に、煙けむりのように。

　シロは郁己が散歩に連れ出す以外は家にいて、いつも郁己が帰ってくると嬉うれしそうに出で迎むかえて飛びついてきた。

　母は郁己が赤子の時分に祖母に押しつけて男と出しゆつ奔ぽんし、父は母に顔が似ているという郁己を疎うとんじて、大学を出るまでに不自由ないだけの金を祖母に渡わたしたきり、郁己に興味はない。高校に入学したばかりのときに祖母が亡なくなり、葬そう儀ぎの席で父に会ったのが最後である。

　父は吐き捨てるように「あの女にそっくりだ」と呟つぶやいて、汚らしいものを見る目で郁己を見ただけだった。以来、父とは連れん絡らくも取っていない。すでに他ほかの家庭を築いている父に、なにも期待することはないけれど。

　もともと祖母とシロと郁己だけの暮らしだったのが、祖母が亡くなってシロと郁己だけになった。玄げん関かんの鍵かぎは郁己が開けるまでは閉まったままである。その日もそうだった。

　それなのに、シロは消えてしまった。

　窓や勝手口が閉まっていることは確かく認にんした。室内に荒あらされた様子はなく、誰だれかが侵しん入にゆうした形けい跡せきはない。

　迷子犬のポスターを掲けい示じし、ビラも配った。ＳＮＳでも情報提供を呼びかけた。

　眠れない夜が続き、周囲も心配してシロを探すのを手伝ってくれた。だがそれが一カ月、二カ月と続くといずれ関係のない人々は飽あきて去っていく。

　郁己自身も憑つかれたように探していた時期は去ったものの、三年経たった今でも心の半分を失った気がしたまま、空くう虚きよに日々を過ごしている。

　そうしてときおり強く思い出しては記き憶おくをたどるように散歩コースに足を向けた。この神社もそうである。

「シロ……、どこ行ったんだよ……」

　独り言なんて気味悪いと思うのに、想い出の場所に来れば声に出して呟かずにはいられなかった。郁己にとってはたった一人の、かけがえのない家族なのだ。

　町の片かた隅すみに昔からあるこの小さな神社には、通いの神かん主ぬしが年に数回掃そう除じに訪おとずれる程度で、地元の人間でもめったに近づかない。

　足場の悪い旧道を通らなければたどり着けないそこに、郁己はよくシロと散歩にやってきていた。人がいないので、シロのリードを外して走り回らせてやれるのがよかったのである。シロは他の犬と折り合いが悪く、ドッグランは好きではなかったから。

　取り立てて攻こう撃げき的な犬ではなかった。けれどシロがいると雄おす犬はなぜか怯おびえたように尻尾しつぽを丸めてしまう。逆に雌めす犬はやたらシロに色目を使ってきて、シロの方が辟へき易えきして怒おこり出す始末であった。

　郁己から見れば同族の友達もできないシロが可哀想だったが、当の本人は郁己さえいればいいようで、他の犬には目もくれなかった。どちらかというと、自分は人間であると思っていた節もある。

　ゆっくりと濃こさを増す霧が郁己を包む。

　頰ほおを撫なでる冷たさにもう一度身を震わせ、郁己は細い旧道を引き返すために立ちあがった。










　生後一年にも満たない自分が祖母の家にやってきてから、シロと郁己は唯ゆい一いつ無二の親友だった。シロは仔犬の頃に瀕ひん死しの怪け我がをしていたところを、祖母が拾ったのだという。

　祖母とシロの二人の住まいに、郁己が転がり込んだ形である。

　シロはよく郁己のお守もりをしてくれた。泣いていれば飛んできて慰なぐさめてくれ、郁己が小さな頃はよく背中に乗せてもくれた。

　複雑な家庭環かん境きようのせいで引っ込み思案だった郁己に友達は少なく、しかしシロがいてくれたから寂しさを感じることはなかった。郁己の生活は、祖母とシロとで完結していたのである。

　祖母が亡くなったとき、寄り添そってくれたのはシロだ。

　病に臥ふした祖母が最さい期ごにシロにかけた言葉は「おまえになら郁己を任せられるよ」だった。そのときのシロの神しん妙みような顔を忘れない。シロは安心させるように祖母の指を舐なめた。

　それからは、たった二人だけの大事な家族。

　祖母がいない家は、実際は狭せまいのにすごくがらんどうで広く感じた。世界に二人だけになってしまったようで、自分はますますシロに依い存ぞんした。

　真っ白の毛と対照的な真っ黒の瞳。郁己のことが好きで、好きで、郁己しか見えなくて、くりっと右に巻いた大きな尻尾を懸けん命めいに振ふり立てる。全身で喜びと好意を表現するシロが可愛かわいくて愛いとしくてたまらない。

　同じベッドで眠り、食しよく卓たくを共にする。頭を撫でて、「ずっと一緒にいようね」といつも額にキスをしていた。

　郁己の言葉はわからなくとも、気持ちはわかるのだろう。そのたびシロは郁己に飛びついて嬉しそうに顔を舐め回してきた。

　次々想い出がよみがえってきて、鼻の奥がツンとする。

　祖母とシロを立て続けに失ってから、郁己の目に映る世界は色いろ褪あせたままだ。

（ずっと一緒にいようって約束したのに、どこに行ったんだろう）

　大学生にもなって想い出し泣きなど、どれだけ女め々めしいのだと己おのれを叱しつ咤たする。こんなに感傷的になってしまうのは、この霧がシロのいなくなった日を思い出させるからだ。三年前のあの日も霧が濃かった。

　黄昏たそがれが幻げん想そう的な空気を作りだし、霧が音を吞のみこんで、この世に人間は郁己一人しかいないような不思議な気持ちに囚とらわれた。

　霧はますます深くなり、視界が悪くなる。数歩先も見えなくなって、これはまずいと思い始めた。狭い旧道はただでさえ薄うす暗ぐらく足場が悪い。

　細かな水の塊かたまりが郁己の目の中をすいと撫でたような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　視界が一いつ瞬しゆんくらりとした。

　そのせいで、足もとの木の根につまずいて危あやうく転びそうになった。なんとか踏ふん張って近くに垂れ下がる蔓つるにしがみつき、転てん倒とうを免まぬがれる。

　危なかったと息をついたとき、ふと前方の茂しげみからカサカサという音が近づいてきていることに気づいた。

「……」

　ある程度の大きさの動物が移動する音。

　途と端たんに緊きん張ちようから、じっとりと背中に汗あせをかいた。

　野の良ら犬……より、もう少し大きな生きものの音のような気がする。

　自分のことは棚たなに上げるが、行き止まりには寂れた神社しかないこんな道にこんな時間、用事がある人間がいるわけがない。しかも茂みの中を。

　少し前に映画で見た、森の中をナイフを持って移動する殺さつ人じん鬼きの話が頭をかすめた。そんなことはあり得ないが、幽ゆう霊れいでも出そうな霧きりのせいでくだらない妄もう想そうをしてしまう。

　心臓がうるさく胸を叩たたいている。黙だまれと思いながら、鼓こ動どうを隠かくすように握にぎった拳こぶしをぎゅっと当てた。

　足音が近づいてくる。

　ガサッ！

　と茂みが揺ゆれて姿を現したのは、中年の男──だと思ったのだ。一瞬は。

「え……？」

　服装はまるで何十年も前の農民のようである。だがその顔は。

「……っ!?」

　叫さけびかけて、思わず口を手で覆おおう。

　もみあげから続く濃いひげが顔の下半分を覆ったいかめしい男にはアンバランスな、黒い毛に覆われた三角の耳が頭の上でピンと立ち──。

　ぎょろりとした目で睨にらまれて、息を詰つめた。

（ハロウィンとかで使う仮装用の獣けもの耳カチューシャ……？）

　そうではないとわかったのは、その耳が意思を持っているようにビクンビクンと前後に揺れたからだ。さらに、犬っぽい巻き方の黒い尻尾が後ろから飛び出て、男の腰こし骨ぼねを二、三度叩いたのにギョッとする。

　男ののどから低いうなり声が漏もれ、威い嚇かくするように剝むき出した歯列には、犬歯の位置に鋭するどい牙きばがにゅっと突つき出ていた。

「ひ……っ」

　喰くわれる！

　とっさに踵きびすを返し、もと来た道を走り出した。

「待て！」

　男の声が郁己を追う。嫌いやだ、化け物！

　背後で男が高らかに遠とお吠ぼえをした。なんてことだ、まるで犬そのものだ！

　呼応するように、四方から遠吠えが響ひびき渡わたる。仲間を呼んでいるのだと思ったら、総毛立った。

　神社までの道のりが信じられないほど遠く感じる。そんなに歩いたはずはないのに、なぜ神社にたどり着かない!?　でも、あそこまで行ったら行き止まりだ。捕つかまってしまう！

　かえって危ないのではないかと心のどこかで警けい鐘しようが鳴ったが、彼らから姿を隠してしまいたくて茂みの中に飛び込んだ。

　小枝が顔を打ち、茂みにシャツを引っかけて破れてしまったが、気にしている余よ裕ゆうはなかった。

　こめかみが不規則に脈打って痛い。呼吸をしているのに酸素がまったく取り込めていないように苦しい。

　ワンワンと鳴く声がいくつも重なり、徐じよ々じよに近づいてくる。ざわついた気配に追いかけられ、走りながら恐きよう怖ふで涙なみだが滲にじんだ。

　なに……、なにあれ、この辺りにあんな生きものが住んでいるなんて！

　朽くちた葉に足を取られ、ずるっと靴くつが滑すべる。

「あっ……！」

　しまった！

　足首が思いきり捻ひねられ、どうっと土の上に転がった。

「い、つぅ……っ」

　貫つらぬくような痛みが走り、転んだままの格好で体を強こわばらせた。全身から一気に汗が噴ふき出す。

　逃にげなきゃ……。

　そう思うのに、痛みで痺しびれた足が思うように動かない。焦しよう燥そうで息が上がる。

　少しでも気配を消したくて、両手を重ねて唇くちびるを覆った。そんな行こう為いが虚むなしいことはわかっていても、やらずにいられない。

　目の前の茂みが二つに割れた。

「ひっ！」

　男が姿を現す。

　服を着ていてもなお四つん這ばいで追いかけてきたのであろうそのポーズが、気を失うほど怖ろしかった。

　茂みを割って、次々に獣耳と尻尾しつぽを持った人間たちが現れる。白や茶の耳や尻尾の形は、やはり犬のそれだ。合わせて四人に取り囲まれて見下ろされると、恐怖で呼吸が浅くなった。

　みな一様に興奮に瞳ひとみをギラつかせている。

「人間だ……、しかも若い男」

「こんなごちそうは初めてだ……」

　人間だ……、人間だ……、と口々に呟つぶやきながら、全員鼻はな面づらを郁己に押しつけてくる。汗や泥どろで汚よごれた男たちの獣けも臭のくささが鼻をつき、思いきり顔を逸そらした。

「や……」

　郁己の体を押さえつけた男たちの手が全身を這いまわり、くんくんと匂においを嗅かぎ、あまつさえ服から出ている部分の肌はだをぺろぺろと舐める。

　まるで郁己自身が骨付き肉ででもあるかのように遠えん慮りよなく群がられ、

「きゃ…っ、それやめ、やめて……、い、ひひーっ！」

　恐怖とくすぐったさと獣臭さに、おかしな声を出して泣き笑いしてしまった。

　マタタビにうっとりする猫ねこよろしく、ごろごろとのどを鳴らさんばかりに郁己に頭をすりつけていたブチ犬が顔を上げる。

「おい黒くろ霧きり丸まる……、こいつ村長に見せないとマズくねえか……」

　黒霧丸と呼ばれた黒犬男が、郁己の顎あご下をべろりと一つ舐なめて顔を上げる。

「そうだな。村に連れて行くぞ」

　犬人間たちは名残なごり惜おしげな目をして立ち上がると、郁己の腕うでをつかんで立ち上がらせようとした。

「立て」

　その途端足首が痛んで呻うめき声を上げた。

「いた……っ」

　郁己が足を痛めたことに気づいた黒霧丸は、麻あさ袋ぶくろでも持ち上げるような動作で郁己の体を筋肉で盛り上がった肩かたに担かつぐ。

「暴れるなよ」

　この状態で抵てい抗こうしたところで、逃げられっこないことくらいわかる。足も痛いが、どっちにしろ恐怖でろくに体が動かない。

　生いけ贄にえ、拷ごう問もん、見せしめ、食料──怖ろしい単語が頭の中をぐるぐるする。全ぜん裸らで木の棒に縛しばりつけられ、下から火で炙あぶられているベタな想像が脳のう裏りにチラついて、緊きん張ちようで吐はいてしまいそうだ。

　すぐに殺されなかったんだから、きっと大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫、大丈夫。

　自分に言い聞かせるように、心の中で何度も繰くり返す。

　黒霧丸の肩に担がれたまま茂しげみを出て、ずいぶん長いこと運ばれている間にふと気づいた。

（この道、こんなに長いわけない……）

　犬人間たちが向かっているのは神社方面、つまり郁己が歩いてきた旧道を戻もどっていることになる。郁己が歩いた距きよ離りはそれほど長くなかった。しかも彼らに追われてだいぶ駆かけ戻っていたのである。

　ゾッと背筋が冷たくなった。

　自分はどこにいる。

　異空間に迷い込んだとか、犬人間だとか、もはやマンガの世界である。そんなことが起こるなんてあり得ない。

　冷静に考えよう。

　今導き出せるいちばん現実的な考え──これは夢だ。

　そうだ、どう考えても夢だ。おかしな夢を見ているに違ちがいない。

　夢の中でこれは夢だと自覚できる現象を聞いたことがある。たしか、明めい晰せき夢むといった。

　だとしたら自分の意思で目覚めることも可能なはず。

（目覚めたい！）

　ぎゅっと目を瞑つぶって強く念じる。

　────。

　チラ。

　と目を開けてみるも、状じよう況きようはまったく変わっていなかった。

　どうしよう、目覚め方がわからない。

　無理もない、自発的にやったことがないんだから。

　けれど「これは夢なんだ」と思うと、ものすごく気が楽になった。さすがに状況を楽しむとまではいかないが、壊こわれそうな心臓の痛みがだいぶ治まった。

　たとえば今殺されたとしても、目覚めればそこはいつものベッドで、「あー怖こわかった」と胸を撫なで下ろせば済む。

　リアルな手て触ざわりや足の痛みといった一いち抹まつの不安は見ないフリをしていると、やがて村落にたどり着いた。

　藁わらぶきの粗そ末まつな家がずいぶんと間を空けて建っており、小さな畑や石造りの灰色がかった蔵くらなどが点々とある。牛小屋か馬小屋があるのか、薄うす暗ぐらい霧きりの中を動物の糞ふんらしい臭においが漂ただよってきた。

　やっぱりこれは現実ではない。村があるなんてあり得ないのだから。しかも時代劇や郷土資料写真などで見るような、古い日本の民家のようだ。

　いや、田舎いなかの方に行けばこういった風景はまだ残っているかもしれないが、少なくとも郁己の育ったこの町にこんな場所はない。犬人間たちの服装だって、肌はだ触ざわりの悪い垢あかじみた着物だ。明らかに着古していて、なにかの衣い裳しようとも思われない。

　郁己を担ぐ黒霧丸を中心にした数名が歩いていくのを、村人たちが板戸を開けた隙すき間まから覗のぞきながらひそひそと言葉を交かわしている。家の中の灯あかりを背後にしたシルエットは、やはり犬耳をつけた姿だった。

　人間だ、人間だ、という囁ささやきが聞こえ、また心臓がきゅうっと痛んだ。

　そもそも普ふ段だんからさほど目立った行動をしない郁己は、注目されることに慣れていないのである。

　すでに朽ちかけた小さな庵いおりの前を通りかかったとき、一人が黒霧丸に声をかけた。

「なあ……。このまま村長のところに行ったら取り上げられる。その前に、よう……」

　一行はぴたりと足を止め、目だけで意思を通じあわせたようだ。

　全員が頷うなずくと、ふいに庵の戸を開けて中に入る。背後で戸が閉められ、郁己は湿しめった筵むしろの上に投げ出された。

「見つけたのは俺だから、俺が先だな」

　黒霧丸が低く唸うなって、赤い舌で口の周りを舐めた。口こう端たんに尖とがった犬歯が覗くのにひやりとする。

　他ほかの男たちも瞳を光らせ、獣けもののような臭しゆう気きが部屋中に立ち込めた。急激に部屋の空気の密度が高くなった気がする。

　ねっとりと絡からみつくような眼まな差ざしを向けられ、胸むな騒さわぎがした。

「あとの順番は決めておけ」

　黒霧丸が正面からぬっと郁己に顔を近づける。

「……、ゃ……」

　鼻を蠢うごめかせながら首根の匂いを嗅がれ、息も継つげなくなった。少しでも動いたら喰くいつかれそうで。

　黒霧丸を見たくないのに、目を閉じるのも怖い。横目で見た黒霧丸の体毛は濃こく、着物から覗く盛り上がった胸や大木のような手足にも硬かたそうな毛がみっしりと生えている。

　長い舌がべろりと這い出て、郁己の首筋を撫で上げた。

「ひゃ……！」

　首をすくめた郁己を眺ながめ、黒霧丸がにたりと笑った。爛らん々らんと輝かがやく瞳によぎる乱暴な影かげに背筋が凍こおる。

　黒霧丸が郁己に飛びつき、のど元に喰らいつく。

（殺される──！）

　とっさに目を閉じた。

　黒霧丸の両手がシャツの襟えりにかかり、鈍にぶい音を立ててボタンが弾はじけ飛ぶ。破れ目を大きく左右に引き裂さかれ、郁己の薄うすい胸が外気に晒さらされた。

　ぶ厚い舌が忙せわしなく郁己の肌はだを移動し、濡ぬらしていった。一いつ瞬しゆんの生温かさが通ったあとの唾液の冷たさに怖おぞ気けを震ふるう。

（喰われる……、味見されてるんだ……）

　まさかと思うものの、それ以外に考えられない。人間とは明らかに違う獣の牙きばを持った彼らは、きっと郁己を食料とみなしているのだ。さっきもごちそうと言っていた。

　いつ嚙かみつかれるかと思うと、全身の血が足もとに下がって頭の中が真っ暗になっていく。

　黒霧丸がのどの奥で笑う。

「そうやっておとなしくしていれば、痛くないようにやさしく精を搾しぼってやろう」

　──痛くないように、ひと思いに殺してやるということか……？

　絶望感が脳に膨ふくれ上がる。

　いったいどうして。なんで急にこんなことに。なにが起こっているのかちっともわからない。男の体がずしりと重い。

　黒霧丸の顔は人間とほとんど変わらないのに、舌の動きの速さはまるで犬そのものだ。野の良ら犬に襲おそわれているような奇き妙みような感覚にますます混乱する。

　周囲の男たちも涎よだれを垂らさんばかりの表情で舌を伸のばして呼吸を荒あらくし、目を血走らせている。郁己の目には飢うえた野良犬の群れにしか見えなかった。

　──喰われるのか、このまま……。血が噴ふき出して、骨をしゃぶられて……。

　胸の尖りに牙を引っかけられ、ちくりとした痛みが走ったときに、頭の中でなにかがぷつりと切れた。

「い……っ、やだああああぁぁぁ────……ッ！」

　めちゃくちゃに手足を振ふり回した。郁己が抵てい抗こうできないと油断していた黒霧丸の鼻はな面づらに拳こぶしが当たる。

「ぎゃっ！」

　黒霧丸の手が弛ゆるんだ隙すきに、思いきり腹を蹴けり上げた。意識せずに出したのは、捻ひねった方の足である。

「つっ……、うっ……！」

　足首から腰こし骨ぼねまで貫つらぬく痛みに「しまった！」と思ったが、もう遅おそい。

　一瞬だけ怯ひるんだ黒霧丸は、体をくの字に折り曲げて腹を押さえると、充じゆう血けつした目を見開いてぎろりと郁己を睨にらみつけた。

「……っ、のっ、クソガキぐるぁああァァァッ──！」

「あうっ……！」

　毛むくじゃらの手で首をつかまれ、肩かた口ぐちに嚙みつかれた。犬歯が肉にめり込み、鋭するどい痛みに体が硬こう直ちよくする。ぎりぎりと首を絞しめ上げられて、自然と口が開き舌が伸びた。

「が……、ぐ……」

　堰せき止められた血が頭に上り、視界が赤く瞬またたく。

「おい、殺すな！」

　誰だれかが黒霧丸を引きはがし、郁己はえずきながら咳せき込んだ。背を丸め、床ゆかに横向きになってひゅうひゅうと息を漏もらす。

　閉じられない目と口から、涙なみだと涎が伝った。苦しさがリアルに体を締しめつけ、やっと郁己の中にこれが現実であるという実感が湧わいてきた。

　夢じゃない。夢であるはずがない。

　信じられない現実に愕がく然ぜんとした。

　のどを押さえながら体を折る郁己の上を、複数の男の影がぬっと覆おおった。一いつ斉せいに郁己に飛びかかる。

「あうっ！」

　逃にげる間もなくのしかかられ、何本もの手に仰あお向むけに四し肢しを押さえつけらえた。いずれも体格のいい男たちは易やす々やすと郁己の動きを奪うばう。

　乱れたシャツのすき間から汗あせばんだ脇わきに舌をねじ込まれ、気味悪さに背を弓なりに反らした。

「や……、だあ……っ」

　気づけばデニムは下着ごと膝ひざまで引き下げられている。赤ん坊ぼうのおしめを替かえるようなポーズに両足首をまとめてつかんで持ち上げられた。

（こんなの……、こんなの……！）

　急所を露ろ出しゆつする無防備な格好に、羞しゆう恥ちと恐きよう怖ふで脳が焼き切れそうだった。

　郁己の持ち上げられた脚あしの前に陣じん取どった黒霧丸が、慎つつましく閉じた窄すぼまりと陰いん囊のうまでを舌で往復する。

「ひゃあっ！」

　黒霧丸の指が双そう丘きゆうを左右に割り開き、固く閉じた柔やわ襞ひだを舌先でぐりぐりとえぐった。生まれて初めて知る感かん触しよくに鳥とり肌はだが立つ。

「ひゃっ、ひ……、やはぁ……っ、やっ、やだあああ……っ！」

　郁己の両りよう隣どなりに這はいつくばった男たちが、涙を啜すすろうと両側から目の縁ふちに舌を這わす。

　気味悪くて頭を振ろうにも、がっしりと押さえられていてぴくりとも動けない。

　黒霧丸がみっともないほど縮み上がった郁己のペニスにむしゃぶりつく。

「か、嚙まないでっ……！」

　怖こわい──、怖い──！

　どうせ食べられるのであっても、そこから喰いちぎられると考えただけで心臓が止まりそうになる。

　なのに執しつ拗ように陰いん部ぶを舐なめさすられると、若い茎くきはじわじわと形を変え始めた。郁己の恐怖を楽しんでいるのか、黒霧丸はひと思いに嚙みつかず弄もてあそぶ。

「あ……、あ……、やめ……、やだ、こわい……」

　精路の小こ孔あなを舐められ、蜜みつが滲しみだしてきたのがわかる。それを美味うまそうに啜られると腰こしがわなないた。

　後こう孔こうを親指で左右に広げられ、体の内側を舐め回す舌の感触にむせび泣く。

「は……、あ、ああ……、やだぁ……っ」

　熱い唾だ液えきで全身を濡らされ、一方的に与あたえられる快感に混乱する。

　男たちはそれぞれ着物の間から取り出した己おのれの性器を愛あい撫ぶしていた。その異様さに、ひぐっ、と息が詰つまった。

　赤黒く膨れた陰いん茎けいの先せん端たんから、おびただしい量の先走りを溢あふれさせている。扱しごくたびに糸を引いて床に垂れ落ち、まるで小便でも漏らしたような小さな水たまりを作っていた。

　みな一様に郁己に視線を固定したまま扱き立てている。

（まさか……）

　胸の中にざわざわと黒い靄もやが湧く。

　黒霧丸が顔を上げ、自分の唾液と郁己の愛液で濡れそぼった口の周りをぐるりと舐めた。勃たち上がった黒霧丸の男根もだらだらと先走りを零こぼして濡れている。

「四つん這ばいにさせろ」

　黒霧丸が命ずると、男たちは郁己の体を返して尻しりだけを掲かかげるポーズに固定する。

　黒霧丸が背後から郁己の背にべったりと体を重ね、尻肉に指を食いこませて両側に引っ張った。

　ぐずぐずに濡れた後孔がくぱりと開いて、内ない腔くうにひやりとした空気が忍しのびこむ。

「あ……、ひっ！」

　孔あなを塞ふさぐように熱いものを押し当てられたとき、やっと自分がされていることを正しく理解して戦せん慄りつした。

　犯おかされようとしているのだ！

「おとなしくしていればやさしくしてやると言ったものを。暴れた仕置きをくれてやるぞ。全員で犯してから、丸まる裸はだかで首に縄なわをつけて四つん這いで村長のところまで歩かせてやる」

　怒いかりを含ふくんだ声こわ音ねで言いながら、郁己の怯おびえを嘲あざける「くくっ」という笑い声が入ったのが不気味で怖ろしい。

　自分が全ぜん裸らで紐ひもをつけられ、犬のように引っ張られている図がまざまざと映像として脳のう裏りに浮うかび、頭のうしろがすうっと冷えた。

　黒霧丸が自分のペニスをつかんで、郁己の後こう蕾らいの上を硬かたく張った先端で往復して位置を探さぐる。先走りがにちゃにちゃと音を立てて、心底震えあがった。

「や……だ……、たすけ……、シロ……ッ、シロォォォ──……！」

　なぜシロに助けを求めたのかわからない。たぶん、相手が犬人間だったから。

　黒霧丸の男根が郁己の肉にく環わを潜もぐりかけたとき。

　ぴしゃん！　と軽い衝しよう撃げきに打たれ、ふわりと白い布で体が巻かれた。

「ぎゃう……っ！」

「ひえっ」

　犬人間たちが床に転がるのが見え、白く輝かがやくものが視界にさらりと揺ゆれた。

「え……」

　温かいものにぐっと引き寄せられる。

「太た郎ろう丸まる、次じ郎ろう丸まる、捕とらえろ！」

　雷かみなりのような声が轟とどろくと同時に、真っ白な犬が二匹ひき、倒たおれた犬人間たちに襲おそいかかった。さらに庵いおりになだれ込んできた革鎧よろいをつけた兵士たちによって、見る間に縛しばり上げられていく。

「ひあああっ！」

「ぎゃっ、お、お許しを……！」

　体の自由を奪われた男たちは、床にごろりと転がされた。

　呆ぼう然ぜんと眺ながめていると、郁己を抱だく腕うでにぐっと力が籠こもった。そこで初めて、郁己は誰かの胸に抱き寄せられていることに気づいたのである。

　慌あわてて自分を抱く人を見上げると、雄お々おしい唇くちびるを凜りんと引き結び、きつい眼まな差ざしで犬人間たちを見下ろす端たん整せいな男の顔があった。　>>>♥

　初めて会う男のはずなのに、とてもよく知っているような錯さつ覚かくに陥おちいる。なぜだろう。

　鼻も口もパーツはしっかりと大きく、男性的な曲線の輪りん郭かくの中にぴたりと対たい称しよう的に収まっている。その厳しくも美しい顔を縁ふち取どっているのは、見事な艶つやを持つ白く長い髪かみ。さっき視界に映ったのはこの人の髪だったんだと思った。

　武将のような服装もすべて白で統一されていて、神こう々ごうしくすらある。

　郁己を抱く腕は力強く、胸むな板いたは厚く硬い。威い厳げん溢あふれる空気に、この男の前では自然に膝をつきたくなる。

　だがなにより印象的なのは、切れ長の黒い瞳ひとみだ。星が宿っているのではないかと思うほどきらめく双そう眸ぼうが郁己を見下ろし──。

「郁己！」

　え。

　なんでおれの名前を、と思った瞬しゆん間かんいきなり唇を塞がれ……というより、顔中を激しく舐められて面めん食くらった。

「わ……ぷっ、ちょ、ちょっと……」

「郁己、郁己、郁己、郁己っ」

　べろべろべろべろべろべろべろべろ。

「ちょ……、やめてください……っ！」

　ぐいっと男の長い髪をうしろに引っ張ると、やっと顔が離はなれる。そこでようやく男の頭の上に目が行った。

　白い毛に覆おおわれてピンと立ちあがる三角形の耳。

「こ、こっちも犬人間……！」

　郁己の言葉に気分を害したのか、男は不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを顰ひそめた。

「服の乱れを直した方がいい」

　言われて、自分がとんでもない格好をしていることに気づいた。

　布に包まれてこの男以外からは見えないものの、破られてほとんどはぎ取られたシャツは腕に引っかかっているだけだし、デニムはずれていてあられもない部分が丸見えである。

「あ、ど、どうも……」

　真っ赤になってデニムを引き上げる。シャツの方はいかんともしがたいので、仕方なく前だけをかき合わせた。

　助けてもらったとは思うものの、さきほどの恐怖が残っている身としては、こうやって犬人間に抱かれているのが落ち着かない。

　兵士の一人が歩み出た。

「白びやく毫ごうさま、この者どもはいかが致いたしますか」

　白毫と呼ばれた郁己を抱く男は、黒い瞳の中に憎ぞう悪おの炎ほのおを燃やして犬人間たちを睨にらみつけると、「殺せ」と短く命じた。

　郁己は驚おどろいて目を見開き、思わず白毫の服をつかむ。

「ま……、ちょっと待って。殺すって……、そんないきなり！」

　白毫は厳しい目で郁己を見下ろした。

「郁己にこんなことをして……許せぬ。八つ裂ざきにしても足りん」

　兵士たちが腰の刀かたなを抜ぬいた。

「待ってください！」

　犬人間たちが殺されてしまう！

　兵士たちを止めようと白毫の腕から飛び出した瞬間、痛めた足首に激痛が走って地面に崩くずれ落ちた。

「つう……」

「郁己！」

　郁己を抱き起こそうとした白毫の手を振ふり払はらい、犬人間たちを背に庇かばって両りよう腕うでを広げた。

「あなた……、なんなんですか。そんな簡単に殺すなんて、おかしくないですか？」

　白毫はいかにも不満げに犬耳をぴくぴく前後させている。

「おまえを犯そうとしたんだぞ。許せるのか」

　もちろん怖こわかった。助けてもらえなかったら、きっとあのまま犯されて、悪くすれば命を落としていたかもしれない。

　でも結果でしかないが、未み遂すいで終わった。実際犯されていたらどう思うかわからないけれど、少なくとも今この時点で、彼らが殺されるなどと考えるだけで背筋が凍こおりつく。無む闇やみに生きものを殺せつ生しようしていいはずがない。

「許すとか許さないとか、そういうことじゃないです。やたらに命を奪うばうなんて嫌いやです」

　白毫はきつく眉を寄せ、射殺さんばかりの目で犬人間たちを睨んだ。

　怖ろしい威い圧あつ感かんが辺りの空気を重くする。犬人間たちは竦すくみ上がり、床ゆかに顔を伏ふせたまま震ふるえた。

　兵士は白毫の命令があればすぐにでも実行できるよう、油断なく刀を構えている。

　正直言って、郁己だって怖い。化け物の住む場所に放ほうり込まれたのも理解の範はん疇ちゆうを超こえているし、本物の刀を見るのだって初めてだ。

　白毫は郁己を助けてくれたけれど、機き嫌げんを損そこねれば首を刎はねられるのは自分かもしれない。

　切れそうな剣けん吞のんな空気に晒さらされて、郁己の指先までが冷たく血の気を失う。それでも、目の前で殺されそうな黒霧丸たちを見捨てることはできなかった。

「郁己……」

　白毫はぎりっと下した唇くちびるを嚙かみ、身を震わせた。怒りを押し殺すように。

　やがて深く息をつくと、兵士たちに手て振ぶりで合図をした。

「では二度と交こう尾びできぬよう、こやつらの男を切り取れ」

「わーっ！　待って！　それも待って！」

　思わず自分の股こ間かんを押さえる。

　犬の去勢と言われればそこまでひどくもない気がするが、まがりなりにも人間の形なりをしているのだ。気の毒すぎる。しかも麻ま酔すいなどなさそうだ。

「いったいどんな罰ばつを与あたえれば満足だ！」

　白毫も半ギレ気味である。

「罰っていうか！　なんか痛すぎますよ！　体たい罰ばつ一択たくですか？　働いて罪を償つぐなうとか、そういうんじゃだめなんですか？」

「それでは見せしめにならん！　知らずとはいえ、俺の伴はん侶りよに手を触ふれるとは言語道断！」

「はん……？」

　伴侶？

　耳慣れない単語に、それが誰だれを指しているという判断が郁己にはできなかった。

　白毫は腹立ちを逃のがすように大きく息を吐はき出し、ずいと郁己に顔を近づける。ほとんど睨みつけるような目で、だが手つきだけはやさしく郁己の頰ほおを撫なでた。

「いいだろう。郁己が情け深いことは知っている。伴侶の初めての願いとあらば聞いてやらぬわけにいくまい」

　？？？

　頭の中にクエスチョンマークが飛び交かっている。

　ちっとも考えがまとまらないうちに、白毫の腕うでに抱だき上げられた。

「太郎丸、次郎丸。城へ戻もどり、床とこの準備をしておけ」

　白毫が声をかけると、二匹ひきの白犬は一つ頷うなずき、風のように庵いおりを飛び出していった。

「おまえたち、その者どもを城へ引っ立てろ。俺は郁己を連れてひと足先に城に帰る」

「はっ」

　白毫の命令に、兵士たちは刀を鞘さやに収め直立した。

「これでいいな、郁己。では急ぎ城へ戻る。おまえと再会し、この腕に抱いた今、もう我が慢まんなど利きかぬ」

「再会……？」

　会ったこともない人と再会と言われても。

「怖かったらどれだけ強くしがみついてもいいぞ」

　頰に口づけられたと思った次の瞬間には、郁己はいつの間にか白い毛を持つ獣けものの背に乗り、首に腕を回して抱きついていた。

「え……、ひゃっ……！」

　ぐん、と風を感じたと思うと、景色が後方に流れていった。

「う、うわわわ……」

　駆かけ抜ける白毫と郁己を、村人がひれ伏して見送っている。

　あっという間に村を通りすぎ、森をひた走る。

　葉や枝が顔に当たるのではと頭を低くしたが、白毫は郁己が傷つかないよう、開けた空間を選んでいるらしい。

　木を潜くぐり、川を跳とび越こえた。

「た、高っ……！」

　川が眼下に見えて目眩めまいがする。

　疾しつ風ぷうのごとく森を抜けた先には広い草原が、そのはるか向こうには小高い岩山の上に城が、裾すそ野のには町が見える。

　距きよ離りがあると思ったのに、瞬またたく間に岩を駆け登のぼっていた。

「ぎゃーっ、縦っ！　縦になってる！」

　垂直にぶら下がる郁己は獣の首をかき抱いだき、気づけば城の中庭に到とう着ちやくしていた。

「こ……、こわかった……」

　はっ、はっ、と呼吸を荒あらくする郁己とは裏腹に、白毫は息一つ乱れていない。どっくどっくと鳴る心臓を手のひらで押さえつける。

　降りろと促うながすようにふるりと体を震わせた獣の背から、郁己は足を庇いながらそっと地面に降り立った。

　あらためて獣の姿を見て瞠どう目もくする。

「シロ……！」

　やわらかな毛並みと、濡ぬれたような黒い瞳ひとみ。くるんと右向きに巻いたふさふさの尻尾しつぽ。

　三年前に姿を消したときより大きくなっているけれど、シロに間ま違ちがいなかった。自分が見間違うはずがない。

　シロは嬉うれしそうにウォンと一つ吠ほえる。

　その声すら、三年ぶりに聞くシロのもの。郁己の胸に喜びが溢あふれる。兄弟同然の可愛かわいいシロ！

　いろんな疑問が全部消し飛んで、思いきりシロを抱きしめた。

「シロ、シロ……、会いたかった！　なんだよおまえ、こんな世界に来てたんだな。どうりで見つからないと……」

　白い毛に頰をすり寄せる。

　三年分の空白が一気に埋うまって、懐なつかしいシロの手て触ざわりと匂においが記き憶おくによみがえった。

　獣じゆう毛もうの下で息づく確かな体温と弾だん力りよく。夢じゃないんだと、胸の中が熱くなった。

　くぅんと鳴く声が愛いとしくて胸が痛くて、知らず涙なみだが零こぼれ落ちた。

「あ、あれ……、おかしいな、泣くつもりなんかないのに……。嬉しいの、に……、っ、」

　それ以上言葉にならなかった。

　三年間、シロは必ずどこかで生きていると自分を励はげましながら、心のほとんどを諦てい観かんが黒く侵しん食しよくしていた。

　でも信じることを止やめたら、そこでシロが本当に存在しなくなってしまう気がして。

「う……、ひぐ……」

　本当にこんなことがあるなんて。無事でいてくれてよかった。

　深く安あん堵どしたら体の力が抜ぬけた。

「シロ……」

　郁己の涙を、シロの舌が舐なめ取っていく。

　くすぐったい感かん触しよくが嬉しくて目を閉じてからまた開くと、シロは白毫に変わっていた。

「俺も会いたかった。大好きだ、郁己……」

　愛しげに目の縁ふちを舐められ、心臓が嫌な音を立てる。

　とっさに白毫の胸を押して距離を取った。

「郁己？」

　小首を傾かしげて郁己を見る動作はまぎれもなくシロのもの。

　でも……、でも……！

「さ、触さわんないで……！」

　白毫は傷ついたように表情を強こわばらせる。

「俺だ、郁己。シロだ。わからないのか」

　わかる。

　今まで起こった怒ど濤とうの出来事で、それはなんとか頭ではわかるのだけれど。

　どうしても、この人間の形をして言葉をしゃべる白毫がシロだとは思えない。だって犬が人間になるなんて、すぐに受け入れられるはずないじゃないか。

「だ……、って、白毫って呼ばれて……」

「こちらでの名だ。郁己はシロと呼んでくれていい」

　こちらってなに。

　そもそもこんな世界があること自体信じられない。

　犬耳と尻尾を持った人間が闊かつ歩ぽし、あまつさえ犬に変身したりするなんて。

　理解できないことだらけで、頭が思考を拒きよ否ひしている。

「シロ……、じゃないよ……。あなたなんか、知らない。シロを返して……」

　焦あせりの色を浮うかべた白毫に手首をつかまれて、ぞわっと恐きよう怖ふ心が湧わいた。

　シロは五本指なんか持ってない。こんなのおれのシロじゃない！

「離はなして！」

「郁己！」

「いやだっ！　シロ、シロッ、シロ────ッ！」

　取り乱す郁己と宥なだめようとする白毫の背後から、しわがれた声がかかった。

「王、郁己さまは少々混乱されているご様子。一いつ旦たんお手を離して差し上げるべきかと」

　振ふり向くと、小こ柄がらな老人が二人の青年を従えて立っていた。

　三人は白毫と同じく、白い犬耳と尻尾を持っている。服装はやはり時代がかった侍さむらいのようだ。二十代半ばくらいの青年たちは兄弟らしく、よく似た顔立ちをしている。

「離せというのか、破は天てん」

　白毫が声をかけると、老人はうんうんと頷いた。破天というのがこの老人の名前らしい。

「郁己さまはまだこちらの世界に来たことが受け入れられないでおるのですよ。無理もありますまい。王とて、ご自分がこちらにいらっしゃったときの動どう揺ようは覚えておるでしょう」

「俺には誰だれもいなかった。郁己には俺がいる」

「ですから、郁己さまにはあなたさまがシロであるということがまだ納なつ得とくできないのです。あまり追いつめず、まずは落ち着いていただくのがよろしいと存じますぞ」

　白毫は苦しげに顔を歪ゆがませ、怯おびえた郁己の表情を確かく認にんすると、しぶしぶ手を離した。

　郁己は今つかまれていた手首を隠かくすように後ろに回す。白毫の手の感触が残っていて、ひたすら怖こわかった。

　白毫が王と呼ばれていたことにも困こん惑わくする。

　王？　白毫が……、いや、シロがこの犬人間たちの王だというのか？

「だいたい破天、おまえが〝門〟をあんな場所に作るからいけない。もっと城の近くであれば郁己が襲おそわれることもなかったものを」

「ほっほっ、それについては申し訳ない。ですが〝門〟はなかなか思い通りの場所に作り出せぬものですからなぁ。領土内に出せただけでもよしとしてはいただけませぬかな」

　会話の内容はよくわからないが、もはや疑問が溢れすぎた郁己の頭には、新たな疑問が入る余地はなかった。

　破天は隣となりに立つ青年をチラと見る。二人のうち線の細い、若い方に声をかけた。

「次郎丸、郁己さまを湯ゆ殿どのへご案内しなさい」

　次郎丸──さきほど郁己を助けてくれた白犬のうちの一いつ匹ぴきの名だと思った。ではきっともう一人が太郎丸だろう。彼らも犬と人間、両方の姿を持てるらしい。

　次郎丸はどこか不快げな表情で小さく頷うなずく。

「郁己さま、こちらへ」

　さっさと城へ向かって歩き出した次郎丸と白毫を見比べる。意図したわけではないが、白毫は郁己が助けを求めていると思ったようだ。

「その足では歩きにくいだろう。乗れ」

　と再び犬になった。

　白毫のまま抱だいては郁己が怯えると思ったのだろう。あえて犬になったのだ。

　やっぱりシロの姿を見ると安心する。悪夢に紛まぎれ込んだような異世界で、シロだけが郁己の現実のような気がした。

　大きな背にしがみつくと、シロが軽々と郁己を乗せて歩き出す。次郎丸の後を追って城へ上がり、長い廊ろう下かをいくつか曲がって、格こう子しの引き戸から湯殿へ入った。

　シロは郁己を下ろすとさっさと湯殿を出て行ってしまう。

「あ……、ま、待って……」

　次郎丸と二人で取り残されると不安になる。またシロに会えなくなりそうで。

　シロを引き留めかけた郁己の前に、次郎丸が割って入った。

「王に体を流して欲しいとおっしゃるのですか。祝しゆう言げんも済ませぬうちから、なんとはしたない。どうしてもとおっしゃるなら、閨ねやでねだられてみてはいかがです。王は郁己さまにご執しゆう心しんですから、きっと叶かなえてくださいますでしょう」

　悪意を隠しもしない次郎丸の態度に、言葉を失った。

　冷たく整った顔をした青年の表情は軽けい蔑べつに満ちている。言われた内容も半分くらいは理解できない。

　祝言とか閨とかご執心とか、あまりに自分に縁えんのなさそうな単語だらけで、なに一つ頭に染しみこんでこなかった。

　色を失った郁己に頓とん着ちやくすることなく、次郎丸は自分の着物の裾すそや袖そでを捲まくり上げる。郁己の方を見ようともせず、そっけない口調で言った。

「湯殿にいるのになにを愚ぐ図ず愚ぐ図ずしているのですか。早く脱ぬいでください。ご自分で脱げないなら手を貸しますが、わたしを誘ゆう惑わくしようとはなさらないでくださいね」

「……え？」

　誘惑？

　次郎丸は舌打ちでもしそうな表情で郁己を見た。

「とぼけないでください。その体で王を虜とりこにしたのでしょう？　我らにとって人間の体液は類たぐいまれなる蜜みつの味。香かおりだけで我らを誘さそい寄せるくせに」

「そ、それ……、どういう……」

　次郎丸はじろりと郁己を睨にらんで、口を開いた。

「本当にご存じないのでしたら、お教えしましょう。我らにとって人間の体液は希少な嗜し好こう品。大変な美味と聞きます。血はもっとも濃こく旨うまみも強いのですが、血を抜けば長持ちしませんから、通常は男なら精を、女なら子を孕はらませて乳を搾しぼります」

　まるで乳牛ででもあるかのように言われ、ショックを受けた。

　驚おどろきすぎて声が出ない。

　人間の体液が犬人間たちを惑まどわせるなんて。

（だから、彼らに襲われたんだ……）

　黒霧丸の「やさしく精を搾ってやろう」という言葉の意味がようやくわかった。あのまま捕つかまっていたらと思うと、底冷えする恐怖に包まれた。

　郁己を襲った犬人間たちを思い出す。言われてみれば、みな郁己に吸い寄せられるように体に群がってきた。でもそんなことおれのせいじゃない！

「知らな……、そんなの……」

　体が震ふるえた。ではこの世界にいる限り、自分は誰に狙ねらわれるかわからないではないか。

　自分自身を抱いて青あお褪ざめながらうつむく郁己を見て、次郎丸はスッと屈かがみこんだ。捻った方の郁己の足をそっと持ち上げる。

　自分が犬人間を誘い寄せると聞いたばかりでびくりと身を硬かたくしたが、

「痛みますか。あとで薬を貼はって差し上げます」

　ほんのわずか、声に労いたわりの色が混じった。

　自分に敵意を向けているらしい次郎丸に戸と惑まどったものの、彼は少なくとも自分を襲う気がないようだ。そう気づいて、その点だけは安あん堵どした。だから郁己の風ふ呂ろを任されたのかもしれない。

　床ゆかに膝ひざをついたまま郁己の靴くつを脱がせていく次郎丸の手つきは、とても慎しん重ちようだ。痛くないようにと気を使ってくれているのがわかる。悪い人ではないんだろうなと思う。

　そういえば犬人間に襲われていたときに、太郎丸とともに飛び込んできて助けてくれたのだった。

「あの……、さっきは助けてくれてありがとうございました」

「王のご命令です」

　取りつく島もない返答だが、郁己に害を与あたえることはないだろう。

　変に慰なぐさめを口にしたり、色気のある態度を出したりしないので、風呂の介かい助じよをしてもらうこともさほど抵てい抗こうを感じなかった。

　木製の浅い浴よく槽そうに寝ねそべるようにして湯に体を沈しずめ、痛めた足だけを縁ふちにかける。温かい湯に浸つかるとだんだん緊きん張ちようがほぐれてきた。

　そうするといろいろな疑問が浮うかんでくる。

　話しやすい相手ではないが、少しでも自分の状じよう況きようがわかる情報がほしい。そして、できたらもといた世界への帰り方を。

　答えてもらえないかも知れないが、聞くだけ聞いてみよう。

　浴槽の脇わきに立ったまま前方に視線を固定している次郎丸の横顔に、控ひかえめに声をかける。

「次郎丸さん」

「敬けい称しようは不要です。どうぞ次郎丸とお呼びください」

　それはすごく呼びにくい。年上だし、相手が自分をさまづけしているからなおさらだ。

　けれど「じゃあ、おれのことも呼び捨てでお願いします」なんて言っても断られそうなことは、なんとなく空気でわかる。

　極力名を呼ばないようにしよう、と思った。

「王さまって……、なんなんですか？　なんでシロが王なんです？　ていうか、そもそもここはどこなんですか」

　なにもかもが郁己の知っていることと違ちがっていて、次郎丸に矢や継つぎ早ばやに質問を投げた。

「郁己さまが疑問に思うのは当然です。わたしにお答えできる範はん囲いでしたら、どんなことでもご説明させていただきます。ですが郁己さまが湯あたりしてはいけません。足首の手当てをしながらお話しいたしましょう」

　次郎丸に体を拭ふかれ、絹でできた肌はだ触ざわりのいい薄うすい着物を着せかけられて檜ひのきの縁えん台だいに腰こしをかける。

　薬湯だというものを渡わたされ、ひと口飲んで顔を顰しかめた。

「うえ……」

　次郎丸は郁己の足もとに屈んで捻ひねった足首に膏こう薬やくを貼りながら、ごまかしを許さない目で見上げた。

「残さず飲んでください」

「……はい」

　薬湯は葛くずでとろみをつけてあるらしく、舌した触ざわりは悪くない。けれど妙みようにのどに絡からむ甘さと舌に残る苦みがあった。薬だから仕方ないのだろうけれど、はっきり言ってまずい。

　次郎丸は郁己の足首に真っ白なさらしを巻きながら、淡たん々たんと説明を始める。

「わたしどもは犬界、人間界と呼んでおります」

　いわく、こちらの犬人間がいる世界と人間が住む世界は普ふ段だんは別々に存在しているが、空間の亀き裂れつから行き来できるときもあるという。

　驚いたことに、念力で〝門〟という空間の亀裂を意図的に作れる術者も存在するとか。さきほどの破天と呼ばれていた老人もそうらしい。そういえば門がどうとか、白毫と破天が話していた気がする。

　犬界の地形的な造りは人間界と同じらしく、ここは犬界の日本に相当するようだ。いくつもの国に分かれていて、それぞれに国を治める王がいるという。

　漠ばく然ぜんと、戦国時代を思い出した。要するにそういう感じなのだろう。各地の王さまが武将のようなものなのだ。

「白毫さまが人間界へ逃のがれた当時、この国は混乱していました。我が国と境界を争う隣りん国ごくとの戦いくさは苛か烈れつを極きわめ、先代の王が敵国に攻せめ入っている隙すきに潜せん伏ぷくしていた敵が城へなだれ込み、王家の者を虐ぎやく殺さつして回りました。側近が命を賭として、幼い白毫さまを人間界へ逃すのが精いっぱいだったのです」

　祖母から聞いた、シロを拾ったときの話を思い出す。泥どろと血に塗まみれて今にも息絶えそうな仔こ犬いぬだったという。きっと白毫は敵に追われ、命からがら人間界へ逃にげてきたのだ。

　境界争いは郁己の世界でも昔からある。どこでも変わらないのだろう。

「その後我が国は勝利を収めましたが、疲ひ弊へいした民たみと土地を立て直すまでには長い年月がかかりました。〝門〟を作り出せる術者も不足し、白毫さまを探し出すのも困難でした。見つけられたのは僥ぎよう倖こうというほかありません。先王の魂たましいのお導きでしょう」

「先王の魂……って、亡なくなったんですね」

「はい。先王のお子さまはもはや白毫さまと、戦後にお生まれになった姫ひめ君ぎみのみ。姫君はお体の関係でお子が望めません。ですから、どうしても白毫さまに王位を継ついでいただかねばならなかったのです」

　シロに妹がいるのだ、と不思議な気持ちになった。

　病気なのだろうか。布ふ団とんの中で丸くなって咳せきをする幼女を思い浮かべ、心が揺ゆらぐ。

「誰だれか他ほかの人に継いでもらうわけにいかなかったんですか？　いるんでしょう、部下とか兵士とか、強い人が。なんでずっといなかったシロにそこまで執しゆう着ちやくできるんですか」

　次郎丸は表情を引き締しめ、真しん剣けんな眼まな差ざしで郁己を見た。

「血はなによりも尊いもの。この国は代々直系の王族が継ぐ習わしとなっております。直系の血筋絶えずして他の者が継ぐなどあり得ません」

　頑がん固こだ、と頭の中では思ったが、口には出さなかった。

　血統を守るために戦を繰くり返してきた歴史なら人間の世界にもごまんとある。犬界のそれを郁己が否定できるものではない。

　でもそんな血ち腥なまぐさい話、自分には関係ない。できることならシロを連れて家に帰り、前のように暮らしたいのだ。王さまだというシロが一いつ緒しよに帰れるかどうかわからないけれど。

「じゃあ太郎丸さんと次郎丸さんは、白毫の部下になるんですか。破天さんも」

「我らは側近として王に仕えております。政務は主に大臣たちが取り仕切っておりますので、白毫さまの身の回りのお世話や、ご命令に従い手足となって動く役割を担になっております」

　プライベートな方面のサポートというわけだ。

　割とすらっと答えてくれるので、もう少し気になっていることを聞いてみる。

「こっちの世界に人間が来ることってよくあるんですか」

「頻ひん繁ぱんではありません。なんらかの理由で空間に亀き裂れつができて迷い込んでくるくらいです。亀裂のできやすい場所や条件といったものもあるようですが」

　では自分はその亀裂から迷い込んできたのだろうか。

　本当に聞きたいのはここから先である。

「逆のパターンは？　こっちから人間界に行くことも？」

「もちろんあります。ですが、我々はあちらの世界へ行くと犬の姿しか取れません。おそらく我々の存在が人間界で認にん知ちされないのは、犬にしか見えないからです。思考としては人型のときと同じなのですが」

　なるほど。犬人間が現れたらもっと騒さわがれそうなものだが、犬なら紛まぎれ込んでいてもわからない。だとすると、

「シロはずっと人間と同じ目線でおれを見てたのかな……」

　かなりマヌケな姿を晒さらしていたことも多い。シロの前で見せていた無防備な自分を思い返すと、ちょっと遡さかのぼるだけでもかなり赤面ものだ。

「白毫さまの場合は少々特とく殊しゆです。幼少のみぎりに人間界に飛ばされたので、あちらにいらした間はご自分のことはただの犬と思われていたでしょう。もちろん人間界の犬より格段に知能は高かったと存じますが、自分以外を知らなければ比べようもありません」

　そうだろうなと思う。シロは本当に生まれたばかりの仔犬の頃ころから祖母の家にいたというから。

　シロは賢かしこい犬だと思っていた。郁己の言葉がよくわかるし、躾しつけも楽だった。でもそれは親ばか程度の話だと思っていたのだ。よもや人間並みの知能を備えていようとは。

　シロがただの犬ではないと考えると申し訳ないことをした気にもなるが、自分にとってはやっぱり可愛かわいいペットでしかなくて。家族だとは思ってきたけれど、犬という認識は揺るがない。

　そのシロが、この世界では王だというのだ。

　シロと白毫の顔が交こう互ごに目の前にチラついて、思わず前まえ髪がみをくしゃりと握にぎった。

「あの……、もとの世界に戻もどるのって、破天さんにお願いすればいいんでしょうか」

　次郎丸の視線がすうっと冷たくなる。

「術者は非常に数少ない上に、大層な力を使いますので滅めつ多たなことでは〝門開き〟は行いません。そもそも、わざわざ〝門〟を作って呼び寄せたあなたを帰そうなどと、誰も思いませんよ」

　愕がく然ぜんとした。自分が呼ばれた？

「どうして……」

「郁己さまのもとへ帰ると言い張る白毫さまをお引き止めするには、郁己さまにこちらに来ていただくしかありませんでした」

　想像がつく。

　シロは郁己のもとへ帰ろうと暴れたのだろう。シロだって戸と惑まどったはずだ。いきなり自分が人間のような体を持ち、ただの犬ではないと知らされ、あまつさえ王と祭り上げられたのだから。

　自分だって、シロがいない間は苦しかった。玄げん関かんから物音が聞こえればシロが帰ってきたのではないかと飛び出していき、夢の中でシロと再会しては喜んで、目覚めてやっぱりいないのだと何度落らく胆たんしたことか。

　ずっとずっと会いたかった。会えて嬉うれしい。

　けれど自分はこちらの世界に無理やり連れて来られて、もう元の世界に帰れないのか？　そんなやり方って……。

　彼らの横暴さに目眩めまいがする。

　シロだって帰りたいに違ちがいないのに。これなら文句ないだろうとばかりにシロの慕したう飼い主を攫さらって宛あてがうとは、郁己は玩具おもちや扱あつかいも同然だ。しかもなぜ三年も経たってから。

　次郎丸は自分の置かれた立場に言葉が出ないでいる郁己を静かに眺ながめ、空になった湯ゆ吞のみを郁己の手から取り上げた。

「きちんと全部飲めましたね」

　まだのどに絡みつく甘さを、ごくりと唾つばで飲みこんだ。










　次郎丸に案内された部屋に入って、目を丸くした。

「これ……、ここ……？」

　襖ふすまを開けると、郁己の部屋そっくりの空間が自分を迎むかえ入れた。

「郁己さまにお寛くつろぎいただけるようにと、白毫さまが調度を揃そろえられました」

　一歩部屋に足を踏ふみ入れれば、まるで自宅に戻ったような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　壁かべの汚よごれ、天てん井じようの染しみ一つまで完かん璧ぺきに再現されていた。ただし、シロがいなくなったときの三年前のまま。

　だがそのころからあまり家具を替かえていなかったから、ほとんど同じである。

　そろりとベッドに横になると、馴な染じんだ感かん触しよくに涙なみだが出そうなほど安心した。風ふ呂ろで温まった体に急速に疲つかれが襲おそってきて、自然にまぶたが下がる。

　驚おどろくことが多すぎたせいか、こんな状じよう況きようなのにやたらと眠ねむい。

　郁己はすぐにとろとろとした眠りに引き込まれていった。




　目の裏に嬉しそうに駆かけ寄ってくるシロが映って、思わずほほ笑えんだ。

　──シロ、変な夢を見たよ。

　シロは目をきらきらさせて郁己が撫なでてくれるのを待っている。

　──犬が歩いたりしゃべったりしてる世界に行って、シロが人間みたいになってるのを見た。

　語りかけると、シロはなんだかわからないというように小首を傾かしげた。

　──そうだよな、わかんないよな。おれもわかんない。変な夢。

　全部夢だったんだと思うと、心からのびのびしてシロを抱だきしめた。

　──なあ、シロ。もうどこにも行かないでくれよ。ずっと一緒に暮らそう？　おれ、おまえがいてくれれば他ほかにはなんにもいらないから……。

　シロは幸せそうに尻尾しつぽをぱたぱたと振ふる。

　可愛いシロ。大好きだ、シロ──。




　うとうとしていると、ギッとベッドが軋きしむ音がした。

　かすかに目を開くと、白い影かげが自分を覗のぞき込んでいる。

（シロだ……。そうだ、三年ぶりにシロが帰ってきたんだ……）

　半分寝ねぼけながら、シロのためにベッドを半分空けようと体をずらす。シロと一緒に寝るために買ってもらったベッドは、セミダブルサイズだ。

　シロがぺろりと郁己の唇くちびるを舐なめてくる。

　郁己を起こすとき、シロはいつも顔を舐めていた。懐なつかしい仕草が可愛くて嬉しくて、自分からキスをねだるように唇を突つき出した。

「ん……」

　妙みように体が熱くてだるい。

　頰ほおを押さえられて唇を舐められる。

　────。

　……押さえられて？

「郁己……」

　驚いて目を開けようとしたものの、やけにまぶたが重くてゆっくりとしか開かない。

　頑がん張ばって開けてみれば、郁己の頰を撫で顔を覗き込んでいるのは、愛いとしげに目を細めた白毫だった。

「……だ……」

　いやだ！　と叫さけんだつもりが、のどからはため息のような声が漏もれただけだった。

　突き飛ばしてしまいたいのに、手が、体が動かない。

　自分の部屋に、夢に出てきた男がいる。薄うすい白絹の夜着を纏まとって。

　夢と現うつつの狭はざ間まを漂ただよっていた郁己の脳が混乱した。

　なんで？　この男は夢の中の登場人物のはず。だって自分はシロを見つけて……いや、あれも夢の中のこと──。

「郁己、やっとおまえと番つがうことができる。どんなにこの日を待ちわびたか」

　自分に向かって伸のばされた白毫の手を拒きよ絶ぜつしたいのに、体がひどく重くて思うようにならない。

　白毫はうっとりと郁己を見つめながら、額にかかる髪かみを梳すき上げた。

「怖こわくて動けないのか？　可愛いな、郁己は。大だい丈じよう夫ぶ、やさしくする。目を閉じてじっとしていればいい。全部俺がするから」

　なにを言っているんだろう、この人は。

　捻ひねった足首がずきずきと痛み始めた。自分に起こっている信じがたい事象で頭がごちゃまぜになる。

　目の前の男が自分の知るシロとかけ離はなれていて、涙が滲にじんできた。

　夢の中でシロと会ってしまったから、余計に胸が抉えぐられる。

「なに……、する……」

　少しだけ声が出る。

　白毫は郁己が怯おびえていると思ったのか、郁己がよくシロにしていたようにぽんぽんと頭を撫でた。

「次郎丸から聞いただろう。三夜続けて契ちぎりを交かわす婚こん姻いんの儀ぎを済ませたのちに祝しゆう言げんを挙げる。そうすれば俺たちは晴れて夫ふう婦ふだ。盛大な式を挙げよう。国中に俺の花はな嫁よめを見せびらかしたい」

　背筋が凍こおるようなことを言われ、余計に混乱した。白毫の思考がわからない。

　次郎丸の名を聞いて、湯上がりに妙な味の薬湯を飲まされたことを思い出した。

　──残さず飲んでください。

　──きちんと全部飲めましたね。

　あれになんらかの薬が入っていたのだ。白毫の命令か次郎丸の独断かはわからないが、郁己の抵てい抗こうを奪うばうために。

　郁己の顔色が蒼そう白はくになった。

　こわごわ見上げた白毫は、本当に知らない人間にしか見えなかった。

「あなた……、だれ……」

　白毫は困ったように、首を傾げて郁己を見る。

「シロだ。わかるだろう」

　噓うそつき。シロならこんなことしない。

　形だけならこの上なく端たん整せいな顔がおそろしい化け物に見える。

　熱の籠こもった黒い瞳ひとみが狂きよう気きを孕はらんでいるように、郁己の目に映る。

「郁己以外なにもいらない。おまえを呼び寄せるまで、どれほど恋れん情じように身を焦こがしたか。会えないでいる間、気が触ふれるかと思ったぞ」

　いやだ……、わからない……。シロじゃない……。

　白毫は体の自由の利きかない郁己を宝物のように抱きしめた。互たがいの薄い着物越ごしに、白毫の太い心臓の音が直接郁己の肌はだに響ひびく。

「郁己……、ずっとこうしたかった……。人間界にいるときからずっと……」

　狂くるおしく求められているのがわかる。

　郁己を一いち途ずに慕ってきたあの黒い瞳の下に、こんな激情が隠かくされていようとは。

　すん、と鼻を鳴らして郁己の首筋の匂においを嗅かいだ白毫が、体温の高い指先を郁己の夜着の胸むなもとに忍しのびこませる。

　すぐに小さな突とつ起きを探さぐり当てられた。

「や……」

　思いきり抵抗したいのに、ぜんぜん言うことを聞かない体に泣きたいほど焦しよう燥そうする。

「俺のこの姿がまだ馴染めないか？　おまえが犬の姿の俺を恋こうているのは知っている。でも犬のままではあまり器用なことはしてやれない。どちらも俺だ。早くこちらの俺にも慣れてくれ」

　冷たい汗あせが郁己の背を滑すべり落ちる。

　指の腹で突起の表面をやさしくなぞられると、ずくん、と腰こしの奥が脈打つ。

　抵抗できないせいで、素す直なおに愛あい撫ぶを受け入れてしまう。

　白毫が裾すそを割った夜着から手を差し入れて郁己の内うち腿ももを撫で上げると、ぞわぞわした痺しびれがつま先から這はい上がり、膝ひざが揺ゆれた。

「ああ……、素す晴ばらしい、郁己。おまえの肌はしっとりと湿しめっていて、手に吸いつくようだ……」

　敷しき布ふを懸けん命めいに搔かく郁己の指も小刻みに震ふるえている。

　男の弱い部分を握にぎられてしまえば、体の内側からも力が抜ぬけていく。

「……っ、は……」

　息が荒あらくなる。

　頰が上気していくのがわかる。

　額に滲んだ汗がつとこめかみを伝った。

「や……、め、て……」　>>>♥

　吐と息いきのように一文字一文字漏らすのが精いっぱいだ。まるで喘あえぎ声のようで顔が熱くなる。

「シ、ロ……」

　かろうじて名を呼んだ郁己の唇を、求められたと思ったのか白毫が舐める。

　愛しげに郁己の唇を何度か往復して濡ぬらした舌は、歯列を割って口内に侵しん入にゆうし口こう蓋がいを撫なでた。

　軽く開いてしまった口中をくまなく味わわれ、舌同士の表面をすり合わされると、引き攣つれるような痛みが下腹に生まれる。

　混じり合って溢あふれる唾だ液えきが口こう端たんを伝うのも構わず貪むさぼられた。

　犬人間に襲おそわれたときも怖ろしかったが、これは輪をかけて怖ろしい。白毫の中身はシロなのだ。

　だめだだめだ、そんなこと。ペットと飼い主でなんて！

　郁己の恐きよう怖ふなどおかまいなしに白毫の鼻先が夜着の合わせ目に潜もぐり込み、乳ち首くびに口づけながら襟えりを大きく開いた。

「あ……」

　すんすんと肌の匂いを嗅がれ、こそばゆい感かん触しよくにひくりと顎あごを上げる。白毫の顔が鼻を鳴らしながら腰の方へ下がっていく。

　シュッと音を立てて帯をほどかれる音が、遠い雷らい鳴めいのように耳に響いた。

　ウエスト部分を細い帯で留めただけの夜着は、簡単に前を割り開かれる。郁己を跨またいで見下ろした白毫が、感かん嘆たんの息をついた。

「きれいだ……、本当に、夢のようだ」

　手足が鉛なまりのように重く、なにをされてもろくに抵抗できない。

　焦あせりで涙なみだが滲む。

　やめて欲しいと瞳に懇こん願がんを込めるが、怯えた色に逆に情じよう欲よくを煽あおられたように、白毫の目がぎらりと光った。

　郁己の胸に顔を伏ふせた白毫の舌が、乳首をぴんと弾はじき上げる。

「や……！」

　ぞわ、と冷たいものが背中を走った。

　続けてその小さな突起自体が甘いものででもあるかのように、執しつ拗ように舐なめ啜すすられる。

　舌の広い面でぐりぐりと押し潰つぶし、舌先で四方から弾き、濡らし上げた胸むね粒つぶを弄もてあそぶ。

「ん……、ん、く……」

　最初は皮ひ膚ふの薄うすい部分を弄いじられている違い和わ感かんの方が大きかったのに。

　勃たち上がった肉の芽が前後左右にこねられるうちに、根負けしたようにじりじりと妖あやしい疼うずきが湧わき上がってきた。

　ひたすら気味悪いばかりだった温かい肉の刺し激げきに無理やり慣らされて、下腹がむずむずと熱くなっていく。

「は……、あ…………、ひゃっ！　あん……っ」

　すっかりふやけた胸粒に軽く歯をぶつけられ、はっきりした快感が腰まで走り抜けた。

「あ……、ふぅ、ぅ……っ」

　痛みにも似たそれを宥なだめるようにやさしく撫でられると、快感の道すじを知った体が、今度はむず痒がゆい愉ゆ悦えつを陰いん茎けいに直結させる。

　腰を揺り動かしたいのに、脚あしが跳はね上がりそうなのに、重だるい体はそれすら許してくれない。

　逃のがし方のわからない快感が苦しくなってきて、つっと涙が鼻筋を伝った。

　誰だれとも肌を触れ合わせたことがない。他者から与あたえられる快感は自じ慰いよりずっと強きよう烈れつで、理性が流されてしまいそうになるのが怖こわい。

　嫌いやなのに、こんなのおかしいのに、心を裏切る体への戸と惑まどいが郁己を苦しめる。

「も……、や……、やだ……」

　白毫はぴくりと動きを止めると、涙で濡れる郁己の顔を眺ながめる。

　執拗な愛撫から解放された乳首は見たことがないほど真っ赤に膨ふくれて濡れそぼち、触れられていないもう片方の乳首との対比で、卑ひ猥わいすぎて目眩めまいがした。自分の体をこんなふうにされてしまうなんて。

　それなのに、刺激がなくなったそこがもの足りなさに震える。そんな自分の反応に慄おののいた。

　白毫はやさしく涙を舌ですくい取る。

「ここを舐められるのは、もう嫌か？」

　一いつ瞬しゆん、郁己の気持ちを汲くんでくれたのかと期待した。だが間近で見た白毫の黒い瞳は、やはり欲よく情じように濡れている。

「なら、もっとよくしてやる」

　郁己は絶望に唇くちびるを震わせた。

　白毫がゆっくりと体を下へ移動していく。もう乳首には触れず、鼻先は郁己の下腹部の匂いを嗅ぎまわる。

　郁己の男根がすでに張りつめていることを、乾かわいた唇でキスされて意識させられた。そんな馬ば鹿かな！

「だめ……、そこ……」

　だめだ、だめだ、そこは！　それをされたら、もうもとの関係に戻もどれなくなってしまう。ただの飼い主と犬でいられなくなる！

　郁己の哀あい願がんも虚むなしく、透とう明めいな露つゆを垂れ流す肉にく茎けいをべろりと舐められて悲鳴を上げた。

「やあっ……！」

　震える指先がシーツをこすって皺しわを作り、揺れた膝が郁己に覆おおいかぶさる白毫の腹にぶつかる。

　脚に当たった熱く硬かたいものが白毫の猛たけった雄おす茎ぐきであると気づき、恐怖が体中を満たした。

　人間の体液が蜜みつの味であると言っていた次郎丸の言葉を証明するように、白毫は夢中で郁己の肉棒をしゃぶっている。

「やっ、あん……、ああ、や……っ、め、だ……め、やあぁ───……！」

　のどが引き攣れる。出にくい声が、それでも反射的に口をついて迸ほとばしった。

　激しく貪られる口こう淫いんの鮮せん烈れつさに、頭の中が真っ白にスパークする。

　くちゅるっ、じゅるっ、ぺちゃ……っ、という水音に、興奮した白毫の低いうなり声が混じって、郁己を耳からも犯おかしていく。

　亀き頭とうの切れ目から溢れる蜜を余さず啜ろうとばかりに舌をねじ込まれ、あまりに強暴な快感が脳天まで貫つらぬいた。

「いっ……、ひ、あぁ──……っ、も、や、やめ……、いぃいぃぃぃ────ッ！」

　跳ねることもできない体の内側で白い衝しよう動どうが暴れ回る。

　大きな口で屹きつ立りつ全体を吞のみこまれ、きつく吸い上げられると絶頂感に溺おぼれた。

　達いきたい、達きたい！

　なにもかも忘れて、温かな口中へ放ってしまいたい！

　もう、零こぼれ落ちる涙が嫌けん悪おと悲しみだけではなくなっている。崩くずれかけた思考を手放してしまえという誘ゆう惑わくが下半身から湧き上がる。

　だめなのに。こんなの、人間として、飼い主として許されないのに！　どんな姿をしていても、白毫はシロなのだ！

　ぎりぎりで保っている矜きよう持じが、快感を押しつけられるたびにがりがりと音を立てて削けずり取られていく。

　白毫の歯が郁己の肉茎を甘あま嚙がみし、裏筋を引っかきながら上下に扱しごかれた瞬しゆん間かん、理性が吹ふっ飛んだ。

「いぁ……、も、い……、いく……ッ！」

　否いや応おうなく駆かけ上がらされる快感の高みから、あと一歩で解放されるというところで口を離はなされた。

「やあ……っ、なん……、なんでっ……？」

　大きく目を見開いて、喪そう失しつ感かんに涙を溢れさせた。行き場を失った射精感が、臍へその下まで反り返った性器をびくんびくんと揺ゆらす。

　ほんの数秒、口を離すのが遅おそかったら達いけたのに。

　精を吐はき出してしまいたくて、苦しくて嗚お咽えつした。もうなんでもいいから、早く楽にしてほしい。

「う……、うっ、ひ、ぃ、っく……」

　白毫はもどかしさに泣く郁己を宥めるように臍にキスを落とし、郁己をごろりと転がしてほとんどうつぶせにする。

「もう少し我慢してくれ。一緒に達きたい」

　さらに上になった方の郁己の膝ひざを持ち上げ、脚をくの字に曲げさせた。

　郁己は横向き加減にうつぶせた状態で片かた膝ひざを腹近くに引き寄せ、下から覗のぞけば無防備に蕾つぼみを晒さらした心こころ許もとない格好にされている。

　その意味がわからないほど頭が曇くもっていたわけではなかった。脳みそが冷たいもので切り裂さかれるように、これからされることがはっきりわかって青あお褪ざめる。

「や……、い、や……」

　白毫が尻しりの狭はざ間まに鼻を挿さし入れ、口を開きやすい形になった後こう蕾らいをぺちゃぺちゃと濡ぬらしていく。

　長い舌が力の入らぬ穿せん孔こうをこじ開け、内ない奥おうまで潤うるおさんと唾だ液えきを送り込んできた。

　嫌なのに、繊せん細さいな襞ひだを一本一本広げて丁てい寧ねいに舐めほぐされる感触に、昂たかぶりきった体は簡単に蕩とろけてしまう。

「は……、ああ……、あ、つ……、い……」

　解放を求めてむずむずする陰茎をこすりつけて達してしまいたいのに、叶かなわなくてむせび泣く。

「郁己の匂においがする……、郁己……、郁己……、愛している……」

　淫みだらな収縮を始めた肉襞は、白毫の舌を引き入れたがってやわらかく綻ほころんだ。心得たように潜もぐり込んできた濡れた肉が、郁己の内側をぐるりと舐なめ回す。

「やはっ…！　あ、あああ……っ」

　白い臀でん部ぶが揺れる。

　白毫は堪たまらなくなったように口を離し、郁己を跨またいでのっそりと覆いかぶさってきた。

　見なければいいのに、視線は勝手に腿ももに当たる白毫の勃ぼつ起きを確かく認にんしてしまう。

「ひ……！」

　髪かみ色と同じく真っ白な陰いん毛もうの間からにゅっと伸のびる、赤い肉色の器官が妙みように生々しい。

　たくましく傘かさが張ったその形は郁己のものと変わりないけれど、その長さと太さは二回りほども違ちがう。

「そ……なの、む、り……」

　蕾にぴたりと添そえられたとき、郁己の中でなにかが崩れ落ちていく気がした。

　涙なみだでぼやけた視界に、壁かべのポスターが映る。

　机についた傷や、誕生日に買ってもらったゲーム機。本ほん棚だなに並ぶ、子どもの頃ころから連れん載さいを追いかけている漫まん画が本ぼん。

　シロと過ごした時間で作り上げてきたもの。

　ずっと大事な家族だと思ってきた。なのにどうしてこんなひどいこと。

　互たがいの関係を壊こわすなら、せめて知らない場所にして欲しかった。

　子どもの頃から一いつ緒しよに過ごしたこの部屋でと思うと、胸を裂かれるような罪悪感と背徳感に苛さいなまれた。

　やめて。この部屋を、想おもい出を汚けがさないで。ここでおれを辱はずかしめないで。自分の中のシロを失いたくない。

　こんなことならいっそ犬人間に輪りん姦かんされて、精を吐き出す道具として飼われた方がどれだけよかったか！

「愛している、郁己」

　ズッ、と切っ先が襞を割り開いたとき、心を真っ黒に塗ぬりつぶされたように感じて目を閉じた。

「あ……、う……」

　膨れた亀頭に狭せまい肉にく筒づつを押し広げられる苦痛は、こんな関係への罰ばつを与えられているみたいだと思った。

　初めての体には目いっぱいで苦しくて、閉じたまつ毛の間から涙が溢あふれる。

　先端が腸ちよう壁へきの奥にごつりと当たったとき、白毫を受け入れさせられているのだと実感した。

「ああ……、郁己……、とうとう一つに……」

　白毫が愛いとしげに郁己の涙を舐め取る。シロとまったく同じ舐め方で。

　初めてその仕草を憎にくらしいと思った。

　そんなことで慰なぐさめているつもりなのか。郁己を痛めつけているのは自分のくせに。

　顔を振ふって拒きよ絶ぜつしたいけれど、動きの悪い体では自由が利きかず、ぎゅっと目を瞑つぶって意思を表すしかなかった。

　白毫がゆっくりと律動を開始する。

「う……、う……、あ……」

　零したくなくとも、勝手に声が漏もれた。

　引き抜ぬかれると内臓ごと一緒に引っ張り出されるようで、腰こしの力が抜ける。押し入れられると、襞を巻き込んだ粘ねん膜まくが異物を阻はばんで強い抵てい抗こうを感じた。

　ぴちゅ、にちゅ、という水音が結合部から立って、獣けものの臭しゆう気きが強くなる。

　粘膜が熱くじくじくと潤うるんで、こすられるたび燃えるような痛みに混じって確実に官能が立ち上った。

「ふ……、う、や……、あ、なん、か……」

　ぬるぬるとしたものが、肉にく環わのすき間から溢れ出てくる。

　硬い雄おす肉にくに糸を引きながら粘ねん液えきが絡からみつく。

「あ……、あ……」

　狭きよう道どうが極きよく端たんにびしょびしょに濡らされる感覚。

　白毫の腰こし遣づかいが激しくなる。

　ぶじゅるっ、ぶじゅるっ、と水みず鉄でつ砲ぽうでも押し入れられているように、抽ちゆう挿そうに合わせて郁己の肉にく孔あなから生温かい体液が飛び散った。

「なに、これ……っ」

　大量の液体が漏れ出る感かん触しよくにぶるっと体を震ふるわせた。

　過去に調べた犬の交こう尾びの特とく徴ちようが脳のう裏りをよぎる。

　犬は性交の際に挿そう入にゆうの瞬間から何度も射精するという。何十分も繫つながり続けて、透とう明めいと白はく濁だくの混じった雄おす汁じるを吐き出して種つけするのである。

　もしや、人型であっても犬の交尾と同じ射精量なのかもしれない。郁己を襲おそった犬人間たちが一物をこすりながら、床ゆかに垂れ零こぼしていた小便のような先走りが思い出された。

　体の中に射精されていると思うと、絶望で目の前が真っ暗になった。

　自分は雌めす犬にされたのだ！

　ぬめりの力を借りて、さらに白毫の動きが大きくなる。腰をグラインドしながら突つき上げられると、突とつ然ぜん目も眩くらむような快感が湧わき上がった。

「あああっ……、ああ……っ、そ、こ……、やあ───……っ！」

　白毫が腰をくねらせるたび、前まえ壁かべに当たって気が狂くるいそうな快感が突き刺ささる。

「ここか、郁己。ここが好きか？」

　激しい尿によう意いにも似た射精感が急速に盛り上がった。

　陰いん茎けいのつけ根の内側が膨ふくれ上がっている気がする。そこを硬かたい肉棒で往復されると、悲鳴を上げる唇くちびるから蜜みつを垂らすほどよがり狂った。

「シ……、シロ、シロ……ッ、い、いじめ、ない、でっ……、ああ────っ！」

　シロの名を呼んだ瞬しゆん間かん、郁己の中の剛ごう棒ぼうがより猛たけり立った。

　まさに犬の交尾のようにめちゃくちゃに穿うがたれる。

　粘膜が痺しびれて、体中の弱い部分がそこに集中してしまったようだ。

「やめっ、やめ、て……っ、や、い……、ひぃぃぃ──……！」

　自分がどんな声で叫さけんでいるかもわからない。

　奥をこねられるたび、熱い快感の塊かたまりが精路を駆かけ上がる。

　シーツにこすれている郁己の雄ゆう芯しんの先せん端たんから、動きに合わせてぷしゃっぷしゃっと白濁が噴ふき出すのが見えた。

「……って、る……、でて……る、から……、やめ……っ、シロ……！」

　獣の息いき遣づかいで興奮しきった白毫が、のどを鳴らしながら郁己の耳をしゃぶり、情じよう欲よくを持て余して首筋に牙きばを立てる。

　肉に食い込む痛みにさらに快感を煽あおられた。

「シロッ、シ……、あああ、あふ、シロ……っ」

「郁己……、郁己……っ、ああ、好きだ郁己……、気持ちいい、愛してる郁己……！」

　抉えぐられる肉の環から、かき混ぜられて白く泡あわ立だった精液がぐじゅぐじゅと溢れている。横になった臀部を伝って、郁己の下半身をいやらしい色で染めた。

「ああ、あつ……、あつい……、よぅ……っ」

　もう意識が飛びかけている。

　頭の中が快楽で埋うめ尽つくされ、立ち込める獣の臭においに陶とう酔すいした。自分も獣になってしまったみたいだ。

　唐とう突とつに白毫の動きが止まる。

「くっ……」

　白毫がびくびくと身を震わせた。とたん、奔ほん流りゆうのような熱が腸ちようの奥まで流れ込んでくる。

「ひっ……い、あついっ……！」

　腰の中に湯をぶちまけられたような感触に身み悶もだえた。

　ずるりと白毫の肉にく茎けいが抜けたあとは、すでに感覚のなくなった肉にく襞ひだから、壊れた蛇じや口ぐちのように白みがかった体液が迸ほとばしり出た。

　まるで尻しりから失禁してしまったような、淫らな羞しゆう恥ちに打ち震える。痺れきった後こう孔こうから熱い残ざん滓しが零こぼれるのを止められない。

　体に残る恍こう惚こつの余よ韻いんにぶるっと背をわななかせたとき。

「失礼いたしますぞ」

　足もとの方からしわがれた声が聞こえ、体を硬こう直ちよくさせた。

　目だけでおそるおそる確かく認にんすると、破天が郁己の双そう丘きゆうに手を添そえたところだった。背後に太郎丸と次郎丸も控ひかえている。

「な……に……？」

　驚きよう愕がくで声がかすれる。

　破天の指が郁己の尻肉を両側に広げ、たった今凌りよ辱うじよくされたばかりの孔あなを晒さらした。中からさらにどろりと精液が溢れ出る。

「やだ……っ」

　見ないで！

　三組の目に無残な姦かん淫いんの証あかしを覗のぞきこまれ、恥ち辱じよくで脳が沸ふつ騰とうする。

　太郎丸と次郎丸がごくりとのどを鳴らす音が聞こえた。

「ふむ。いいでしょう。契ちぎりは交かわされたと確認いたしました。では残り二夜、睦むつまじく過ごされますように。それが済めば晴れて夫ふう婦ふと認めましょうぞ」

　羞恥のあまり、なにを言われているのかわからない。

　三人が出て行くと、白毫が放心する郁己の頰ほおに口づけた。長い白はく髪はつがさらりと郁己の肩かたをくすぐる。

「郁己……、おまえと一つになれて嬉うれしい。素す晴ばらしかった。愛してる」

　うっとりとした口調に鳥とり肌はだが立った。

　噓うそつき。体の自由を奪うばって無理やり手て籠ごめにしたくせに。愛してるなんて空々しい。

　瞬しゆん時じに怒いかりの炎ほのおが爆ばく発はつする。

「さわんないでっ！」

　力いっぱい白毫を突き飛ばしたつもりだが、薬で弱っている上にもともと力強い男の体はびくともしない。

　代わりに郁己の体たい奥おうを貫つらぬくような痛みが走り、顔を歪ゆがめた。性交で負担がかかった体がひどく軋きしんでいる。

「い……つぅ……」

　ベッドに伏ふした郁己に、白毫が困ったように声をかける。

「怒おこっているのか郁己。痛くしたか？　俺は下手だったか？　よくなかったか？」

　内容にぞくっとした。

　白毫には郁己の怒りの理由がわかっていない？

「痛いようなら明日はもっとやさしくしよう。俺も興奮して加減ができていなかったかもしれない」

　郁己の腹の底に戸と惑まどいと恐きよう怖ふがふつふつと湧わいてくる。

　こんな人知らない。おれのシロをどこへやったんだ。

「それとも破天たちに番つがった証を見せたことを怒っているのか？　すまない、夫婦と認められるためにどうしても必要な工程だ。初めての晩だけだから、怒りを鎮しずめてくれ」

「そ、なこと……、言ってんじゃ、ない……」

　白毫はそっと郁己の腰こしを撫なでた。

「ではやはり犬の姿で番わなかったことに腹を立てているんだな。おまえがそこまでシロを……俺を想おもってくれて嬉しい。婚こん姻いんの儀ぎはあと二夜残っている。では明日と明後日あさつては犬となっておまえと番おう」

　違ちがう……。違うのに。

　言葉だけが通じていても、心が通じ合わない。

　決定的に意思がすれ違っていて、なんと言っていいかわからなくなった。

　白毫は言葉を失った郁己の手のひらを拡ひろげ、自分の頰を包むように押し当てて上から手で押さえた。郁己が白毫の頰を撫でているような形に持っていかれ、嫌いやで手を引こうとしたが白毫の手は弛ゆるまない。

　重なった手がじっとりと汗あせばんだ。

「郁己は俺とずっと一いつ緒しよにいようといつも言ってくれていたな。大好きだと約束のキスもくれた。俺も愛している。郁己も俺と一緒になれて嬉しいだろう？」

　白毫が愛いとしげに郁己を見つめている。

　郁己が自分を愛していると信じて疑わない光が、白毫の瞳ひとみの中にあった。

　愛している。

　郁己だってシロを愛しているかと聞かれたら、躊躇ためらいなく頷うなずく。その言葉に違いはないけれど、二人の持つ意味はこんなにも違う。

　体が震ふるえる。

　白毫には……いや、シロにはわからないのだ。犬だから。

　親友と呼べるほどの存在はいなかったとはいえ、郁己の周りには教師や近所の人、クラスメートもいた。けれどシロには祖母と郁己しかいなかった。犬の友達もいなかったシロは、祖母が亡なくなってからは郁己しか見ていなかったのだ。

　郁己に世話をされ、郁己とともに寝しん食しよくし、郁己の帰りだけを待つ生活。彼にとっては唯ゆい一いつ神にも近い存在。

　家族愛も友情も恋れん情じようも全部ひっくるめて郁己に向かうのは道理なのかもしれない。それだけ彼の世界を狭せばめてしまったのは、他ほかならぬ郁己だ。

　けれど、どうして彼がただの犬ではなかったと郁己にわかる？

「愛している郁己。もう離はなさない。これからはいつでも二人で遊べる。会えなかった間の分もたくさん遊ぼう。ずっと一緒に暮らそうな」

　郁己を抱だきしめ頰をすり寄せる白毫の手を、今は振ふり払はらえなかった。
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　背後から郁己を抱きかかえたまま髪かみに顔を埋うずめて眠ねむる白毫の腕うでの中で、郁己は一いつ睡すいもできなかった。

　朝になって白毫が部屋を去ると、湯ゆ殿どので次郎丸に体を流された。

「朝食を摂とられていらっしゃいませんでしたね、郁己さま。なにかお召めし上がりにならないと体が持ちませんよ」

　郁己は唇くちびるを引き結んで空を見つめた。

　強ごう引いんに体を奪った白毫へ腹を立てたかと思うと、郁己のところへ帰りたいと言い張ったというシロへの同情が湧き、シロの世界を狭めてしまった自分への悔かい恨こんに落ち込んだかと思うと、こんなことになった悲しみに押しつぶされそうになる。

　一晩中、そんな感情が交代でやってきては郁己を苛さいなんだ。

　外が明るくなった今は、白毫への怒りが再燃している。

　白毫がいなくなるなり逃にげ出そうと部屋を飛び出した郁己は、待機していた不ふ寝しん番ばんにすぐに取り押さえられた。どうやら部屋の外には常に見張りがついているらしい。

　仕方なく、今の郁己にできるいちばん簡単な抵てい抗こう法を取る──ハンガーストライキである。

　どっちにしても食しよく欲よくなど湧かなかった。

「三夜は夫婦の契りを交わさねばなりません。お体が辛つらいようであれば、その後は少し休ませていただけるようお申し出になるとよろしいかと。王は郁己さまを愛しておられます。労いたわってくださるでしょう」

　なにが労わってくださるだ。

　吐はき捨てたい衝しよう動どうに駆かられた。昨夜次郎丸に姦淫の跡あとを見られた羞恥は、怒りの前に霞かすんでしまった。

　頑がん固こに湯殿を拒きよ絶ぜつした郁己に次郎丸は、縄なわで縛しばり上げてでも婚こん儀ぎは遂すい行こうされねばならないと言ってきた。

　脅おどしでなく彼らはやるだろう。郁己の意思など関係なく、白毫に宛あてがうために。

　また薬なり縄なりで自由を奪われて性具のように突つき立てられるくらいなら、自分で動けた方がまだいい。

　返事もせずに不服そうな顔をする郁己に、次郎丸はため息をついた。

「王の寵ちようを受けるのは栄えい誉よなこと。ましてや伴はん侶りよにと望まれているのに、なにがご不満です」

　なぜ自分がありがたがらねばならない！

　キッと次郎丸を睨にらみつけた。

「おれはあなたたちとは違います。あの人を王とも思ってなければ、敬う気持ちもありません」

　口を慎つつしめと怒るかと思った次郎丸はしかし、ぽつりとつぶやいた。

「まったくお気の毒に思わないわけではありません」

　郁己は胡う乱ろんな目を次郎丸に向ける。

「郁己さまにも、もとの世界に大切な存在もありましょう。知らない場所に来て不安も大きいと存じます」

　次郎丸があまりにも真っ当なことを言うので、逆にびっくりした。

「ですが我らにも国を束ねる王が必要なのです。我らにも民たみがおります。白毫さまが王位につくことと引き換かえに出した条件は一つ。郁己さまをこちらにお連れし、伴侶とすることだけでした」

　郁己は目を丸くする。

「うそ……」

　自分と白毫の王位継けい承しようの間にそんな関係があったなんて。

　では自分は本当に、飼い主でも玩具おもちやでもなく伴侶として連れて来られたのだ。ますます彼らが郁己を逃がすわけがない。

「最初の半年ほどは、白毫さまは手に負えない状態でした。子どものように泣き叫さけび、郁己さまを探して国中を駆けまわり、そのたびに我らが連れ戻もどし閉じ込めました。ろくに食事も摂らず瘦やせこけながら、それでも郁己さまの名前しか呼びませんでした」

　暗い部屋の中で、ガリガリに瘦せて目ばかり光らせたシロの姿を思い浮うかべる。

　────郁己、郁己、郁己、郁己……！

　可哀かわい想そうに、どれだけ泣いただろう。郁己を探して走り回っただろう。

　想像だけで胸がきりきりと痛む。

　今すぐその場に行けたら、おれはここだよと抱きしめてあげるのに。

「とうとう根負けした大臣たちは、条件を出したのです。白毫さまが知識を身につけ鍛たん錬れんし、王位を継つぐならば郁己さまをこちらにお迎むかえすると約束しました」

　要するに、郁己を餌えさにしたのだ。なぜ失しつ踪そうから三年も経たってと思っていたが、それは白毫が王として認められるまで努力した時間だったのである。

　大臣たちに怒いかりが湧いたが、それよりも白毫の一いち途ずさに胸を打たれた。

「本来なら王の伴侶が人間で、しかも男だなどと認められるものではありません。しかしそれ以外に白毫さまを動かせるものはなかったのです」

　なにも言えず手もとを見た。

　白毫となったシロの三年間を想おもうと、叫びたいほどの衝動に駆られる。

　そんなにおれが好きなのか、と。

　次郎丸は郁己の隣となりに片かた膝ひざをつき、頭を下げる。

「人間界における人と犬の関係がどのようなものかは存じております。郁己さまにとって不本意であろうことは重々承知。その上でお願い申し上げます。なにとぞ、我らが白毫王の愛をお受けください」

　丁てい寧ねいに懇こん願がんされても、要は郁己にすべてを我が慢まんしろと言っているのだ。人と犬の関係を知った上でなお、白毫を繫つなぎとめるための生いけ贄にえになれと。

「どうか逃げようなどとは考えないでください。ひとたび外に出れば身の安全は保障できません。あなたさまを奪うばい合って殺し合いが行われる可能性もございます。生きる宝であるとお考えくださいますよう」

　心が重く沈しずむ。

　もとの世界にはどうやっても帰れないのだろうか。

「宝……なんて。次郎丸さんだって、おれのこと軽けい蔑べつしてるような態度するくせに、勝手なこと言わないでください」

　次郎丸は「敬けい称しようは結構です」と律りち義ぎに注意してから、話を続けた。

「こちらの世界でお過ごしいただく以上、お伝えしておきましょう。こちらの民は人間嫌ぎらいが圧あつ倒とう的に多い。人間界で、我らの同族である犬がどのように扱あつかわれているか知っているからです。低い立場と一方的に求められる忠誠心、躾しつけと称しようして自分たちに都合のよい、ペットという名の従順な奴ど隷れいを作り出すための虐ぎやく待たい。都合が悪くなればすぐに処分する」

　言われて、心臓が冷たく凍こおりつく気がした。

　もし彼らが他の国の人間であると捉とらえれば、繁はん殖しよくも売買も含ふくめて、確かに自分たちは愛あい玩がん奴ど隷れいを作っているだけなのかもしれない。

「外を歩けば、体液を搾しぼり取るためだけでなく、人間憎にくしの輩やからに乱暴されないとも限りません。わたしも人間が大嫌いです。本当は王の伴侶が人間だなどと、寒気がします」

　面と向かって敵意をぶつけられることに慣れていない郁己は、激しく動どう揺ようする。同時に昨日からの次郎丸の冷たい態度に得心した。

「それでも王の望みとあらば、わたしはこうしてあなたさまに頭を下げてお願いすることも厭いといません。あなたさまがご自分を人ひと身み御ご供くうと思われるなら、それで結構です。どう言葉を繕つくろったところで、あなたさまのお気持ちを汲くむことはできませんから。郁己さまを犠ぎ牲せいにしても、我らは白毫さまにこの国を統治していただきたいのです」

　どこまでも冷静な従者としての言に、驚おどろきを通り越こしてだんだん怒りがこみ上げてくる。

　郁己にとっては理り不ふ尽じん極きわまりない。

「そんなことまでおれに話しちゃっていいんですか？　自分のことを嫌ってる人に世話されるのを、おれが嫌いやがるとは思わないんですか？」

　次郎丸は暗い笑えみを浮かべた。

「わたしがお気に召さなければどうぞ王にご進言ください。郁己さまのご気分を損そこねた咎とがで簡単に首を刎はねられるでしょう。わたしの代わりなどいくらでもおります。しかし郁己さまの代わりはいないのです。ご自分がそれだけの力をお持ちで、そういう存在なのだとご自覚くださいませ」

　江え戸ど時代の将軍とか絶対王政とかいう単語が頭をめぐる。主君が絶対で、主君の愛人も絶対的な存在。この国で王の寵を受けるとはそういうことなのだ。

　でもそんなこと、自分は望んでいない。

　ただ、シロを連れてもとの世界に帰ること。それだけが望みなのに──。










　暗い気持ちで湯ゆ殿どのを出ると、次郎丸は郁己を庭へ連れ出した。

　このまま部屋に戻るより、少し外の空気でも吸わせた方がいいと思ったのだろう。

　足の痛みはかなり引いている。ゆっくり歩けば痛むほどでもない。

　やわらかな日差しが降り注ぎ、どこからか甘い花の香かおりが流れてきて、次郎丸との会話もない散歩もあまり気づまりでもなかった。

　清せい涼りような風に吹ふかれると少しだけ心が軽くなった。自然の力というのはすごい。

　庭にあつらえられた四阿あずまやにたどり着いたとき、先客がいることに気づいた。

　艶あでやかな赤い着物に身を包んだ、十歳ほどの少女である。

「櫻さく子らこさま」

　次郎丸が呼びかけると、少女は晴れやかな笑みを浮かべた。

「次郎丸！　まあ、じゃあそちらが兄さまのお嫁よめさまなのね」

　少女は立ち上がると、好こう奇き心しんいっぱいの顔で郁己の前に小走りに寄ってきた。少女の後から、まだ成犬には少し遠い真っ白な犬が二匹ひき、転がるように一いつ緒しよについてくる。ぽわぽわの毛の塊かたまりみたいだ。

「はじめまして。郁己さま、でよかったかしら。あたしは櫻子。白毫兄さまの妹よ、よろしくね」　>>>♥

　血統のよい白い仔こ犬いぬを連想させる、白い髪かみの愛らしい顔立ちをした少女だった。小さな三角耳までふわふわで、思わず触さわってみたくなる。

　お嫁さまと言われると抵てい抗こうがあるが、相手が名乗っているのに名乗り返さないなんて失礼なことはできない。

「……郁己です、よろしく」

　次郎丸が櫻子の背後にいる犬二匹に厳しい声を向ける。

「三さぶ郎ろう丸まる、四し郎ろう丸まる。郁己さまの御おん前まえであるぞ。立て」

　犬たちは顔を見合わせると、たちどころに少年の姿になった。十代前半くらいに見える。

　次郎丸によく似た少年たちは、名前からいって弟だろう。

「なぜここにいる。婚こん姻いんの儀ぎが済むまではこの庭に立ち入ってはならぬと言ってあるだろう」

　三郎丸と四郎丸は、次郎丸に叱しかられて顎あごを引いてうなだれる。

　犬耳がぺたりと垂れ落ちた。うるうるの黒い瞳ひとみで、ふさふさの白い尻尾しつぽを丸めて不安げに左右に揺ゆらしている。

　叱られているときに不ふ謹きん慎しんだが、元来犬好きの郁己は「かわいい」と思ってしまった。

　頭を撫なでたくて手がむずむずする。

「あたしがお願いしたのよ。怒おこらないで次郎丸。もしかしたら兄さまのお嫁さまに会えるかもしれないって思って」

　櫻子は三郎丸と四郎丸の首に両りよう腕うでを回して自分に抱だき寄せた。自分より年上の少年にそんなことをしてしまう辺り、少々お転てん婆ばな女の子なのかもしれない。

「櫻子さまとはいえ、郁己さまにご不安を与あたえてはなりません。どうぞお引き取りを」

「え、おれ嫌いやじゃないですよ」

　次郎丸は厳しい目で郁己を見て、たしなめるように「郁己さま」と言った。

　櫻子の周りの空気はきらきら輝かがやいているようで、犬界に来て初めてホッとできる人物に出会った気がする。

「小さい子と遊ぶの嫌いじゃないし」

「いやだわ、小さい子扱いしないで。あたしもう十一歳なんだから」

　ぷん、とわざとらしく頰ほおを膨ふくらませて顎をあげた櫻子が可愛くて、笑みが浮かんだ。

「ごめんごめん、どうしたら許してくれるかな」

　明らかに怒ったフリだけの櫻子に合わせて許しを乞こうと、先ほどからうずうずと口もとを弛ゆるませていた櫻子は元気よく言った。

「じゃあ人間界のこと聞かせて！」

「いいよ、どんなこと聞きたい？」

「えーっとねえ」

　次郎丸が郁己と櫻子の間に割って入る。

「郁己さま」

「おれだってあんな部屋にいるの息苦しいです。おれのこと嫌いな次郎丸さんと顔をつき合わせてるより、櫻子ちゃんとしゃべりたいです」

　郁己にしてはかなり辛しん辣らつに嫌みを言ったつもりだが、こんな捕ほ虜りよみたいな生活を強しいられているのだ。これくらいは許されるだろう。

　それに、自分に好意的な眼まな差ざしを向けてくれているらしい櫻子と、もう少し一緒にいたいのも本当だ。

　次郎丸は眉み間けんに皺しわを寄せながらも、

「わたしに敬称は不要です」

　と律義に言った。

「あ、櫻子ちゃんのことも、おれ櫻子さまって呼んだ方がいいのかな」

　櫻子は嬉うれしそうに笑って首を振ふった。

「ううん、ちゃんがいいわ。町まち娘むすめみたいで楽しい。いっぺんそう呼ばれてみたかったの」

　鈴すずを転がすような声で笑う櫻子は、体が弱いと聞いていたがとても元気に見えた。

　二人で並んで四阿の椅い子すに腰こしをかける。櫻子は思いつくまま、あれもこれもと話を聞きたがった。

　いちいち驚いたり感心したり喜んだりしてくれるので、郁己も楽しい。

　次郎丸たちは四阿の周囲に立って油断なく目を配り、座っておしゃべりに興じる二人の警護をしている。

　話題は自然に白毫と郁己のことに移っていった。

「あたし人間は怖こわいと思ってたのよ。でも兄さまから郁己さまがどんなにすてきでやさしいかって話を聞くたび、そうでもないのかしらと思うようになったの。だから郁己さまにお会いしてみたかった」

「うわ……、それは照れるっていうか……」

　どれだけ理想的に話されていたかと思うと、がっかりさせないかと不安になってしまう。

　けれど櫻子は変わらず好意的で安心した。

「兄さまに初めて会ったときびっくりしたわ。人間界に帰せって怒ってばっかりで、近づける人がいなくて大変だったのよ」

　なんとなく想像がつく。

　いきなりこの世界に連れて来られ、王だと言われてもシロだって困こん惑わくしただろう。さぞ怒って暴れただろうと思うと、可哀かわい想そうになる。

「兄さまは中身が子どもみたいなの。郁己郁己ってそればっかり繰くり返して、みんなに牙きばを剝むいて」

「あー……、ごめんね。こっちと違ちがって、あっちでは白毫はただの犬だったから、勉強とか人づきあいとかしたことなくて」

「そうよね、小さな子どもみたいだったもの。外見は大人だから、あたしもなんかちぐはぐな感じがして最初は話しにくかった」

　だよね、と思った。

「でも兄さま偉えらいわ。郁己さまをお迎むかえすると決めてから、すごく頑がん張ばったの。寝ねる間も惜おしんで勉強と鍛たん錬れんに励はげんで……恋こい人びとのために何年も努力できるなんて、愛の力ってすごいんだなって羨うらやましくなっちゃった。兄さま、自分がどれだけ郁己さまと愛し合っていたか、いつも熱心に語ってくださるのよ」

　きらきらした櫻子の目は、二人が恋人同士だったと信じて疑っていないようだ。ただの飼い主と犬でしたと言える雰ふん囲い気きではない。さすがにこの年ねん齢れいの少女の夢を打ち砕くだくのは郁己もどうかと思うので、不本意ながら否定はしないことにした。

　それにしても、白毫の中で自分たちが恋人同士であったというのは事実らしい。一緒に食事を摂とり、同じベッドで眠ねむり、テレビを見たり本を読んだりするときも片時も離はなれなかった。舌や鼻を舐なめるといったじゃれ合う行こう為いも、キスと言われれば否定もできない。その気でいたシロの目から見れば、自分は恋人だったのだろうと今ならわかる気がする。

　しかしこれ以上自分たちの話を聞くのは気き恥はずかしいので、無理やり話題を変えることにした。

「シ……、白毫って、王さまなんだよね。こっちではどんなことしてるの。急に王さまが現れて、国の人、戸と惑まどったりしてない？」

「ほとんどの民たみは大だい歓かん迎げいよ。父さまがお亡なくなりになったあと、兄さまが見つかるまでは太郎丸が間を繫つないでたんだけど、やっぱり国中に不安定な空気が広がってしまって。太郎丸のせいじゃないのよ、王という絶対の存在がないと纏まとまらないってだけ」

　なぜ太郎丸がと思ったら、彼は先王の従兄弟いとこの息子むすこだという。

　ということは次郎丸も含ふくめ、傍ぼう系けいの王族は存在しているということである。それでも直系は強い存在なのだろう。

「王は戦いくさになったら軍を率いて戦わなきゃいけないわね、父さまみたいに。今は国が安定してるから、兄さまは主に民の生活を豊かにする方面に力を入れてるの。海の向こうの異国とも取引をしてるのよ。他ほかの国は異国人には及および腰ごしだから、ほとんど兄さまの独どく壇だん場じようよ。この国には珍めずらしいものがたくさん入ってきて近ちか頃ごろはとても潤うるおってるわ」

「へえ……」

　意外にしっかり仕事をしているらしいので感心した。

　人間界にいた白毫にしてみれば、外国人は珍しい存在ではないだろう。散歩の途と中ちゆうにいつも会う外国人一家もいた。

　シロが人間並みの知能を持っていたと考えれば、郁己と一いつ緒しよに見ていたテレビからかなりの知識を仕入れていたと思う。ニュースや経済番組など、役に立つ情報が多かったはずだ。

　自分と過ごした時間が少しだけ肯こう定ていされたようで、なんとなく嬉しい気持ちになった。

　櫻子の口から聞く白毫は民に慕したわれているようだ。しかし身内のひいき目もあるかも知れない。自分だったら、長い間不在だった王をそこまで歓かん迎げいできるだろうか。相応の人物ならともかく。

　郁己の気持ちを敏びん感かんに感じ取ったのか、櫻子がチラと郁己を見上げた。

「あら、お疑い？　そうだわ、槍やり稽げい古こを見に行きません？　兄さまとってもお強いの。今日は中庭で稽古していらっしゃるはずよ」

　槍稽古と聞いて興味を引かれた。自分が槍を持ったことがないから、どんなものか見てみたい。

「いいでしょう、次郎丸？　気づかれないように陰かげからちょっと見るだけ」

　櫻子が両手を合わせて可愛かわいらしくねだると、次郎丸は仕方ないといったふうにため息をついた。この小さな姫ひめ君ぎみには、次郎丸も弱いらしい。

　人間臭くさい一面を見られて、郁己の中で次郎丸への好感度が上がった。

　次郎丸についてぐるりと城の壁かべに沿って回っていくと、中庭から大きな声が聞こえる。

　櫻子と一緒に、風下の建物の陰からこっそり白毫を盗ぬすみ見た。

　防具をつけた兵士たちに囲まれた白毫は上半身を晒さらしており、手には長なが槍やりを持っている。巌いわおのような胸筋が汗あせで濡ぬれ光っていた。

「突つきが軽い！　それでは戦が起こったら足手まといになるぞ！　平和なときこそ油断をするな、もっと足あし腰こしを鍛錬しろ！　つぎ！」

　若い兵士が、大きな声で気合を入れながら槍を持って白毫に突とつ進しんしていく。

　白毫は正面から突かれた槍を簡単に自分の槍で捌さばき、横よこ薙なぎにぐうんと風を切って兵士の横腹を打ちつけた。

　兵士は重さなどないように持ち上げられて地面に転がり落ちる。

「遅おそい！　相手が刀かたなならもっと素す早ばやくおまえの懐ふところに入ってくるぞ。その前に倒たおせ！」

　次々白毫に向かっていく兵士たちが軽々と倒されていく。圧あつ倒とう的な力を誇ほこる王に、兵士たちも陶とう酔すいしながら投げ飛ばされている。

　郁己も瞠どう目もくして白毫を見つめた。

　──なんて力強いんだろう！

　男なら誰だれでも憧あこがれる。兵士たちも少年のような目で白毫を見ている。

　少なくとも白毫は兵士たちには自分たちの王として認められ、尊敬されているようだ。

　白毫への怒いかりやもどかしさとは別に、シロがこの世界でうまくやれているかはやっぱり飼い主として心配だった。

「ね、兄さますてきでしょう。惚ほれ直しました？」

　櫻子の言葉に、口を開けて見み惚とれていた郁己は頰ほおを上気させた。

　うなずくことはできないが、純じゆん粋すいにすごいとは思う。

「櫻子さま、風が出て参りました。そろそろお部屋にお戻もどりください」

　次郎丸が声をかけ、櫻子は小さくうなずいた。

「そうね。では郁己さま、とても楽しゅうございました。また櫻子にお話聞かせてくださいませね」

　さすがに優ゆう雅がな動作でお辞じ儀ぎをした櫻子に、郁己も慌あわてて頭を下げる。

　三郎丸と四郎丸を伴ともなって櫻子が去ってしまうと、郁己ははふりと息をついた。

「郁己さまもそろそろ」

「はい」

　歩きながら、なにげなくさっき聞いたことを口に出す。

「次郎丸さんて、王族だったんですね」

　次郎丸は嫌いやなことを聞いたように美しい眉まゆを寄せた。

「敬けい称しようは不要です。わたしが王族の傍系であろうとなかろうと、直系でない以上関係ありません。兄も王位を望んだりする身の程ほど知らずなことは決して致いたしませんので、どうぞお忘れください」

「そんなつもりで言ったんじゃないです」

　次郎丸の忠誠心の中に血族という揺ゆるぎないものを見て、この世界に心から白毫の味方がいるんだなと、どこか安心した。










　音もなく襖ふすまが開き、昨夜と同じ白い夜着に身を包んだ白毫が寝しん所じよに入ってくる。

　郁己は緊きん張ちようで体を強こわばらせながら、寝所の隅すみに体を寄せて蹲うずくまっていた。白毫は郁己を見ると、大きな尻尾しつぽを振ふり立てて走り寄ってきた。

　そんな様は可愛くもあるが、これから始まることを考えると温かい目で見られない。

「郁己、郁己、会いたかった。たった半日が待ち遠しくて堪たまらなかったぞ」

　婚こん姻いんの儀ぎとして、契ちぎりを交かわした二人は朝まで同じ布ふ団とんで過ごし、夜明けとともに夫が褥しとねを去る。そして夜、ふたたびまみえるのだという。それを三回繰くり返し、夫ふう婦ふとなる。

　逃のがれようもなくそんな儀ぎ式しきに巻き込まれ、心底困こん惑わくしている。

　白毫がいかに自分を想おもっているかは、次郎丸や櫻子の口から聞いて嫌というほどわかった。けれどそれとこんな関係を受け入れられるかは別の話だ。

「あの寝所は気に入らなかったか。独り身のときと同じ部屋では、夫婦としての心構えが持てないか」

　見けん当とう違ちがいの見解をする白毫にまたも恐きよう怖ふが浮うかんでくる。

　郁己の部屋を模した寝所には戻りたくないと、別の場所を用意してもらった。

　どうせ力ずくでも抱だかれるのだろう。だったら知らない部屋がいい。あそこで抱かれるのは嫌だ。

「こんな端はじにいないで布団へおいで。今夜はうんと悦よろこばせてやる。今日はおまえのことばかり考えていた。さあ、朝まで番つがおう」

　郁己の耳の裏を指で撫なでられ、身が縮んだ。

「郁己？　どうした、まだ怒おこっているのか。昨日は次郎丸がおまえの緊張をほぐそうと、なにやら薬を飲ませたらしいな。知らずにいてすまなかった。叱しかっておいたから機き嫌げんを直せ。今夜はおまえも好きに俺を愛していいんだぞ」

　ふいと横を向いて視線から逃にげようとした。

　ほらおいでと手を引かれ、思わず振り払はらう。

「さわらないで……っ」

　白毫は傷ついたように眉を寄せる。郁己の視界に入るよう体を低くした。

「やっぱり犬の方がいいか」

　郁己の頰がカァッと熱くなる。

「ばか！　おれがシロを好きな意味は、あなたの好きと違ちがう。あくまで家族として、ペットして好きなんだ。恋れん愛あいじゃない」

　白毫は悲しげに眉を寄せた。

「嫌か。俺が怖こわいか。やっと……、やっと郁己と言葉を交わし、愛めでられる体を手に入れたのに、郁己はこの姿が嫌か」

　なにがいけないのかわからないと言わんばかりに狼ろう狽ばいした声を出す白毫に、やっぱり話は通じないのだと落らく胆たんした。

　白毫の中には、好きといったら一種類しかない。ペットとして好きという感情は理解できないのである。

「おれは、あなたなんか……」

　決定的な言葉を言う前に、ためらって間が開いた。

　口を開いたまま、喘あえぐように数度呼吸をする。

　白毫が傷つくとわかっている。どれだけ郁己を好きか、痛いほど知っているから。でもはっきり言わないとわからないのだ。

　だから──。

「……あなたなんか、嫌きらいだ」

　白毫が息を止めて郁己を見つめる。

　信じられないことを聞いたように目を丸くする白毫を見れば、罪悪感で胸が疼うずく。

　シロは郁己の愛情を疑っていない。郁己だってずっと愛情を注いできて、嫌ったことなど一度もない。

　でも白毫として求められる愛情を、郁己は返せないのだ。だから本心ではなくとも拒きよ絶ぜつのためにこんなひどいことを言わなければならない。

「郁己……、どうしてそんなに怒っている。理由を言ってほしい。俺に足りない部分があるなら直すよう努力する。郁己に嫌われたくない」

「あなたはどうせ言ったってわかんないじゃないか」

　白毫は唇くちびるを震ふるわせて押し黙だまったあと、ぽつりと言った。

「〝あなた〟は他た人にん行ぎよう儀ぎで嫌だ。おまえと呼んで欲しい」

　一見なんの関係もないような、そんな言葉の中に白毫の寂さびしさが見えて胸を衝つかれた。

　──おまえは賢かしこい、おまえはいい子だね。

　親しみを込めて、名前以外ではそう呼びかけていた。

　白毫が郁己をおまえと呼ぶのを少し尊大に思えていたけれど、郁己の口調を真似まねているのかもしれない。

　可愛かわいいシロ。いじらしくて健けな気げで、胸が詰つまる。

「この姿が気に入らないなら、おまえの前ではずっと犬でいる」

「違う！　犬となんてそれこそごめんだ。わかってよ、おれがシロに持ってる愛情はそういう種類のものじゃない！」

　懇こん願がんするように叫さけぶ。

　狂くるおしいほど郁己を求めてがむしゃらに努力しただろう白毫を想えば、拒絶するのは酷こくに思う。できることなら応じてやりたいとも。でも……、でも……！

　白毫の瞳ひとみの中にゆらりと情じよう炎えんの色が燃える。

「……それでも俺は郁己が欲しい。郁己を抱だきたい。……俺の番つがいになってもらう」

　郁己を抱き寄せた白毫が、強ごう引いんに唇を重ねようとする。

「いやだ！」

　めちゃくちゃにもがいて、腕うでの中で身を捩よじる。

　白毫の髪かみをつかみ、握にぎった拳こぶしで肩かたを、顔を殴なぐりつけた。けれど屈くつ強きような男の体は郁己の抵てい抗こうなどないも同然にびくともしない。

「俺が……、人間界でどんな想いを抱かかえて過ごしていたと思う！　愛していながら言葉一つ満足に伝えられず、世界が広がっていくおまえに焦しよう燥そうし、どんどん美しくなる郁己に寄ってくる人間の女たちにどれだけ苛いらついていたか！」

　シロは決して人間に嚙かみついたりはしなかったけれど、郁己が他ほかの人と仲良くしていると極きよく端たんに機嫌が悪くなった。

　特に女性に対してはひどく警けい戒かいした。郁己に好意を持っていそうな同級生の女子などには、低い唸うなりで相手を威い嚇かくすることもあったほどだ。

　可愛いペットのやきもちだと思っていたのに、そんな気持ちでいたなんて。

「郁己になんでもしてやりたいのに、俺は地に這はいつくばって可愛がられることしかできなかった。この屈くつ辱じよくがわかるか!?　おまえを手に入れるために、この国の王になることを引き受けたのだ。おまえを愛しているから、この姿を享きよう受じゆした。言葉を交わし、想いを伝え、愛を囁ささやけるなら俺は後こう悔かいしない！」

　自分への想いに圧あつ倒とうされて呆ぼう然ぜんとする郁己に、白毫は無理やり唇を重ねてくる。

　潜もぐり込んでくる舌がシロよりも肉厚なのがやたら性的に感じて怖くなって、思わず力いっぱい嚙みついた。

「……っ！」

　とたん、口中に血の味が広がる。

　唇が離はなれない。白毫の腕の中で硬こう直ちよくしたまま、目を見開いた。白毫も目を開いて、真っ黒の瞳で郁己を見つめていた。

「う……」

　白毫が唇を離してくれず、血混じりの唾だ液えきを飲みこんでしまう。

　罪悪感が胸に広がり、それ以上抵抗できなくなった。

「ん……、ふっ……」

　痛みなど意にも介かいさぬがごとく、白毫の舌が郁己の口こう腔こうを隅すみ々ずみまでなぞる。まるで血を塗ぬりつけられているようで、恐怖と申し訳なさに震えた。

　呼吸がままならず、脳に酸素が不足する。

　指先が白毫の着物をこすり、頭のうしろが重く痺しびれた。苦しくて涙なみだが滲にじむ。

「は……」

　やっと白毫が離れたときは、わななく唇同士の間に赤みがかった糸が引いた。

　郁己は唇を半開きにして呼吸を乱し、潤うるんだ瞳で白毫を見上げる。白毫の唇は、血と入り混じった唾液のせいで、薄うすく紅を引いたように赤く濡ぬれていた。

　壮そう絶ぜつとでも言いたいほどの色いろ香かにぞくりとする。自分の唇も同じ色になっているに違いない。白毫の目にどう映っているのか。

　白毫は強い力で郁己を床ゆかの上に引き倒たおした。

「あっ！」

　仰あお向むけに倒れ、たくましい腿ももで顔を挟はさむように顔面に騎き乗じようされる。

　なにをされたか疑問に思う隙すきもなく、気づけば白毫の男根を咥くわえさせられていた。

「……っ！　ぅ……、んん……っ？」

　目をほの昏ぐらく輝かがやかせ、白毫が郁己を見下ろしている。

　肩から上じよう腕わんを白毫の足に押さえられ、腕を動かすこともできない。

　パニックでなにも考えられなくなった。

「ん……っ、んん……、う───……っ！」

　嫌いやがって首を振ふりたくても、白毫が大きな手で郁己の頭を押さえていて敵かなわない。

「本気で嫌なら喰くいちぎれ」

　白毫の声はゾッとするほど低く、無む慈じ悲ひな色を帯びていた。

　信じられない。

　いくら白毫の姿であろうと、シロが郁己にこんな乱暴を働くなんて。

　郁己の口を犯おかす男根はすでに硬かたい芯しんを持っている。大きなえらを持つ亀き頭とうから伸のびる太く硬い肉にく茎けい。郁己の舌を押し下げ、呼吸を圧あつ迫ぱくする。

「ふ……」

　濃こい下生えが郁己の鼻をくすぐった。白毫の体たい臭しゆうが強く鼻先を刺し激げきして、強い雄おすの臭においに頭がくらくらする。

　白毫は己おのれの怒ど張ちようをさらに育てるように、茎の部分をゆっくりと手で扱しごく。そのたび郁己の口中のペニスが揺ゆれて、膨ふくれた亀頭がのどの奥を圧迫した。

「くふ……、うぅ……」

　息苦しさで涙を滲ませる郁己の頰ほおを、やさしいといっていい手つきで白毫が撫なでた。

「どうした、嚙まないのか。さっきみたいに中ちゆう途と半はん端ぱな嚙み方では放してやらぬ。喰いちぎるつもりで来い。本当に嫌なら俺を不能にしてでも拒絶しろ」

　できるわけがない。

　まだ血の味が舌にこびりついている。

　白毫はぬるついた先走りを郁己の口内に塗りつけるように、手で陰いん茎けいを動かして口蓋にすりつけた。

　粘ねばり気のある涙のような味が広がった。発情した雄の臭いがツンと鼻の奥に抜ぬける。

　口を犯されている──。

　想像したこともない事態に、頭が恐きよう慌こう状態に陥おちいっている。

「気が済むまで俺を殴ってくれて構わない。舌でもどこでも好きに嚙みちぎれ。俺はおまえを抱く。俺のものにする」

　白毫の手の動きが速くなる。

　郁己の口内の雄肉がますます硬さと太さを増した。

　おびただしい先走りが白毫の鈴すず口ぐちから溢あふれ、郁己の口に収まりきらないぶんが唇くちびると陰茎のすき間から溢れてだらだらと顎あごを汚よごした。

　郁己の苦痛など斟しん酌しやくなくのど奥を突つかれ、開いたのどに先走りの蜜みつが流れ込む。

「ぐぅ……、ぐふ、っ、がは……っ」

　飲みこみきる前にまたのどを広げられ、淫いん汁じゆうに溺おぼれた。

　視界が明めい滅めつし、自分を見下ろす白毫の表情もわからなくなる。

　ただ、痛いような、切ないような、それでいて怒いかりを含ふくんだような声が落ちてきた。

「もうおまえの飼い犬ではいられない。主従の枠わくを超こえて、俺は郁己が欲しい」

　熱い体液とともに、白毫の激情が流れ込んでくる。

　ひたすら郁己を求め、泣き叫んでいる。

　これが三年分の、いや、人間界で郁己のペットとして過ごしていたときからの白毫の想おもい。郁己の愛情が自分と同じ種類でないと否定され、深く傷ついたであろう白毫の心を思うと郁己の胸も痛い。

「俺からは手放してやれない、郁己……！」

　白毫が激しく腰こしを郁己の口に打ちつけた。受け止めきれないほどの情熱をぶつけられ、頭の芯が重く痺れる。

　体中が白毫の炎ほのおで焼かれて、白毫のことしか考えられなくなった。

　郁己を求めて求めて、すべてを喰らいたがる白毫の想いに吞のみこまれる。

「愛してる……、愛してる、郁己。捨てるくらいなら俺を殺せ……。できないなら、このまま俺のものになれ……！」

　白毫が吠ほえると同時に、口中に青あお臭くさい熱がどぷりと迸ほとばしった。

　放ほう尿にようかと思うほどのそれは、おそらく犬の射精と同じ量を吐はき出しているのだろう。ぶるりと口から抜き出された陰茎は、シャワーのように白はく濁だくをまき散らした。

　身動きもできないでいる郁己の体は簡単にひっくり返され、畳たたみの上に両りよう肘ひじと膝ひざをついた状態で腰だけを掲かかげられる。

　郁己の夜着の裾すそをめくり上げて、白毫が狭はざ間まに唇を寄せた。

　濡れた肉が花はな襞ひだを潜る。

「ひ……、や……、やぁ……」

　逃にげようとする郁己の腰を片かた腕うでで抱え込み、後こう孔こうを二本の指で露ろ出しゆつさせて奥深くまで舌を挿さしこむ。

　ろくに力の入らぬ体は、易やす々やすと侵しん入にゆうを許した。

　尖とがらせた舌で粘ねん膜まくの内側を舐なめられる感かん触しよくに腰が震ふるえる。熱くて、怖こわいのに気持ちよくて、気が狂くるいそうになる。

「やだ……、ゆるして……」

　郁己の懇こん願がんはきれいに無視されて、長い指が郁己の中に忍しのびこむ。

　なにかを探さぐるように内側を引っかいていた指が、郁己も意識したことのないしこりの上をふれた。

「ひゃっ…！　ああっ、やああ……っ！」

　電流が走るような快感が貫つらぬいて腰を反らした。昨夜も挿そう入にゆうのときに虐いじめられた場所だと気づいて怖くなった。またあんな暴力的な快感を押しつけられるのか。

　白毫が狙ねらいすましたようにそこを指で抉えぐる。

「あうっ、ひゃ……っ、やあっ、だめ、だめ……、やめてえっ……！」

　いつの間にか指は二本に増え、膨らみきった弱みを挟んでぐにぐにと揺さぶる。視界に真っ白な火花がいくつも弾はじけ、腰から下が蕩とろけて力が抜けた。

「やだあぁぁぁ──…………」

　快感に押し流されて声が細くなっていく。

　肘で体重を支えていられず、がくがくと体を揺らしながら畳に突っ伏ぷした。

　冷たい畳が頰をこする感触に羞しゆう恥ちを煽あおられる。裏腹に熱くてたまらない下半身に与あたえられる津つ波なみのような快感に溺れた。

　いやらしいポーズをしている。尻しりだけを突き出して指と舌で犯されている。白毫に、あの可愛かわいいシロに──！

「や……、あ、あ……、あん……」

　頭の中がぐちゃぐちゃに濡ぬれる気がした。恥はずかしいのに気持ちよくて、口こう端たんから零こぼれる蜜が畳を汚よごすのも構っていられない。

　熱くて、よくて、意識が薄うす紅べに色いろに曇くもったまま喘あえぎを零し続ける。

　男を受け入れる雌めす穴に作り替かえられたぬるぬるの蕾つぼみから指を抜かれ、口を開いた淫いん孔こうから涎よだれのように白毫の唾だ液えきを垂れ流した。

　尻を上げたままの郁己の両腿をつかんで開かせ、快感と怯おびえで縮こまった蜜みつ袋ぶくろを白毫が口に含む。

「はぁ……」

　えも言われぬ感覚にため息が漏もれた。

　凝こりを解ほぐすように口内でくちゅくちゅとマッサージされ、交こう互ごにしゃぶられる。

　たっぷり蜜を纏まとった双そう囊のうから伸びる花か茎けいの根もとから先せん端たんまでの裏筋を、舌の広い面でなぞり上げられてびくびくと尻を震わせた。

　後ろから狭間に顔を突っこまれたままペニスを舐められる羞恥に溺れた。

「郁己の味だ……、郁己の匂いがする……」

　驚おどろくほど伸のびた白毫の舌が、先端から茎くきを伝う花か蜜みつを舐め取っていく。興奮に息を荒あららげ、ひたすら郁己を味わう。　>>>♥

「嫌いやだなんて噓うそだろう。こんなに感じてるくせに……」

　口を離はなした白毫が、郁己の背にのしかかる。郁己の顔の横に手をついてぴったりと背中に体を添そわせた白毫の体温が熱い。

　蕾に当たる熱ねつ塊かいが怖くて、目を閉じた。

　ぷつりと肉にく環わを割って、がちがちの亀き頭とうが押し入ってくる。

「あ……、あ……、ひ……、い、いたい……」

　毬まりのように膨れきっている白毫の先端を受け入れるのに、強い抵てい抗こうを感じた。

　だが白毫は容よう赦しやなく最さい奥おうまでずんと剛ごう直ちよくをはめ込む。

「ひうっ……！」

　のどから空気が漏れる。

　ず、ぬぅっ、と雄を引き抜かれ、えらで肉環の内側が引っかかるところで止められた。

「郁己は人間の姿の俺が嫌きらいなんだろう……？　だったら……」

　切なげな声が聞こえる。

「だったら、おまえも犬になればいい！」

　ぱん！　と音を立てて肉同士がぶつかった。

　獣けものの姿勢で最奥を穿うがたれ、体が跳はねる。

「ひあっ！」

　白毫は激情のまま郁己を突き上げる。

　郁己の細い肢し体たいが人形のように揺ゆれ、ごりごりと肉道を移動する熱塊に翻ほん弄ろうされて肌はだが桜色に染まった。

　若い体は、新しい感覚を柔じゆう軟なんに学習する。痛みはすぐに覚えたての快感に変わった。

　昨夜与えられた快楽をなぞろうと粘膜が白毫にしがみつき、たっぷりの粘ねん液えきで中を濡らしてほしいとばかりに蠕ぜん動どうする。

「いあああ、ああっ、なか……、ぬれ、ぬれてるっ……、こわい……！」

　畳にすりつけられる頰ほおが痛いけれど、そんなことに頓とん着ちやくしていられない。

　後ろから穿たれ、急速に絶頂に向かって駆かけ上がる。

　荒い息にまぎれて、白毫が郁己の耳じ朶だをきつく嚙かむ。

　その痛みに、さらに快感が煽られた。

「いいんだろう？　俺に、犬に犯おかされて感じてるんだろう？　郁己はもう俺の雌だ。俺の犬だ。俺もおまえの犬でいるから、だから……！」

　腰の動きを止めないまま、白毫が郁己を抱だきしめる。

　ぬくぬくと奥を突きながら啜すすり泣いた。

「捨てないでくれ、郁己……！」

　ほとんど聞こえなくなった耳に、白毫の慟どう哭こくが突つき刺ささる。

　シロの、泣き顔にしか見えない表情が脳のう裏りに浮うかんだ。

　具合が悪くなったシロを動物病院に連れて行くために、輸送業者の檻おりに入れて車に乗せたとき。

　捨てられると勘かん違ちがいしたシロは、聞いているだけで苦しくなるような鳴き声をあげて郁己を探した。

　あまりに可哀かわい想そうで、業者に頼たのみ込んで檻と一いつ緒しよに後部の荷物室に乗せてもらった。檻の外から手を差し入れた郁己の腕うでを、シロは怯えて咥くわえたまま震えていた。

　あのときと同じように、白毫は郁己に捨てられることを恐おそれてしがみついている。獣の姿勢で繫つながりながら、郁己も獣になってくれと懇願する。

　もう人間の都合でペットにされた、立場の弱い犬ではないのに。郁己よりもずっと大きく、瘤こぶのように盛り上がった筋肉を持つ腕もあるのに。

　白毫がシロに重なる。怯えきったシロに思えて、守ってあげなければいけないような気にさせられた。

　郁己を蹂じゆう躙りんしているのは白毫の方なのに、まるで郁己が虐めているような苦しさが胸に湧わき上がった。

　また怖こわがらせてしまってごめんね……。

「郁己……、郁己……」

　ずっと名を呼ばれ、何度も吐と精せいし、劣れつ情じようを体奥に叩たたきつけられ、夜が明けるまで揺さぶられ続けた。




　　　＊




　すっかり日が高くなっても、郁己は布ふ団とんから起き上がれなかった。

　体中が痛くてだるい。熱があるのかもしれない。

　目を覚ましたときはとうに昼を過ぎていて、白毫の姿はなかった。体はきれいに清められていた。

「郁己さま、少しは召めし上がりませんと」

　次郎丸が膳ぜんを持ってきたが、食べたくなかった。

　昨日も食事を摂とっていないせいか、頭がぼんやりとしている。

「食べたいものがあればご用意いたします。おっしゃってください」

　返事をするのも億おつ劫くうで、次郎丸に背を向けて布団を顎あごまで引き上げた。

　ハンガーストライキで抵抗を示すつもりだったが、そんなことをせずとも食しよく欲よくが湧かない。

（このまま死んでしまったら、白毫は泣くだろうな）

　捨てるくらいなら殺せと叫さけんだ白毫の声が耳によみがえる。

　泣くどころか、きっと後を追うに違ちがいない。

　そこまで考えて、郁己の亡なき骸がらにすがって泣いているのがシロではなく、白毫の姿で想像していることに気づいた。

「……」

　シロなら可哀想に思う。

　では、白毫なら？

　心臓の奥がずきりと痛んで、握にぎった拳こぶしを胸に当てた。

　唇くちびるを嚙み、布団に潜もぐり込んだ。

　冷えていく食事に背を向けたまま、郁己は布団の中で目を閉じた。










　眠ねむってしまっていたらしい。

　人の気配を感じて目を開けると、次郎丸が枕まくらもとに香こう炉ろを置くところだった。午後もだいぶ遅おそくなってきたようで、日が傾かたむきかけている。

「起こしてしまいましたか。申し訳ございません」

　香炉から香かおりが漂ただよい、郁己はひくひくと鼻を蠢うごめかせた。

「……いい匂におい」

　嗅かいだことがある。

　なんだっけ、この匂い。

「菫すみれの香こうです。郁己さまがお好きだからと、ご用意するよう白毫さまに命じられました」

　そうだ、菫だ。

　ひさしぶりの香りに、深く息を吸い込む。

　本当はシロの好きな香りなのだ。犬の好む匂いというものを本で読んでプレゼントした。

　シロがうっとりしているのが嬉うれしくて、それからも何度か買ってあげた。郁己にとっても好ましい香りだった。

　部屋の中を菫の香りでいっぱいにして、「いい匂いだね」と笑いながら一緒にベッドに転がって香りを楽しんだ。

　でもそれも何年も前の話だ。それなのにシロはちゃんと覚えている。郁己は忘れてしまっていたのに。

　胸の奥が切なく疼うずく。

　鼻び腔こうを満たすやさしい香りに泣きたくなった。

　このままでは泣きだしてしまいそうで、郁己は体を起こした。

「ちょっと……、散歩でもしようかな。外に出ていいですか？」

「そうですね。外の空気を吸った方がご気分も優すぐれると存じます。わたしもご一緒させていただきますが」

　見張りがついてくるのは仕方がない。

　立ち上がるときに腰こしに疼とう痛つうが走り、よろめいてしまった。一夜目と違ってかなり執しつ拗ように抱だかれた体は、昨日よりダメージが大きい。

「ご自分で歩けますか」

「だだだ、大だい丈じよう夫ぶです……！」

　慌あわてて手をぶんぶん振ふって断り、頰を赤らめた。

　体が痛む理由を知られていると思うと、甘える気にはなれない。

「足の痛みはもう平気なのですか」

「あ、そっち……？」

　ますます顔に血が上った。勘違いして恥はずかしい。

　幸い足の方はそんなに痛くないから、なんとか歩けそうだ。

　しかし歩き始めると、あっという間に後こう悔かいした。歩くと腰が──正しく言えば、尻しりが痛んでどうしてもガニ股またになってしまうのである。

　着物でわかりにくいとはいえ、次郎丸が気づかないはずはないだろう。

　だが郁己の心中を慮おもんぱかってか、次郎丸はなにも言わなかった。そういうところは有あり難がたい。

　庭を回ろうかと思ったが、廊ろう下かに出て気が変わった。高いところから国を見下ろしてみたくなったのだ。

　次郎丸に言うと、城の天守に当たる部分に案内してくれた。

「うわあ……」

　茜あかね色いろに染まる空の下に、広大な畑や田んぼが広がっている。巣に帰る烏からすの鳴き声がした。はるか遠くに夕日を映す海も見える。

　玩具おもちやのような町の、あそこにもたくさんの人々がいると思うと不思議な感じがした。

　ここが白毫が統治している土地。きっとあの山や、あそこの道の向こうも。

「白毫さまがいらしてから、国は徐じよ々じよに潤うるおってきています。もともと海に面していて豊かな土地ではありますが、異国との取引で未知の可能性が広がりました。新しいものに気き後おくれしない白毫さまの豪ごう胆たんさは、口うるさい大臣たちを納なつ得とくさせるに十分な結果をもたらしました。それもすべては郁己さまをお迎むかえするため」

　虚きよを衝つかれて次郎丸を見た。

　次郎丸の白い面おもてが夕焼け色に染まり、黒い瞳ひとみにも赤が映り込んで燃えるようだ。

　夕日がじんわりと郁己の心に染しみこんで、赤々と染め上げていく気がする。郁己のために努力した白毫を思うと、胸が熱くなっていく。この気持ちはなんなのだろう。

　暮れなずむ空をようやく藍あい色いろが覆おおい始めるまで、口も開かずにずっと外を眺ながめていた。

　郁己にしがみついて、捨てないでくれと泣いた白毫を思い出す。

　無理やり犬界に連れてこられて、ただ人間界に戻りたいと思っていた。郁己が姿を消して騒さわぎになっていないか、友達が心配していないか、気になることだらけだ。

　けれどそれらを思っても白毫の涙なみだが心を締しめつける。もうシロを失いたくない。自分はどうしたいのだろう。

　白毫に会いたい、と思った。

「そろそろお戻もどりになりませんと」

「はい」

　天守を出るときに背後を振り返って、もう一度空を見た。小さな星がちらちらと瞬またたいている。

　三夜目、もうすぐまた白毫に抱かれるのだ。










「湯ゆ殿どのの前に、食事をお運びいたします」

　次郎丸は一いつ旦たん部屋を出る。

　戻ってきた次郎丸が運んできた膳には、ほかほかと湯気を上げる茶色の塊かたまりが載のっていた。

「これは……」

　かなり不格好ではあるが、ハンバーグだった。

　ほとんど香りのなかった今までの料理に比べて、食欲を刺し激げきする匂いを振りまいている。

「郁己さまの好物と伺うかがっております。資料がないので、人間界のものを再現できているかはわかりませんが、白毫さまのご指示通りに作りました」

　ハンバーグを見ると、ふるっと体が震ふるえた。

　郁己の大好物で、しょっちゅう祖母にリクエストして作ってもらっていた。中学に上がって祖母が病やまいに臥ふしてからは自分の手作りで。

　肉だし美味おいしいからシロも好きだろうと、たくさん作って食べさせていた。犬に玉ねぎをあげてはいけないと知ったのは、シロが激しく嘔おう吐としてびっくりして動物病院に連れて行ったときだ。

　中学生とはいえ、飼い主の自覚がなさすぎた。散歩や躾しつけの仕方ばかりに気を取られて、食べもののことはよく調べていなかった。それからはシロのため、病気の祖母のため、頑張って料理を覚えたのである。

　今にして思えば、シロは郁己の出したものだから自分に毒だとわかっていても口にしたのだ。だって祖母が出したときは食べたことがないのだから。

　郁己が作ったものだから──。

「なんだよ、もう……」

　目の奥が熱くなる。

「せっかくの菫の香りが台無しじゃん。馬ば鹿かだな、白毫は……」

　ぽつりとつぶやいて箸はしを取る。

　ハンバーグは硬かたく、無理に箸を刺さすとぼろっと塊で崩くずれた。　>>>♥

　一片ぺんを取って口に入れると、美味しそうな匂いとはほど遠い、なんとも言えない奇き妙みような味が口に広がる。匂いだけを再現した、泥どろみたいなソースだ。

　叩たたいて潰つぶした肉につなぎも使わず玉ねぎを混ぜ込んで固めたらしいハンバーグは、ゴムのような嚙かみ応ごたえで吞のみこむのに一苦労だった。

「……まずいんだってば」

　悪態をつく唇くちびるが震えた。

　頰ほおを伝った涙なみだが、ぽたぽたと膝ひざの上に落ちる。

　ひと口ひと口、嚙みしめて味わった。あとで腹を壊こわすかもと思っても、残さずに全部食べた。シロだって、郁己の出したものは全部食べてくれたんだから。

　温かい、愛情の味がした。










　厳しく唇を引き結んだ白毫が寝しん所じよに入ってくる。

　布ふ団とんの上で正座をして待っていた郁己を見て、鋭するどく目を細めた。

「今こ宵よい契ちぎりを交かわせば、俺たちは正式に夫ふう婦ふと認められる」

　夫婦などという言葉には慣れない。無理やり巻き込まれただけで、そんな覚かく悟ごもできていない。

　すでに夜着の下で白毫の屹きつ立りつが猛たけっているのがわかり、郁己はそっと目を伏ふせた。

　白毫は郁己の前に片かた膝ひざをつき、顎あごに手をかけて自分の方を向かせる。

　真正面から視線を合わせられ、ぎらぎらと輝かがやく獣けものの目に郁己が映っていた。

「おまえに拒きよ絶ぜつされたら、俺は生きていけない。だがどうしてもおまえが嫌いやだというなら、俺は……」

　言葉を詰つまらせた白毫の瞳の奥に、決意のようなものが揺ゆれている。

　拒絶されたら、きっと彼は命を絶ってしまうだろう。郁己がいなければ生きてさえいけないという、大きな体に不似合いな儚はかない存在。

　胸の奥がむずむずして、たまらなく抱だきしめてやりたくなった。

　昨夜はひどいことをされたのに、自分への恋れん着ちやくからだと思うとどうしても恨うらめない。

「俺のためにおまえのきれいな手を汚す必要はない。郁己が俺を殺したいなら簡単だ。もう一度嫌きらいだと言うだけでいい。そうしたら俺はすぐに自分ののどをかき切ってやる。俺と夫婦になれないなら、嫌いだと言え」

　もうだめだ、と思った。

　白毫は逃にがしてくれない。自分が生きるか、死ぬかでしか愛を示せない彼は、郁己に選せん択たくを迫る。

　諦てい念ねんが心地ここちよく郁己を満たしていく。白毫の熱い想おもいに流されているのは百も承知だ。これをほだされる、と言うのだろうか。

「白毫」

　自然と口から零こぼれたのは、シロではなく白毫の名だった。

「白毫のこと、同じ気持ちで好きって言えない。できれば帰りたいし、先のことは不安だし、そういう意味で白毫を愛しているかって聞かれたら、やっぱり違うと思う」

　本当は覚悟なんかない。たぶん、同情とか愛着とか、そういった種類のもの。身を任せることに抵てい抗こうがないといったら噓うそになる。

　でも。

　心臓が唇に移動してしまったのではないかと思うくらいどくどくと脈打っている。

　白毫の瞳ひとみを見つめながら、自分から掠かすめるだけのキスをした。

「いく、み……？」

　白毫の目がこれでもかというほど見開かれ、呆ほうけたように唇を半開きにした。

　そんな顔がびっくりしたときのシロと同じで、少しだけ笑ってしまった。

「いいよ、白毫」

　だって今選べと言われたら、やっぱり捨てられない。この先も捨てられる気がしない。もう失いたくないんだから仕方ないじゃないか。

　突とつ然ぜん、荒あら々あらしく抱き寄せられ唇を奪うばわれた。

「んぅ……っ！」

　嚙みつくほどの勢いで舌を貪むさぼられ、痛みと息苦しさに目眩めまいがした。

「郁己……、郁己、郁己、郁己……っ！」

　乱暴に夜着をはぎ取られ、首筋に齧かじりつかれる。

「いたっ……！」

　痛みに悲鳴を上げる間もなく布団に押し倒たおされ、腹の減った犬そのものの動きで再び唇にがっつかれた。

「ちょ……、ふ……、びゃ、白毫……っ」

　白毫は口を開いたままはぁはぁと息を乱し、郁己を見下ろす。

　その表情が本当に郁己を欲しくて欲しくてたまらないのだと物語っていて、腰こしがきゅんと甘く痺しびれた。

「待って……、昨日みたいに乱暴なのは、いやだ……」

　短く息を継ついで胸を揺らす白毫の性急さが、それだけ欲ほつされていると思うと嫌ではないけれど。

　やっぱり体を繫つなげることには抵抗がある。でも儀ぎ式しきは少なくとも今夜まであるのだ。

　白毫は頰を上気させると、きつく郁己を抱きしめた。郁己の首筋に鼻先を埋うずめ、盛んに匂においを嗅かぎながら甘あま嚙がみしてくる。

「わかった、やさしくする。全身舐なめ蕩とろかして、郁己が欲しいと泣くくらいまで舐めて、何度も精を吐はき出させて、朝まで可愛がってやる」

　物ぶつ騒そうな宣言に、郁己は慌あわてて言葉を繫げた。

「い、労いたわってってことだよ!?　ほんとはこういうの、怖こわいんだから……！」

「郁己……、郁己……、俺は夢を見ているのか。もう嫌われたと思った……、郁己……」

　硬い胸むな板いたをぎゅうぎゅう押しつけられて、今も痛くてちょっと辛つらいのだけど、嬉うれしそうな白毫を見たら放してくれとは言えなかった。

　抱きしめられながら、唇が重なる。

「ん……」

　白毫のキスは犬のそれに近かった。

　唇も口中も関係なく舐め回して、こちらの動きに合わせるのではなく、一方的に好きだという気持ちを押しつけてくるような本能むき出しのキス。

　唇を離した白毫は夜着を脱ぬぎ捨てた。

　郁己の腹を跨またいで片かた膝ひざで立つと、隆りゆう々りゆうと反り返る巨おおきな男根が郁己の体の上で天てん狗ぐの鼻のように伸のびる。

　まともに見るのが恥はずかしくて横を向いた。

　ところが。

「郁己、ほら……」

　白毫は郁己の後ろ頭を支えて上半身を抱き起こし、男根を口もとに寄せる。濃こい雄おすの臭においが鼻先に触ふれた。

「舐めろ」

「はあっ!?」

　驚おどろいて変な声が出た。

「やさしくするって言ったそばから口でしろとか、信じられないんだけどっ？」

　白毫は瞳を瞬またたかせて郁己を見る。

「性交の際は口で愛あい撫ぶをしてから繫がるものではないのか。そういう作法なのだろう？」

「どこの作法だよ、それっ」

「郁己の見ていた動画では、みなそのようにしていた。違うのか」

　一いつ瞬しゆんでゆで上がったように赤くなった。

　欲よつ求きゆうと好こう奇き心しんにどうしても勝てず、シロが寝ねている間にと思ってアダルト動画を見ていたことがある。まさか気づかれていたとは！

　しかも白毫の言いぐさでは、一回ではないらしい。

　内容はもとより、その動画を前にして自分がしていた行こう為いを考えると、今すぐにでも舌を嚙かみ切りたくなった。

「も……、も……、やだ……、死にたい……」

　両手で顔を覆おおって布ふ団とんに突つっ伏ぷした郁己を、白毫が心配そうに覗のぞき込む。

「郁己が嫌いやならしなくていい。作法通りではないかもしれないが、俺たちは俺たちの愛し合い方で構わないと思う。俺は郁己に子種を流せればそれで満足だ」

「だから作法じゃないって……」

　羞しゆう恥ちで涙なみだを浮うかべながら、子種というのも露ろ骨こつだなとさらに顔が熱くなった。

　でもそれが犬の、白毫の愛し方なのだ。

　恥はじをこらえて、顔を覆っていた手を外した。

「おれから動くのは……、ごめんね、無理。ああいうのは、もっと……、あ、愛情からとか……、自分がしたくなったときにするもので、絶対しなきゃいけないものじゃないし……」

「では俺はしたいからしていいんだな」

　白毫は簡単に言うと、郁己を仰あお向むけて覆いかぶさってきた。

「でも、おれがしないのにしてもらうってのは……」

　不公平な気がする。

「おまえの体液は俺にとって褒ほう美びだ。したいんだから、させてくれ」

　目の縁ふちの涙をぺろりと拭ぬぐい、愛いとしげにちゅっちゅっと肌はだに吸いついてくる。そういえばそうだった。犬人間にとって人間の体液は舐めたいものらしい。

　白毫の唇くちびるが下りていくごとに、昨夜もされた白毫の舌の動きが思い出されて郁己の下腹部が熱く滾たぎった。

　自分でするのは嫌なくせに、してもらうのは期待してしまうなんて、どれだけ傲ごう慢まんなのだろう。

　ほんの僅わずかばかりの罪悪感は、すぐに襲おそってきた快感の波に吞のまれて霧む散さんしてしまった。




　　　＊




　祝しゆう言げんと称しようしたセレモニーがスタートしたのは翌日だった。

　無事婚こん姻いんの儀ぎを終え、夫ふう婦ふとなった二人を何日もかけて盛大に祝うという。花で飾かざられた輿こしに乗り、この近辺を練り歩くと聞いて顔面蒼そう白はくになった。

「ぜ、ぜったい嫌だ！」

「なにを言う。主役がいなくてどうする」

　そんなのやりたくない。こちらの世界でいえば、三日間ヤリましたと言いふらすようなものじゃないか！

　人間の結けつ婚こん式だって、下世話な言い方をすれば「今晩初夜です」と言ってるようなものだという解かい釈しやくもできる。

　でもそれはあくまで男女であって、人間同士であって、郁己にしてみれば同性異い種しゆ姦かんをしましたと告白するのとは羞恥のレベルが違ちがう。

　嫌だ嫌だと暴れるのを、無理やり白毫の肩かたに担かつがれて控ひかえの間へ連れて行かれた。

　畳たたみの上にやさしく下ろされて、白毫が郁己に真っ赤な打うち掛かけを羽織らせる。

「これ……」

「花はな嫁よめ衣い裳しようだ。郁己に着せたかった」

　目を細める白毫が本当に嬉しそうで、郁己も赤面しながら着物の襟えりを引っ張った。

「こんなの似合わないよ。おれ男だし、髪かみだって短いし……」

「郁己ならなにを着ても可愛かわいい。着ていなくても可愛いが」

「ばかっ……」

　臆おく面めんもなく言ってのける白毫がお世辞など言わないことを知っている。本心から思っているのだ。

　だから激しく照れてしまう。

「花みたいだ」

　白毫の目に、自分はどんなふうに映っているのだろう。

　下を向いた郁己の髪を白毫が指先ですくう。

「髪に大きな花を飾ろう。そうすれば髪が短くてもきっと似合う。ずっと俺と一いつ緒しよだから、外に出ても危ないことはない。緊きん張ちようしなくていい」

　白毫は郁己に顔を上げさせ、緊張をほぐすように笑いかけた。

　緊張というより照れなのだけれど、わざわざ訂てい正せいするのも恥ずかしい。

「祝言が済んだら、郁己と海に行きたい」

　家の近場の海は二人のお気に入りで、夏場はよく遊びに行ったものだ。

　波が寄せては返すのを見てシロが驚いたり、砂すな浜はまで動くカニを見つけて興奮したり、一緒に水みず浸びたしになって笑い転げたり。

　なにげないこと一つ一つが楽しくてたまらなかった。

「今なら俺が郁己を背中に乗せて連れて行ってやれる。悲しいときも苦しいときも、海に行くと郁己は笑ってくれただろう？　郁己がはしゃいでくれるから、俺は海が好きだ。遊び疲つかれて眠ねむった郁己をおぶってやるのが俺の夢だった」

　犬だった白毫の、ささやかな願い。

　そんなものにも胸が打たれる。どれだけの想おもいを、郁己の側そばで膨ふくらませてきたのだろう。

「川とか、花畑にも行こう。郁己が好きそうな森もある」

　夢見るような口調が、本当に白毫の心からの願望なのだと表している。

　犬の背に乗っていろいろなところへ遊びに行くなんて、まるで児童文学の世界だ。

　二人で野原を駆かけまわる図を想像したら、勝手に口もとが弛ゆるんだ。

「郁己と行きたい場所がたくさんある」

「そうだね。楽しみにしてる」

　やはり口もとを弛めた白毫は、郁己の手を取って甲こうに口づけた。

　そうしながら郁己を見る目は、穏おだやかな表情とは裏腹にひどく真しん剣けんで、急に心臓がドキドキしてきた。

「……なに？」

「祝言の前に言っておきたいことがある」

　なんだろう。

　悪いことではないといいけれどと、少しだけ不安な気持ちになった。

　郁己の目を真っ直すぐに見つめる白毫の視線が痛いほどで、こくりと唾つばを飲んだとき。

「俺の、お嫁よめさんになってください」

　あまりに意外で、白毫に不似合いな言い方で、思わず口を開いたまま白毫を見つめてしまった。

　一いつ瞬しゆん冗じよう談だんかとも思ったが、白毫の瞳ひとみは真剣で変わらない。

「……なんで、今いま更さら……」

「結婚の前には求きゆう婚こんするものだろう？　俺も郁己に言ってみたかった。俺は犬だから言葉は話せないし、人間とは番つがえないともわかっていた。でも求婚するならこう言おうとずっと思っていたんだ。お嫁さんという響ひびきが可愛くて郁己にぴったりだ」

　一緒に見ていたテレビや動画から、きっとたくさんのことを学んでいたのだ。プロポーズのシーンを見て乙おと女めのように心ときめかせていたと思うと、いじらしくて涙が出る。

　犬よりも高い知能を持ち、郁己に恋こい心ごころを抱いだきながら、その知能ゆえに諦あきらめを知っていた。

　白毫の頭の中には、あとどれだけ郁己としたいことが詰つまってるんだろう。想いの深さを知るたびに、心がひたひたと幸せに満たされていく。

　それでも照れ隠かくしで言葉がつっけんどんになってしまう。

「遅おそいんだよ、ばかっ」

「すまない」

　顔がゆでだこみたいになっていて、怒おこっていないことなんかすぐわかってしまうに違いない。

「返事が欲しい、郁己」

　順番が違うだろうとか、今更とか、もし嫌だって言ったらどうすんだとか、言いたいことは次々浮かんでくるのだけれど。

　ここでもイエスかノーしか選せん択たく肢しはないのだ。だったらもう、これしかない。

「……はい」

　赤く染まる郁己の額に口づけられ、唇にではないことに逆に神聖な誓ちかいを感じる。　>>>♥

　それから郁己の左ひだり腕うでを引き寄せ、手首に赤い布と革かわでできたブレスレットのようなものを巻いた。

「これ……」

　見覚えがある。

「郁己が俺にくれた首輪で作った。この世界に連れて来られたときに俺がしていたものだ。俺はずっとこれを郁己からの結婚の証あかしだと思ってきた。会えない間も郁己を想って肌はだ身み離はなさずにいた。だから結婚指輪の代わりに受け取ってほしい」

　見つめると、胸の奥からなにかが生まれてぽこぽこと湧わき上がる。ブレスレットをはめられた手首が熱かった。










　祝言は白毫の言う通り、盛大なものだった。

　隣りん国ごくから続々と祝いの品が運ばれ、大広間に瞬またたく間にうずたかく積まれた。

　城の中庭に赤い織物を敷しき詰め、酒と豪ごう華かな料理が並べられる。夜通し宴えん会かいをして大臣や側近、兵士などに祝われたのち、民たみへのお披ひ露ろ目めのために輿こしに乗って城を出発した。

　背後で花火が上がったときは驚おどろいて飛び上がったほどである。

　先導する白馬が二頭、輿の後ろには民へ振ふる舞まわれる祝い酒と菓か子しが載のった台車が十二台続いた。台車から撒まかれた菓子を子どもたちが拾い、真新しい枡ますになみなみと注つがれた酒を男たちがのどを仰あおいで空にする。

　菓子は白毫の仕事を知らしめるように、南なん蛮ばん渡と来らいの焼き菓子だ。

　郁己の「男のくせに花嫁という目で見られる羞しゆう恥ち」という緊張は、予想外にも長くは続かなかった。

　自分たちの王の伴はん侶りよが人間であるということに、目に見えぬ不快感といったものが行く先々に立ち込めていて、針のような視線に晒さらされる緊張に取って代わったからである。

　確かに城でも大部分の目は冷たかった。

　輿の華はなやかさとは裏腹に、ついて回る空気は殺さつ伐ばつとしていた。そのせいでやたらと時間が長く感じる。

　人間に敵意を抱いている者が多いのだと、初めて実感した。

「白毫……」

　郁己の隣となりで豪ごう胆たんな表情を崩くずさない白毫が、ずっと手を握にぎっていてくれるのが頼たのもしい。

「堂々としていろ。誰だれにも文句は言わせない。おまえは俺の伴侶だ」

　白毫にとってはそうだろうけど、自分はまだそこまで図太くなれない。

　いきなりこんな視線をたくさんぶつけられたら立ち直れなかったかもしれないから、あらかじめ人間が嫌きらわれていると教えておいてくれた次郎丸に感謝すらする。

　そんな調子で近きん隣りんを巡めぐり、いくつめかの休きゆう憩けい地点に着いて輿を降りたときは思わず深いため息が出た。

　村や町の長老や貴族の屋や敷しきで宿しゆく泊はくしたり、休憩したりして歓かん待たいを受けるのだ。

　だが郁己は最初の二、三回で好こう奇きと嫌けん悪おの視線に消しよう耗もうしてしまった。道みち端ばたから受ける悪意もきついが、表面は笑え顔がおでいながら、隠しきれない嫌悪を覗のぞかせられる方が応こたえる。

　白毫が郁己を気き遣づかってくれ、郁己が落ち着けるよう先に従者を屋敷に上がらせて、二人で台車の端はしに並んで腰こしをかけた。

　二人きりという安心感で体から力が抜ぬけて、甘えるように白毫の胸にしなだれかかってしまう。

　白毫がうつむく郁己の肩かたを抱く。

「疲れたか」

「疲れたっていうか……」

　苦しい。

　郁己個人に対してではなく、人間という存在に対しての負の感情なのは頭ではわかっている。それでも針で刺さされるように痛い。

　視線を落とした郁己の肩を丸く撫なで、白毫が頰ほおにやさしくキスをした。

「辛つらい想いをさせて済まない。嫌いやになってしまったか？」

　囁ささやく声に心臓が音を立てる。

　郁己を守るように抱く力強い腕うでと、たくましい体。甘い口づけ。

　こんなふうに白毫を人間として──男として意識するたび、犬ではなく人なのだと思い知らされる。犬こそが仮の姿だったと。

　こうして人の姿で寄り添そっていることがとても自然に感じられて、ずっと昔からそうしていたような気にすらなる。

　白毫を見上げた目に熱が籠こもってしまっているのが、自分でもわかった。

　間近で視線が絡からみ合う。

　見つめ合って、白毫の目がすいと細められる。とくん、とくんと胸が鳴るのがうるさいほどだ。白毫に聞こえてしまったらどうしよう、恥はずかしい。

　引き寄せられるように唇くちびるが重なったとき──。

　ぽいん！

　と郁己の頭にやわらかいものが当たった。

「？」

　振り向いてみると、茶色のやわらかいものが次々に飛んできた。

「え……、ちょ、なに……？」

　白毫が郁己を庇かばうように腕の中に閉じ込める。

　首を捻じ曲げて見たものは、五つくらいの小さな犬人間の男の子が、腕にいっぱいの婚こん礼れい菓が子しを抱かかえて郁己たちに向かって投げつけている姿だった。

（えええええ？）

　子どもはきつい目をしながら、ぽいぽいと菓子を投げる。

「ニンゲンと、ニンゲンのいいなりの王さまめ！　これでもくらえ！」　>>>♥

　攻こう撃げきしているつもりだろうか。ちっとも痛くないのが、逆に痛々しい。

「やめろ！」

　白毫の雷かみなりのようなひと声で、男の子は「ぴゃっ」と叫さけんで尻しりもちをついた。

「白毫！」

　こんな子ども相手に大きな声を出すなんて大人げない。

　白毫の腕をすり抜けて男の子に駆かけ寄った郁己に、白毫は「俺が悪いのか」と不満げに耳をぴくぴくさせた。

「ごめんね、びっくりさせて。怪け我がはない？」

　抱だき起こそうとした郁己の手を、男の子はぴしゃりと撥はね除のける。

「さわるな、ニンゲン！」

　こんな小さな子にまで嫌われているなんてショックだ。

　白毫は男の子の襟えり首くびをつかんでぶらりと宙に持ち上げた。

「はなせっ！　ニンゲンの手先め！」

　じたばたと手足を振り回すが、なにぶんリーチが違ちがう。白毫には掠かすりもしない。白毫はふんと鼻で息をついた。

「おい、なぜ俺たちを目の敵かたきにする」

「うるさいっ！　おまえなんか王さまのくせにニンゲンにホネヌキじゃないか！　ニンゲンのえっちな体でたぶらかされてデレデレになってるくせに！」

　超ちようショック。

　まるで悪の親玉のように言われ、動どう揺ようを隠かくせない。しかもえっちな体呼ばわり……。

「誰がおまえにそんなことを」

　白毫が低い声で尋たずねると、男の子はひくっとのどを鳴らした。

「ニ……、ニンゲンに貢みつぐために、異国と取引してお金かせごうとしてんだろ。おれたちだって、好きでびんぼうじゃないのに……」

　男の子はじわじわと顔を歪ゆがめると、えーんと声を上げて泣きだした。

「ちょ……、ちょっと白毫、放してあげて。可哀かわい想そうだよ、泣いてるのに」

「おまえに危害を加えようとした。子どもとて許せん」

「白毫！　怒おこるよ！」

　あれのどこが危害か。過保護にもほどがある。

　白毫は憤ふん懣まんやるかたない様子で、しぶしぶ手を離はなす。騒さわぎを聞いて屋敷から駆けつけてきた従者たちが、男の子を拘こう束そくした。

「で、おまえはなにが不満だ」

　白毫が尋ねれば、男の子は涙なみだに濡ぬれた目でキッと睨にらみつけた。

「とうちゃんたちが異国の船をおそうのは、びんぼうだからだ。ボロ舟ぶねで魚つってもあんまりお金にならないし、せいかつが苦しいから、しかたなくやってるんだ。なのに王さまは、とうちゃんたちをつかまえた」

　従者の一人が男の子の髪かみをつかんだ。

「こないだ捕つかまえた海かい賊ぞくどもの子どもか」

「乱暴にしないでください！」

　思わず従者の手を払はらいのけて男の子を胸に抱いた。

　父親が捕まったのなら、とても不安だろう。原因が貧困ならば、怒いかりや不満が統治する側に向けられるのは仕方がない。

「郁己。いくらおまえとはいえ、海賊行こう為いを是ぜとするのは認められぬ。異国の船を守るため、海賊行為を働く者どもを捕とらえた。そのことで俺たちを恨うらむのは筋すじ違ちがいだ」

　もちろん海賊を認めろなんて言わない。

　すごく似た話を、もといた世界で聞いたことがある。

「国が、その人たちをサポートしてあげられないかな」

「どういう意味だ」

　白毫が首を傾かしげる。

「船を……、もっとたくさん、大きな魚が獲とれる船を国で造って、その人たちを漁師に雇やとえない？　お金がないから船も道具も揃そろえられない、だからろくに魚も獲れないじゃ悪あく循じゆん環かんだ。せっかく人手があるなら、活用しようよ。船の扱あつかいに慣れてる人には、国の海を守る自警団に入ってもらってもいいと思う」

　男の子は不思議そうに郁己を見上げる。

「獲った魚は売ったり加工したり……、そういうのでも人手って必要だし、漁師の奥さんたちの仕事にならないかな」

　男が魚を獲って、女がそれを売る。人間界でも当たり前に行われている。

「魚の調理法とか、保存とか、おれもすごく詳くわしいわけじゃないけど、料理は好きだし少しは知識あるよ。お寿す司しとか、こっちでもあるのかわからないけど、でも握にぎり寿司なんかしたら絶対ウケると思う。おれもいろいろ考えるし、できるだけ協力するから……」

　言い募つのる郁己の頭を、白毫がぽんと撫でた。

　にやりと笑った白毫が、従者に向かって声を張り上げる。

「聞いたか！　悪くない案だ。人間界には大層美味うまい魚料理が多くあった。おまえたちが食べたことのない南なん蛮ばんの味つけのものも郁己なら知っている。食べてみたくはないか」

　従者たちは顔を見合わせる。

　明らかに興味をそそられたような犬人間もちらほら見られた。尻尾しつぽが揺ゆれるのでわかりやすい。

「国が豊かになり、民たみが喜ぶ案があるならやってみる価値はあるだろう。捕らえた海賊どもには俺が直接話をする。処分はせず、栄養を与あたえて休ませておけ」

　白毫が生き生きとしている。

　今にも駆けつけて仕事をしたがっているような横顔に、知らず胸が高鳴る。

（こんなにカッコよかったっけ……？）

　いや、カッコよかったけれども。

　姿かたちの造作とは違う魅み力りよくを垣かい間ま見みて、いつまでもドキドキが止まらなかった。










　なんだかんだ花はな嫁よめ行列は一週間にも亘わたって続いた。やっと城に戻もどり、ゆっくりと庭を散策する二人の背後から、愛らしい声がかかった。

「兄さま、郁己さま、お邪じや魔ましてよろしいかしら。ご結けつ婚こんをお祝いしたいという者がいるのですが」

　櫻子ちゃんだ、とパッと笑えみを作って振ふり返った郁己の顔が強こわばった。

　白毫が怒ど気きを発して郁己を抱き寄せる。郁己も思わず白毫に隠れるように体を添わせた。

　櫻子の背後に控ひかえた者たちは、郁己がこの世界に来たときに襲おそわれた犬人間たちだったのだ。

　黒霧丸を始めとする彼らは一様に白毫を恐おそれて身を縮めながら、小こ柄がらな櫻子の背後に隠れたがっているように見える。

「なんのつもりだ、櫻子」

　白毫が低い声で問うが、櫻子は怒気など感じぬように笑った。

「最近櫻子の遊び相手になってくれた人たちよ。郁己さまにどうしてもお祝いを述べたいのですって。受け取って差し上げて」

　犬人間たちが、びくびくしながら一歩前に出る。彼らの手には、花が握られていた。

「い、郁己さま、ご結婚おめでとうございます……」

「その……、あのときはひどいことしてすいませんでした。おめでとうございます……」

　白毫の視線に怯おびえながら口々に祝いを述べ、花を差し出した。

「なんで……」

「俺たち、郁己さまのやさしさに感動しちまったんです」

　黒霧丸が口を開いた。

「あんなことをしたのに、郁己さまは俺たちを庇かばってくださった。俺たちを守って腕うでを広げてくださった郁己さまの指先が震ふるえていたことを、よーっく覚えてます」

　他ほかの犬も口を開く。

「あとから白毫さまの伴はん侶りよになられる方だと知って、こんなやさしいお方が来てくださったかと思うとありがたくて」

「どうしてもお祝いを言いたくて、櫻子さまに無理を言ってお願いしました」

　郁己は呆ぼう然ぜんとしながらも花を受け取る。

「なんで、櫻子ちゃんと知り合いなの……」

「掃そう除じ番にひどく叩たたかれてるのを見たの。一いつ生しよう懸けん命めいやってるみたいなのに。なんだか腹が立ったから櫻子の遊び相手にって言っていただいてきちゃった」

　櫻子はあっけらかんと言う。

「櫻子さまもやさしいお方です。俺たちは郁己さまに乱暴した罰ばつでこちらの城で下働きをすることになったんですが、当然風当たりはきつくて」

　そういえば城に引っ立てろと白毫が言っていたのを思い出す。

「無む茶ちやは承知で、櫻子さまにお願いしました。郁己さまに直接お詫わびとお祝いを言えたら、そのことでまた罰を与えられても本ほん望もうです」

「あのときは本当にすいませんでした。ご結婚おめでとうございます」

「おめでとうございます」

　口を揃えて祝われ、

「ありがとう……」

　と思わず呟つぶやいた。

　一週間のほとんどを冷たい視線に囲まれて傷ついていた心が、温かいもので癒いやされていく。

　敵ばかりじゃない。郁己を歓かん迎げいしてくれる人がいる。

　涙が滲にじんできて、自分が思うよりずっと不安を感じていたことに気づいた。

「嬉うれしい、ありがとう……」

　涙を隠かくすように白毫が郁己を腕の中に閉じ込める。

「郁己の泣き顔を見ていいのは俺だけだ」

　白毫と郁己の間で潰つぶされそうになった花が甘く香かおり、郁己は喜びでいっぱいになりながら花びらに鼻を埋うずめた。
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「疲つかれただろう、郁己。もう寝るか」

　郁己が泣きやむまで抱きしめていてくれた白毫が、ゆっくりと背中をさする。

　花嫁行列の間は神経がすり減って、夜は早々に眠ってしまっていた。白毫の腕の中で眠ると、守られている気がしてとても安心できた。

　同じ布ふ団とんの中にいて白毫の下半身が反応していたことを、郁己も知っている。けれど郁己が疲れているとわかっていたから白毫も無理に体を求めず、ただ寄り添ってキスをして、ずっと髪かみを撫なでていてくれた。

　そんな白毫のやさしさが嬉しくて、どんどん惹ひかれていく。

「明日からは滞とどこおっていた政務を片づけなければならないし、郁己が提案してくれた海賊たちの活用の話も進めねばな。忙しくなると、こうしてゆっくり郁己と過ごす時間も減ってしまう。残念だ」

　口ではそう言いながら、白毫が仕事に情熱を燃やしていることが口調や瞳ひとみの輝かがやきでわかる。きゅん、と胸の奥が潤うるんだ。

「かっこいいよ、白毫」

　ふと口をついて出た。

　白毫は目を見開いて郁己を見る。とたん、ものすごく恥はずかしくなった。

「あ……、え、と、仕事のこと考えてる男の人って、ほら、大人っぽいっていうか……、おれバイトくらいしかしたことないし。白毫ほんと王さまなんだなって……」

　白毫が見つめるので、どんどん顔が赤くなっていく。

「い、今までは、その……、頭のどっかで白毫が犬だって意識が抜ぬけてない部分もあって、でもなんかやっぱ頼れるし、ちゃんと人間で、すごく……」

　なにを言ってるのか自分でもわからなくなってきた。

　白毫が息がかかるほど郁己に顔を寄せ、小首を傾げる。薄く開いた唇くちびるがひどく艶なまめかしい。

　あらためて見るとすごい美形だ。まるで今初めて男らしい魅み力りよくに気づいたように胸が苦しくなる。真正面から瞳を捉とらえられ、その色っぽい唇が囁ささやく声に心臓が跳ねた。

「すごく……、好きか？」

　膨ふくらんだ風船が弾はじけるように、突とつ然ぜん理解した。

「あ……」

　好き。

　わかってしまったら、想おもいが郁己の中に華はなやかに広がる。

　どうしよう、まだ触ふれられてもいないのに肌はだが熱い。

　郁己の発情は、白毫には匂においでわかってしまう。白毫の目が妖あやしく眇すがめられた。

「郁己……」

　白毫が郁己の唇を甘あま嚙がみする。それだけで感じてしまって、思わず目を閉じた。どうしよう、どうしよう、すごくドキドキする。頰ほおが熱い。もうキスには慣れたと思っていたのに。

　自然に開いてしまった郁己の歯列の裏側を、白毫の舌先がなぞる。いつもより気持ちよくて、下腹がずきずきと脈打った。

　好きだと伝えたら白毫が喜ぶとわかっているのに、自分の想いに戸惑って口にできない。

「あ……、あ、あん……」

　白毫の熱い息が首筋を通って胸に下り、小さな突とつ起きを唇で挟はさまれると、脚あしの間に挟んだ大きな体を締しめつけてしまう。

「あ……、ん……」

「郁己はここが好きか」

　舌先で胸むね粒つぶを細かく弾きながら白毫が問う。

「なん……で……」

　早くも切れ切れになり始めた息を漏もらした。

「ここを舐なめると、郁己の匂いが強くなる」

「に、おい……？」

「脇わきや、背中や、脚の間から……、いやらしい匂いが立ち上る」

　オブラートに包んだもの言いをしない素す直なおさが郁己の体を火ほ照てらせる。

「ばかっ」

　余計に匂いを強くしてしまったのだろう、白毫がうっとりと目を細めた。その表情がやたらに官能的で、足の裏までがじわりと湿しめった。

「舐めたい、郁己……」

　郁己の腕を持ち上げ、汗あせばんだ脇に白毫の熱い息がかかる。

「やだっ、そんなとこ……っ」

　くすぐったさと恥はずかしさで身を捩よじる。

　白毫は郁己の腕を押さえたまま、美味おいしいものででもあるかのように激しく舐め上げた。

　普ふ段だん触ふれることもないやわらかな皮ひ膚ふに、そんなふうに触れられればみっともないほど濡ぬれた声が漏れてしまう。

「やあぁ……っ、そこ、はずかし……、あっ、や、あ……っ」

　白毫が満足するまでさんざん喘あえがされ、解放されたときは体の力が抜ぬけきってしまっていた。郁己の白い胸の上で、いまだ濡れて色づく乳ち首くびが扇せん情じよう的に白毫を誘さそう。

　白毫に乳首の横をきつく吸われ、ちくんとした痛みに体が揺ゆれる。はっきりと形を現した乳首が刺し激げきを欲しがってつんと痛んだ。けれど乳輪の周囲に二、三度それを繰くり返され、

「ん……、ちが……」

　舐めて欲しいのはそこじゃないとねだるほど焦じれてしまう。少し焦らされただけなのに、貪どん欲よくな肉芽は再び唇で覆おおってもらうと悦よろこんで快感をより強くした。

「はぁ……」

　知らず熱い吐と息いきが漏れる。

　白毫が反対の乳首を可愛かわいがり始めたので、さっき吸われたところをちらっと見る。

　そこには真っ赤な花びらを散らしたようなキスマークが鮮あざやかに咲さいていた。白毫の独どく占せん欲よくの痕あとなのだと思うと、下腹に熱い滾たぎりが生まれて陰いん茎けいが張りを強くする。

　白毫の所有物にされている、と思うと嬉しくてぞくぞくした。もっともっと痕をつけて、白毫のものだと刻みつけてほしい。

　郁己の興奮につられるように、白毫の息が荒あらくなっていく。

「こんなに勃たち上げて……、かわいい……」

　自分のものとは思えないほど赤くぷっくりとした双ふたつの乳首を、唾だ液えきをまぶしながら白毫の指が弄いじり倒たおす。

　乳輪の周囲の肉ごとひねるように指で挟み、こねながら乳首をねじり上げる。指先で強く先せん端たんを押し潰したと思うと、バイブのように小刻みに揺らされて嬌きよう声せいが上がった。

「ああっ、もう……、いいっ、それ……、きもちい……、白毫……！」

　我が慢まんできずに上げる声に自分自身でより煽あおられて、繰り返すたび、郁己の奥で愛情が甘く広がる。

「甘い……、たまらない……」

　とろとろと零こぼれ続ける露つゆを舐め取るために舌を伸のばす表情がいやらしすぎて、胸が沸ふつ騰とうした。屹きつ立りつ全体を熱い口中に収められて吸い上げられ、腰こしが浮ういた。

「ひゃ、あ……！」

　しゃぶられて太さを増した茎くきが、白毫の口中で魚のようにびくびく跳はねる。

　尿によう路ろの小こ孔あなを舌先で抉えぐられれば、痛みに似た強い愉ゆ悦えつが湧わき上がった。意識せず、白毫の髪かみをつかんでしまう。

「そ……なの、だめ……、だめだ、白毫……！」

　ぬるり、と舌が襞ひだを舐め上げる。

「ひゃ……！」

　逃にげそうになる尻しりを、腰こし骨ぼねをつかまれて固定される。白毫は親指で尻肉を両側に引っ張り、郁己の後こう孔こうを晒さらした。

「んく……、んあ……、ああ……」

　指で拡ひろげられて口を開いた肉にく襞ひだに、白毫の舌が入り込む。唾液で濡らし上げて、やわらかく綻ほころんでから指でほぐした。すっかり柔じゆう軟なんになった粘ねん膜まくは、恋こいしい指に悦んでしゃぶりつく。ペニスとは形が違ちがえば刺激も違う。

「はあ……っ、あ、なか、引っかいて……、指でして……」

　淫いん道どうの前まえ壁かべでぷっくりと膨ふくらむ快感のしこりを指で挟まれると泣いてしまう。

　でも欲しくて。

「あああああっ！　あ……、ひ……、ああ、白毫っ、白毫……！」

「郁己……、郁己……、おまえは誰だれよりもやさしくて賢かしこくて愛らしい……。俺の自じ慢まんの花はな嫁よめだ、郁己……」

　白毫だって。

　誰よりも美しく、凜りんとしていて男らしい。郁己を守る腕うでも、愛を囁く唇も、郁己の言葉に一いつ喜き一いち憂ゆうしてしまう可愛らしさも、すべてが郁己を惹ひきつけてしまう。

「すき、白毫……！」

　触れてくる熱にいつもより溺おぼれながら、初めて口をついた言葉は無意識だった。

　言った瞬しゆん間かん、体の奥の方に熱が広がる。

「郁己！」

　白毫に激しく唇を貪むさぼられ、受け止めながら心の中で反はん芻すうする。

　大好き。

「郁己、好きだ……、好きだ郁己、愛してる……。もう一度言ってくれ……」

「ん……、すき……」

　好きと言葉を返すたび、自分の奥でゆるやかに甘く広がるもの。

　さっきよりもっと白毫に感じてしまって、どこに触れられても甘い鳴き声が上がった。

「愛してる、郁己。おまえの涙も汗も精も、全部俺のものだ」

　郁己の名を繰り返し、愛を囁き続ける白毫に耳からも蕩かされていく。

　羞しゆう恥ち心しんも吹ふき飛ぶほど甘やかされ、とても大事に抱だかれた。










「郁己さま、勝手なことをされては困ります」

　次郎丸に眉まゆを顰ひそめられ、郁己は窓の桟さんにかけた布ふ団とんをチラと横目で見た。

　敷しき布ふを外して干しているのである。

「え、だめですか。自分で使った布団くらい、自分で干したいんですけど……」

　はっきり言って、城での生活はやることがなくて退たい屈くつ極きわまりない。シロの世話も含ふくめて自分で家事をやることが多かった郁己には、なにもせずに過ごしているのが落ち着かない。

　起きてシロと散歩に行き、学校に行って、帰ってきてからシロとの夕食作りに勉強に遊びにまた散歩。毛が抜けるから掃そう除じも洗せん濯たくも欠かさなかった。

　そんな生活をしていた郁己は、てきぱき立ち働くのが性しように合っているのだ。

「できたら敷布も自分で洗いたいくらいなんですけど。洗せん濯たく機きってないですよね。洗せん濯たく板いたがあったら、やり方教えてもらえたらありがたいです」

「洗濯係の首を飛ばす気ですか。郁己さま自ら洗濯などされては、その者の仕事に不満があると言っているようなものです」

「え」

　そこまでは考えなかった。白毫に激しく求められるせいで毎晩のように汚よごしてしまう敷布を、他人に洗ってもらうなんて恥ずかしくて申し訳ないだけだ。

　けれどそう言われてしまえば手を出すわけにはいかない。

「じゃあ、他ほかになんかないですか？　世話だけされるのってあんまり向いてなくて」

　次郎丸は呆あきれたように息をついた。

「変わった方ですね。普ふ通つうは至いたれり尽つくせりで世話をされる方が楽で気分がいいでしょうに。貴人方はそのように暮らしておりますよ」

「おれ庶しよ民みんですし」

「庶民しかりです。貴族の寵ちようを受けて城や屋や敷しきに上がった方々は、みなさま遊び暮らすことに夢中になります」

　そういう人も多いだろうなと想像はつく。こちらの暮らしは郁己のいた世界より文化的にはのんびりとして遅おくれていて、生活をするだけで大変だと思うから。

「ご退屈なようでしたら、碁ごや蹴け鞠まりくらいならお相手できますが」

「それも悪くないんですけど……」

　遊びたいわけではないのだ。

　ふと、白毫が指示をして作らせたハンバーグを思い出して閃ひらめいた。

「あの、料理作っちゃだめですか。こっちにない料理とか、食べたいものもあるし。人に作ってもらうより自分で作った方が早いし好きにできますから」

　できる人がいないんだから自分でやる。それならどうかと思った。

　次郎丸は少し考えてから了りよう承しようしてくれた。

「よろしいと存じます。失礼ながら、以前のハンバーグというものはとても美味おいしそうには見えませんでしたから」

　やっぱり！　知らない人から見てもあれは不味まずそうだったのだ。

「じゃ早さつ速そくやりたいです。調理場に案内してもらっていいですか」










　料理人は壮そう年ねんの恰かつ幅ぷくのいい男だった。郁己を歓かん迎げいしているとは言い難がたかったが、断ることもできないのだろう。仏ぶつ頂ちよう面づらで迎むかえ入れてくれた。

　どこに行っても冷たい視線を向けられるのがデフォルトならば、こんな態度にも慣れなくてはならない。

「お邪じや魔ましてすみません。よろしくお願いします」

　丁てい寧ねいに頭を下げて挨あい拶さつをすれば、郁己にそんなことをされるとは思っていなかったのだろう、料理人も慌あわてて頭を下げた。

「材料を見せてもらっていいですか」

　バターは見当たらなかったが、砂糖を含めたその他の材料はひととおり揃そろっているようだった。まずはあまり時間がかからず、手順も凝こらない菓か子しから作ってみよう。

　ゆでたカボチャを潰つぶして卵と小麦粉を混ぜ、フライパン代わりの鉄板で焼き上げる簡単ケーキ。人間も犬も一いつ緒しよに食べられるこのケーキはシロも大好きで、よく作ってあげたものだ。

　朝は時間がなくてドッグフードが多かったが、シロにも食事を楽しんでもらいたくて夜は極力手作りしたものである。おやつも手作りをちょこちょこあげていた。もちろん、犬も食べられる材料を調べた上でだ。

「わたしも味見させていただいてよろしいですか」

　料理人に言われ、ちょっとびっくりした。

　人間の作ったものなど興味を持ってもらえないと思っていたから。

「もちろんどうぞ」

　料理人は一切れ口に入れて、味を分ぶん析せきするようにゆっくり咀そ嚼しやくした。

　美味しいと思ってもらえるかなと、少し緊きん張ちようする。

「ふむ……、いい味ですな。粉はうどんや天ぷら以外にもこういう使い方がありますか。人間界のものはあまり参考にしたことはありませんでしたが、料理の幅はばを広げるのにいいかもしれません」

　料理人は早速レシピを書きとめている。

　まさか参考にまでしてもらえるとは思っていなかった。

「あの……、また調理場使わせてもらっていいですか。他にも作ってみたいものいろいろあるんですけど」

　料理人は渋しぶい顔をやや弛ゆるめて頷うなずいた。

「新しい調理法を知るのはわたしにとっても悪いことではありません。時間は考こう慮りよしてもらいたいですが、またぜひ」

　嬉うれしくて、郁己の顔がぱあっと晴れやかになる。

　何度も礼を言って調理場を後にするときは、料理人の態度もやわらかくなっていた。

「ごめんなさい、お待たせして」

　調理場を出ると、自分のあとについて扉とびらを潜くぐった次郎丸に詫わびを言った。

　次郎丸は郁己の行くところへはどこでもついてくる。

「お役目ですから」

　次郎丸の言葉はそっけないけれど、郁己も慣れてしまった。ずっと調理場の隅すみで姿勢を崩くずさずに立っていた次郎丸に、作り立てのカボチャケーキを差し出した。

「いつもおれの面めん倒どうみてくれてありがとうございます。よかったら食べてください」

　次郎丸はよく見なければわからないほどわずかに目を見開き、それから慇いん懃ぎんに腰こしを折った。

「お気持ちだけ有難く頂ちよう戴だいいたします。どうぞ白毫さまに差し上げてください」

「はい、白毫にもあげます。でもこれは次郎丸さんのために作ったんです。こういうの嫌きらいだったらお礼にならなくて悪いんですけど」

　郁己が頼たのんだわけではないとはいえ、世話をしてくれる次郎丸に感謝している。礼というにはささやかすぎるが、少しでも感謝を伝えたい。

　次郎丸はすっかり定番になった「敬けい称しようは不要です」をつけてから、固辞するのも失礼に当たると判断したのだろう、うやうやしく両手で受け取った。

「では頂戴いたします」

　そこまでされるものではないので申し訳なくなってしまう。もし迷めい惑わくでも立場上受け取らないわけにいかないんだと気づいて、押しつけてしまったかと反省しかけたとき。

「甘い香かおりがしますね」

　くん、と立ち上る匂においに鼻を蠢うごめかせた次郎丸の尻尾しつぽがかすかに揺ゆれているのが見えた。

（かっ、かわいい……！）

　あまり表情が変わらない次郎丸の尻尾が喜びを表していて、震ふるえるほど可愛かわいいと思った。甘いものが嫌いでないとわかったのも、郁己のしたことを迷惑に思っているわけではなさそうなのも嬉しい。

　思わずにやけた口もとを、慌てて手で覆おおって隠かくす。しかしこらえきれない笑いが「くひひ」と漏もれてしまって、次郎丸に怪け訝げんな顔で見られた。










　それからも郁己はちょくちょく調理場に顔を出した。どうやら人間界の犬と違ちがって、食べものは人間と同じでいいらしいと知ったのは大きな収しゆう穫かくである。

　今日はバターが手に入ったので、マドレーヌを作った。郁己から話を聞いて興味を持っていた料理人が手に入れてくれたのだ。外国と取引をするこの国では、珍しい食材も入手しやすい。

　料理人は郁己が「こういうものが欲しい」というと、かなり積極的に探してくれる。料理人としての探求心を刺し激げきされるらしい。

　金属の型なども、郁己が図を描かいて説明すると職人に注文して作ってくれる。マドレーヌのシェル型も、郁己の想像通りのものができあがってきた。

　櫻子が喜ぶだろうと、焼きあがったマドレーヌをきれいな和紙に包んで、待ち合わせした四阿あずまやに持っていく。

「わあ」

　愛らしいシェル型のマドレーヌを見て、櫻子は喜びの声を上げた。

「すてき。宝物みたい。いただいてよろしいの、郁己さま」

「どうぞ」

　早速パクつく櫻子を、妹ってこんな感じかなぁと一人っ子の郁己は幸せな気分に浸ひたりながら眺ながめた。

「あ」

　そういえば櫻子は体が弱いんじゃなかったか。もしかしたら食べものの制限をしているかもしれない。まったく考えずに高カロリーのものを出してしまったので、慌てて尋たずねた。

「櫻子ちゃん、甘いものとか食べて大だい丈じよう夫ぶ？」

　櫻子はきょとんと郁己を見上げた。

「なにか問題がございました？」

「いや、前に次郎丸さんから、体弱いって聞いたような気がしたから」

　だから子どもが産めないと。そこまでは口に出せないが。

　櫻子は首を傾かしげて、少し離はなれた場所に立つ次郎丸に視線を送った。

「以前、王が国を継つがれた背景や経緯いきさつを郁己さまにお話しいたしました。櫻子さまがご病弱と申し上げたのではございませんが、お子を望めないことはお伝えしました」

　たしかになにか体に問題があるような言い方をしていたかもしれない。自分で勝手に病弱なのだろうと変へん換かんしてしまっていた。

　櫻子は、ああ、と頷くと郁己ににっこり笑いかける。

「あたし、中身が男性なんですの」

「…………はい？」

　櫻子くらいの歳では、男女の見分けのつかない容よう貌ぼうの子も多い。

　けれど櫻子は着物も女性ものを着ているし、女の子に見える。

「半月はにわりというとわかってもらえるかしら」

　聞いたことのない言葉を、次郎丸が引き取って説明する。

「つまり、櫻子さまは女性の外見をお持ちでありながら、男性的な生せい殖しよく器官を体内にお持ちなのです」

「半はん陰いん陽ようってこと……？」

「そうとも言いますわね」

　知識として、そういう人がいることは知っている。実際に会うのは初めてだが。

「わたしたちには、匂いでわかるのです。櫻子さまの匂いは完全に男性のもの。半月から子が産まれた例はありません。櫻子さまが半月と判明したので、我らは急ぎ白毫さまを探し出したのです」

　かなりぶっちゃけていて櫻子が気にしないかと心配したが、櫻子は平然としている。王家に生まれて、ものごころついたときから生なま臭ぐさい話に囲まれて慣れてしまっているのだろう。

「櫻子は兄さまが戻もどってきてくださって嬉しいわ。郁己さまみたいなお嫁よめさまがきてくださったのも。あら……、でも不思議。郁己さまって殿との方がたよね」

　それはまあ、そうである。お嫁さまと呼ばれるのもいまだ慣れない。

「お世よ継つぎはどうするのかしら」

　小首を傾げて視線を斜ななめ上に向けた櫻子の言葉が、胸に刺ささった。

　そうだ。次郎丸は血はなによりも尊いと言っていた。櫻子が子どもを産めないから、どうしても白毫が必要なのだと。

　白毫が子を儲もうけなければ、どちらにしろ白毫の代で血が途と絶だえてしまうではないか。

　気持ちの悪い黒々としたものが、腹に渦うずを巻いた。

　郁己の顔色が変わったのを敏びん感かんに察知した次郎丸は、控ひかえめに櫻子に声をかけた。

「櫻子さま。郁己さまは本日少々ご体調が優すぐれません。ご寝しん所じよに下がらせていただいてよろしゅうございますか」

「あら。ごめんなさい、気づかなくて。どうぞここで少しお休みになっていって。櫻子が部屋へ戻ります。三郎丸と四郎丸にもお菓か子しをわけてあげたいし」

　犬の姿で四阿の隅に控えていた二人は、嬉しそうに尻尾を振ふった。

「では郁己さま。美味おいしいお菓子をありがとうございました」

　三郎丸と四郎丸を伴ともなって櫻子が去ってしまうと、「お世継ぎ」という言葉が棘とげのようにちくちくと郁己の心を刺した。

「……さっきの、お世継ぎって……」

　つい口をついて出た。

　次郎丸はしばらく郁己の顔を見つめたあと、淡たん々たんとした声で口を開いた。

「郁己さまにお子が望めない以上、いずれ白毫さまには側室を持っていただきます」

　ざく、と心臓をナイフで裂さかれた気分になって目を見開いた。

「側室……？」

「血筋を絶やさぬため、数人の側室を持つのは自然なこと。白毫さまは生命力に溢あふれたお方ですから、たくさんのお子が望めるでしょう」

　心臓がぎゅうっと握にぎられて、きつく絞しぼられている気になる。白毫が郁己以外を抱だく……？

　やわらかな女性の体が白毫に寄り添そっている図を想像するだけで、苦しくて吐はき気がするほどだ。

「それ、白毫は……」

「白毫さまも当然ご承知です」

　比ひ喩ゆでなく目の前が真っ暗になった。










　ひさしぶりに、白毫が造ってくれた郁己の部屋を模した寝所に足を踏ふみ入れる。

　人間界に帰ってきたようで、不思議な気持ちになった。今までのことは全部長い夢で、自分は今でもシロを探しているんじゃないかと錯さつ覚かくした。

　なにげなく本ほん棚だなから本を一冊手に取る。

　ぱらぱらと中を開いて、ページが真っ白なことに空くう虚きよな笑いが浮うかんだ。当たり前だ。白毫は本の中身を知らないんだから。装そう丁ていは真似まねできても、中身は真似できない。

　本を戻し、窓まど際ぎわに置かれたベッドに横になる。

　大きく切り取られた四角い窓まど枠わくから差しこむ月光を、体いっぱいに浴びた。

　考えてみれば当たり前のことだ。白毫の立場ならぜったいに跡あと取とりが必要で、そのために誰だれかを孕はらませねばならない。側室なんて目くじらを立てるものではないのだ。

　けれど考えただけで胸を搔かき毟むしりたくなる。

　──白毫さまも当然ご承知です……ご承知です……。

　次郎丸の言葉が何度も頭の中を駆かけ巡めぐる。

　きっと白毫は郁己を愛していて、義務だけで女性を抱くのだろう。そういう時代が日本にもあった。めずらしいことでも郁己に対する裏切りでもないのだ。

　でも納なつ得とくできない。

　白毫は毎晩のように郁己を求める。昨夜交かわした熱ですらまだ郁己の体の奥に残っていて、白毫の声を、想おもいを、いつだって反はん芻すうできる。

　自分に子どもが産めたら、誰にも白毫を触ふれさせないのに！

「あ……」

　開いた目から、涙なみだがひと粒つぶ零こぼれ出た。

　ずっと、白毫の気持ちに流されて始まった関係だと思っていた。でももう、後あと戻もどりできないほど好きになっている。白毫の子を産みたいと思うほど。

「……くそ、女め々めしいな」

　目もとを袂たもとで拭ぬぐってため息をつく。

　できないことは仕方がない。白毫は白毫の義務がある。男らしくそこは割り切って義務を果たしてもらうべきだ。自分が白毫の立場でもそうする。

　そう考えるそばから、やっぱり白毫が他ほかの人を抱くなんて嫌いやだと思ってしまう。

　あの熱い息いき遣づかいを、獣けものの汗あせの臭においを、激しい脈動を。

　郁己以外の人も味わうなんて、我が慢まんできない。気が狂くるいそうだ。

　そうなるくらいならいっそ──。

　ちらりと、横目で張りぼてのテレビを見やる。本棚と机、アルバム。壁かべの汚よごれ。なにげない郁己の日常。

　白毫が側室を迎むかえて彼女の部屋に通い、いずれ子を儲けて、壊こわれそうな赤子をあの太い腕うでに抱く。嫉しつ妬とに狂う自分が目に見えるようだ。

　そんな光景を、指をくわえて物もの陰かげから見ているくらいなら、いっそ。

　──その前に人間界に帰ってしまいたい。

　小さな願望の種が、郁己の中で殻からを割ってむくりと顔を出した。

　側室になる人の顔を見てしまったら、自分は心こころ穏おだやかでいられないに違ちがいない。なんの罪もない女性を一方的に憎にくんで醜みにくい感情に吞のみこまれるなんて嫌だ。

　人間界に帰ったら、時間はかかってもきっと白毫のことを忘れられるだろう。忘れようと努力すれば。

　思い始めたら、急速に帰りたい気持ちが膨ふくらんでいった。

　問題は、亀き裂れつとやらがいつどこにできるかわからないこと。門を作り出せる術者を探す方が早い気がする。でもどうやって？

　郁己が白毫を受け入れてこちらの生活を楽しんでいる様子に、城の中を歩き回るくらいなら次郎丸もついてこなくなった。

　しかし郁己がもとの世界に帰る協力をしてくれる人なんていないだろう。

　どうする……、どうやったら帰れる……。白毫が側室を迎える前に……。

「郁己」

　現実的でない願望に耽ふけっている間に、いつの間にか白毫が扉とびらを塞ふさぐように立っていた。手て狭ぜまい郁己の部屋は、大おお柄がらな白毫が歩けばほんの二歩でベッドにたどり着いてしまう。

　白毫は郁己が寝ね転ころがるベッドに腰こしかけ、額の髪かみを散らしながらやさしく郁己の頭を撫なでた。

「具合が悪いそうだな」

　今まで悶もん々もんと人間界に帰ることを考えていたのに、白毫の顔を見てしまえばそんな気持ちは霧む散さんして、ずっと側そばにいたいと思ってしまう。

　嫉妬して初めてこんなに好きだと自覚するなんて滑こつ稽けいだ。

「大したことない。少し食しよく欲よくがないだけ」

　白毫はベッドに深く腰こしかけ直すと、一度郁己の頭を持ちあげて自分の腿ももに乗せた。

「郁己はよくこうして膝ひざ枕まくらをしてくれたろう」

　郁己が窓横の壁に寄りかかったままテレビを見たり本を読んだりしている間、シロは郁己の腿に頭を乗せていることが多かった。ときおり頭を撫でてやると嬉うれしげに目を細めた。

　思い出して、胸の中が温かいもので満たされていく。

　月の光を浴びながら白毫に頭を撫でられるのは気持ちよかった。このまま自分の方が犬になってしまえればと思った。

「白毫……」

「なんだ」

「いくらおれに種なんかつけても、子どもできないよ」

　少しだけ嫌みを言いたくなったのだろうか。言うつもりはなかったのに、そんな言葉がぽろりと口から零こぼれた。

「そんなことは知っている。知ってて伴はん侶りよにしたんだ。どうした、子どもが欲しいのか」

　郁己が答えないでいると、白毫は口こう端たんをつり上げてにやりと笑った。

「俺はいらない。たとえ我が子とだって、おまえを分け合えるほど心が広くない」

　白毫らしい情熱的で子どもっぽい言いぐさに、ほほ笑えんでしまった。

　捨てるくらいなら殺せと叫さけんだ白毫は、郁己が同じことを言ったら殺してくれるのだろうか。

　くだらないことを考えてしまった自分が嫌で、ただ純じゆん粋すいにシロを好きでいた頃ころが懐なつかしく感じられた。

「白毫、シロになって」

　今夜はシロの毛皮に包まれて眠ねむりたい。白毫は体を離はなすと、すぐに犬の姿になった。郁己の横に伏ふせの形で寄り添い、そっと鼻を寄せる。

「シロ……、大好き」

　シロはぺろぺろと郁己の顔を舐なめる。

　くすぐったくて嬉しくて、自分に向けられる一いち途ずな愛情に安心して、郁己は目を閉じた。










「え。いいんですか？」

　次郎丸から城下町を見学しませんかと声をかけられて、郁己は数日ぶりに晴れやかな声を出した。

「郁己さまのお元気がないと白毫さまが大層ご心配されまして。遊びに連れて行ってやってくれと」

　白毫はこのところ政務が忙いそがしく、深夜を過ぎてから帰って来たり、ときには帰ってこないことすらある。

　戻もどって来たときは激しく体を求められるものの、あれから郁己はどうしても抱だかれる気になれず、夜の営みは拒きよ否ひしていた。

　白毫は無理に抱こうとはせず添そい寝ねだけしてくれる。申し訳ない気持ちにはなるが、鬱うつ屈くつを晴らせないでいた。特に夜一人でいると叫びだしてしまいそうで、そんなときはもとの世界に帰りたくてたまらなくなる。

　気を紛まぎらわせるテレビやゲームセンターや人づきあいが欲しい。

　誰かと思い切り騒さわいで、カラオケで大声を出して、スポーツで汗を流して、くたくたに疲つかれて眠ってしまいたい。

　けれど実際は日がな一日城の中であまり体力を使わない作業をして過ごし、のんびりと日が暮れるのを待つような生活だ。

　苦しくて。苦しくて。

　自分がこんなに苦しいのに、なんで側にいてくれないんだと理り不ふ尽じんな文句を言ってしまいそうなくらいには心細い。

　だがいつ白毫の口から側室のことを聞かされるかと思うと、人間界に帰りたい想いは溢あふれる寸前の水のように心を満たしていた。

　そんな中で、この誘さそいは心が浮うき立った。

「人間のままでは目立ちますので、変装はしていただきますが」

「はい！」

　外に出られると思うと、素す直なおにわくわくした。ストレス溜たまってたんだなぁと、いささか自分に同情する。

「白毫は行かないんですか？」

「白毫さまはここのところ追いかけている案件の大おお詰づめで忙しくしていらっしゃいます。じきに片がつくでしょうから、お寂さびしいのはもうしばらくのご辛しん抱ぼうですよ」

　郁己の元気がないのが白毫に構ってもらえていないせいだと思われているらしいことに、少し赤面した。

　破天のところに連れて行かれ、術で耳と尻尾しつぽを生やしてもらう。髪も白くするよりは黒犬のフリをした方が楽だろうと、黒い犬耳と尻尾である。

「ほっほ、よくお似合いですぞ」

　あくまで飾かざりらしく自由意思では動かせないが、ちょっと見たくらいでは偽にせ物ものとわからない。人間の匂いをごまかすために匂い袋ぶくろを体中に押し当てて香かおりをすりこまれ、さらに女物の被かぶり物をして顔もあまり見えないようにする。念の入った準備だ。

「不自由とは存じますが、わたしから離れませぬよう」

　城の下働きと同じ服装に身を包んだ次郎丸に先導されて、なぜか櫻子と三郎丸四郎丸もついてくる。連れが多い方が楽しいから郁己も嬉しいが。

「お忍しのびで町ってあたしもひさしぶり！」

　はしゃぐ櫻子と手を繫つないで、喧けん騒そうでにぎわう通りをきょろきょろしながら歩いていった。

　まるで時代劇のセットに迷い込んでしまったようで、ドキドキしつつも面おも白しろくてたまらない。テレビで見たような古着屋や米問屋、道みち端ばたには行商人。

　犬が書状のようなものを咥くわえて通りを走っていったときはびっくりして、

「あれなに？」

　と次郎丸に尋たずねた。

「飛ひ脚きやくです」

「へえ！」

　やっぱり犬なんだ。

　面白いものを見て、ここ数日沈しずんでいた心がきれいに晴れ渡わたった。

　一行は道端で風車を売っている行商人のところで足を止めた。風にくるくる回る風車が万まん華げ鏡きようのようで、櫻子が見み惚とれている。三郎丸と四郎丸も犬らしく回るものが大好きなようで、頰ほおを紅潮させて見つめている。今にも飛びかかりそうだ。

「これを一つ」

「へい！」

　次郎丸が行商人に声をかけると、櫻子が嬉しそうに風車を一本手に取る。次郎丸はほとんど油断なく郁己の周囲に気を配っていたが、代金を払はらうために数歩離れたとき。

　郁己のうしろを通りすぎた男が、郁己の耳にしか届かないような声で「帰りたくはないか」と囁ささやいていった。

　ギョッとしたが、男はすぐに通りの向かいの草ぞう履り屋に入ってしまった。

（なんなんだろ、今の……）

　郁己に言っていったのは間ま違ちがいない。帰りたいとは人間界のことだろうか。まさか。

　妙みように胸が騒ぐ。

　聞き間違いかもしれないが、気になって仕方ない。

　ちらちらと草履屋に視線を送る郁己に気づいた次郎丸が声をかける。

「どうかなさいましたか、郁己さま」

「あ、う、ううん。ちょっと……、あ、足痛いなって。慣れない草履のせいかも。あのお店で少し鼻はな緒お弛ゆるめてもらったりできないかな……」

　次郎丸はやや怪け訝げんな顔をしたが、すんなりと了りよう承しようした。

「気がつかず、申し訳ございませんでした」

　噓うそをついてしまったことに罪悪感はあるが、それより男のことが気になる。

　店に入ると、愛あい想そのいい中年の男が郁己たちを迎むかえた。服装から、郁己に声をかけた男なのは間違いなかった。

「店主。こちらのお方の鼻緒がきついようだ。みてやってくれ」

「はいはい。失礼いたします、お嬢じようさま」

　店主は女性ものの服装を纏まとった郁己の足もとにしゃがみ込み、足袋たびに包まれた足と鼻緒の間に指を挟はさんで具合を確かく認にんする。

「そうですね。いささかきついようです。ちょいと直しますので、お借りいたしますよ」

　店主が郁己の草履を持って奥に引っ込む。

　櫻子たちは店先で風車を回して遊んでいる。次郎丸は真っ直すぐ立ったまま郁己の横顔を眺ながめていた。

「郁己さま」

「はい」

「側室のことが気になりますか」

　ずばり核かく心しんを衝つかれて動どう揺ようを隠かくせなかった。次郎丸から側室の話を聞いてから郁己の元気がなくなったのだから、次郎丸にはわかっていたのだろう。

「白毫さまのお心は郁己さまにございます。何人側室を抱かかえようが、ご正室は郁己さまお一人。大きく構えていらっしゃればよろしいのです」

　郁己の心を踏ふみにじるような言動に、愕がく然ぜんとした後にふつふつと怒いかりが湧わいた。

　次郎丸にとって大切なのは国と白毫。郁己など二の次ですらないのである。

　彼の立場上、それが正論なのは理解している。そのことで次郎丸を責めるつもりはない。けれどそれは郁己の正論ではないのだ。

　なにも言わず顔をうつむけた郁己と次郎丸の間に、重い沈ちん黙もくが落ちる。

　心がざわついてたまらなかった。無理やり連れてきて婚こん姻いんの儀ぎに巻き込んだ挙げ句、郁己が白毫を好きになったら今度は他ほかの女性も宛あてがうという。

　あまりにも郁己の気持ちがないがしろではないか。どんな想いで逃げられもしないこの場所で、側室のことを頭から追い出そうとしていると思っているのだ。怒りで涙なみだも出ない。

　耳が痛くなるような沈黙を破ったのは、人の好よさげな店主の声だった。

「お待たせいたしました、お嬢さま。旦だん那なさま。こちらで履はきやすくなったと思いますよ」

　店主が郁己の足に草履を履かせる。

　足裏に当たる布地に、さきほどとは違ちがう感かん触しよくがあった。布地をめくった下に、なにか薄うすいものが忍ばされている。たとえば、折りたたんだ紙のような──。

　店主の目を見ると、彼は郁己の目を見返して、小さく頷うなずいた。郁己ののどがごくりと鳴った。










　城に戻もどると、慌あわてて草履の布を剝はがしてみる。

　中から出てきたのは、薄うす紙がみを折りたたんだ手紙だった。勢い込んで紙を広げて文字を目にした郁己は驚きよう愕がくする。

「よ、読めない……」

　やたら達筆な筆文字は、郁己が普ふ段だん使っている文字とは全然違う。

　よく巻物に書かれているようなあの字体だ。

「困ったな」

　状じよう況きようからいって、白毫や次郎丸に見せられるものではない。かといって……。

　しばらく考えたあと、ぴんとくる人物を思い出した。櫻子が遊び相手にしているという、あの黒霧丸はどうだろう。

　彼ならこっそりと読んでくれると思う。もしその上でまずい内容だとしても、お願いすれば黙だまっていてくれるかもしれない。

　どうしても手紙の内容が知りたくて、郁己はいそいそと櫻子に使いを出した。料理の手伝いが欲しいから、黒霧丸を貸してくれないかと。

　ほどなく、黒霧丸が息を切らしてやってきた。

「ごめんなさい、呼びつけちゃって」

「郁己さまのためなら喜んで！」

　黒霧丸の尻尾しつぽがぶんぶんと左右に揺ゆれている。

　郁己は調理場でゆっくりと牛乳をかき混ぜて煮に詰つめながら、料理人が席を外すのを待って手紙を取り出した。

「文字？　へえ、読めますが……、手紙ですか」

「はい。で、内容は他の人には秘密にしてほしいんです。おれもなにが書いてあるかわからないから、なんでもないことなら別にいいんですけど」

　秘密と言われて、黒霧丸の顔が引き締しまった。

「承知しやした。では失礼して」

　郁己は息を潜ひそめて黒霧丸が文字を目で追うのを眺める。

　黒霧丸の表情が驚おどろきから険しいものに変わっていく。固かた唾ずを吞のんで黒霧丸が口を開くのを待った。

「こりゃあ……。郁己さま、これは本当ですかい。郁己さまが攫さらわれてきて、無理やり白毫さまの伴はん侶りよにさせられたってのは」

「えっ！」

　そんなことが書いてあるとは夢にも思わなかった！

「俺ぁまたてっきり郁己さまと白毫さまが相思相愛だと思ってたから、結けつ婚こんを喜んだんであって」

「え……、と……、最初はまあ、強ごう引いんだったかな……。あ、でも今はちゃんと好き！」

　黒霧丸はさらに険しい顔をした。

「そうですかい。それならいいんですが……。手紙にはこう書いてありやす。もし郁己さまが犬界を逃にげ出して人間界に戻りたいなら手助けすると。門を作れる術者を用意して待ってるそうです」

「うそ……」

　降って湧いた誘さそいに、心が大きく揺れ動く。

「でもなんで？　どうしてあの人はそんなことしてくれるの」

「手紙によると、こっちの世界に迷い込んだ人間を向こうに帰してやることを目的とした有志の団体のようですね。そういうのがあるのは聞いたことありやす。俺みたいなのが言うのもなんですが、こっちでの人間の扱あつかいは大たい抵ていひどいもんです。精や乳が出なくなったら殺されて血を抜ぬかれるのが常ですから。親切心から逃がしてやりたい人たちもいるんでしょう」

　どうしよう。城内では最近郁己の存在に慣れつつあるが、外では人間は嫌きらわれていて、郁己はこの先もずっと不自由な生活を強しいられる。

　それでも白毫と愛し合えればと思うのに、彼はこれから側室を迎えようというのだ。

「こう言っちゃなんですが、郁己さま。こちらの世界に人間がいて、いいことなんて少ないと思いますよ」

　黒霧丸の言葉が胸に突つき刺ささる。

「俺ぁ、そりゃあやさしい郁己さまが好きで、できたら残って欲しいとは思いやすがね。郁己さまの幸せを想おもえば、帰ることをおすすめしやす」

　黒霧丸が、真しん摯しに郁己のことを考えてくれているのがわかる。

　頭の中に、白毫や櫻子の顔がぐるぐると巡めぐった。脚あしが震ふるえる。

　脂あぶら汗あせを滲にじませながら考え込む郁己に、黒霧丸はダメ押しのようにつけ加えた。

「相手の指定は今夜。それを逃のがせば次はないかもしれねぇそうです」










　城の朝は早い。五時前にはみんな起きて動き出すので、夜九時には消灯してしまう。

　白毫は今夜もまだ戻っていない。

　九時になり、次郎丸が退出した。代わりに不ふ寝しん番ばんが郁己の寝しん所じよの外に座り、一晩中警護をする。

　数十分経たったところで、郁己は不寝番に声をかけた。

「すみません、水差しを倒たおしてしまって。のどが渇かわいているので新しい水をいただけないでしょうか」

　不寝番はすぐに郁己の枕まくらもとに零こぼれた水を拭ふくと、代わりのものを取ってくると言って寝所を出て行った。

「ではその間、厠かわやに行かせていただきますね」

　不寝番の背中に声をかけた。

　ほんの数分だが、これで不寝番が寝所に戻って来たときも時間が稼かせげる。

　郁己は急いで寝所を出ると、足音を忍しのばせて廊ろう下かを小走りに進んだ。

　外では黒霧丸が待っていることになっている。土地に不案内な郁己を連れて、草ぞう履り屋まで連れて行ってくれるのだ。黒霧丸を巻き込むのは本意ではなかった。郁己の手引きをしたことがバレたら、命だって危あやうい。

　躊躇ためらう郁己に黒霧丸は、

「郁己さまに助けていただいた命です。いつでも捨てる覚かく悟ごはできていやす」

　と自分の胸を叩たたいて頼たよってくれと言った。

「俺ぁこう見えても兵士崩くずれなんです。助けてもらって恩を返さないとあっちゃあ、俺の自尊心が許しませんや」

　熱意に押され、とうとう頷いた。

　次郎丸に心無いことを言われ、帰りたい気持ちが高まっていた。どうせここにいても他ほかの女性の元に通う白毫に傷つくだけだ。

　迷うほどの時間がなかったのも決断を後押しした一因である。

　もし郁己が部屋を出るまでに白毫が帰ってきたら、この計画は潰つぶれただろう。彼は郁己を見み逃のがさないし、郁己も白毫の顔を見たらきっと足が動かなくなる。

　最後に会えなかったのは、幸か不幸か──。

「郁己さま、こっちです！」

　庭の茂しげみの奥から、黒霧丸が手招きする。郁己は黒霧丸に走り寄った。

「いいですか、しっかりつかまっていてください。郁己さまの手を引いて二本足で走るより、背中に乗せて走った方が速ぇです。草履屋まで走れば後は向こうで運んでくれやすから、そこまで全力疾しつ走そうしやすよ」

　返事をする間もなく、黒霧丸は大きな黒犬になって、郁己を背負って走り出した。

　郁己の目には暗くら闇やみにしか見えない森の中を、葉を蹴け散ちらす音を立てて疾走していく。

　整備された道を行くより、森を直線で抜ける方が距きよ離りが短い。人目にもつかずに済む。

　走って、走って、黒霧丸の体が汗あせで濡ぬれて熱くなっているのがわかる。

　はっはっはっと荒あらい息が闇やみ夜よに溶とけていく。

　今いま頃ごろ城では郁己がいなくなったと気づいた頃ころだろうか。

（白毫……）

　白毫の悲しげな顔を想像して胸がじくじくする。ぎゅっと目を瞑つぶって白毫の残像を頭から追い出した。

　町のはずれにたどりつくと、黒霧丸は郁己を下ろした。

　通りはまだ人々がそぞろ歩いており、これなら目立たずに紛まぎれて歩けそうだ。郁己は黒霧丸の用意してくれた布を頭からかぶり、一いつ緒しよに通りを進んで草履屋に駆かけ込んだ。

「おお、お待ちしておりましたぞ！　よく来てくださいましたな」

　草履屋は満面の笑えみで二人を迎むかえた。

　黒霧丸は力ちから尽つきたように床ゆかに転がって舌を出している。

「手紙……、ありがとうございました」

「いやいや、あなたさまの境きよう遇ぐうを、城で働いている縁えん者じやから聞きましてな。あまりにお気の毒で、お助けせねばと思ったんですよ」

　親切な人なんだろう。

「ささ、ここから先はウチのものが背に乗せて術者の待つ場所へお連れしますよ」

　草履屋が促うながすように郁己の肩かたに手を置くと、急に現実感が襲おそってきた。

　勢いに任せて飛び出してきてしまったものの、本当に後こう悔かいしないだろうか。このままシロに、白毫に会えなくなって、自分は本当に──？

　結婚の証あかしだと指輪代わりに白毫がくれたブレスレットが袂たもとから覗のぞいて、急速に頭の中が白毫への愛いとしさで占しめられていく。

「……っ、」

　足が動かない。

　捨てないでくれと叫さけんだ悲痛な声。

　郁己に着せたかったと、花はな嫁よめ衣い裳しようを贈おくりながら目を細めた嬉うれしそうな顔。

　郁己郁己と繰くり返し、何年も郁己のためだけに努力してきた。

　──俺の、お嫁よめさんになってください。

「白毫……」

　ぽろりと涙なみだが零れた。自分は「はい」と答えたのだ。それが答えじゃなかったのか。

「郁己さま……」

　黒霧丸が心配そうに声をかける。

「かえ、ら、ない……」

　忘れられるわけがない。シロがいなくなって、自分の半分がなくなったみたいな痛みと悲しみに暮れた。その想いに、今は白毫への愛情も重なっている。

　白毫はもっともっと、狂くるおしいほど郁己を求めて暴れ回ったのだ。そんな思いをもう一度好きな人にさせるのか。

　あれほど郁己を求め、欲ほつしてくれる人は今後現れない。そして郁己もぜったい、白毫以上に大事な人なんてできない。

　彼の側そばに誰だれかが来ることを想像しただけで逃にげ出したくなるほど、好きな人なんか──。

「ご、めんなさい……、おれ、帰れません。せっかく呼んでくれたのに……。黒霧丸さんも、本当にごめんなさい……」

　頭を下げる郁己の顎あごをつかむようにして、草履屋が乱暴に郁己の顔を上に向かせた。

「おっと、せっかくの涙を床に零すなんてもったいない」

「なにを……」

　草履屋が長い舌を伸のばして、郁己の涙を舐なめ取った。そしてぶるりと胴どう震ぶるいして、感かん嘆たんしたような息をつく。

「ほぉ～、これが人間の体液の味。素す晴ばらしい。涙でこれなら、精液はさぞ天にも昇のぼるような美味なんでしょうなぁ」

　にんまり笑って唇くちびるを潤うるおした草履屋の表情にぞくりとした。

「なに……」

「郁己さまっ！」

　黒霧丸が叫ぶ。

　突とつ然ぜん背後から郁己を羽は交がい締じめした腕うでに驚おどろいて、首だけを後ろにひねって相手を見た。

「若い男。しかも上玉じゃないか。よくやったぞ草履屋」

「へへ、どうも」

　郁己を羽交い締めしているのは、ラブラドールのような洋犬の特とく徴ちようを持つ犬人間だった。背後に数人、同じような姿の犬人間が見える。

　草履屋がいやらしい笑みを浮かべた。

「人というのは単純でな。時間の制限をつけるとみんな焦あせってやって来る。考える余裕を与えないのがコツなんだよ」

　罠わなだったのだと気づき、郁己の体温がすうっと下がっていく。

「郁己さまを放せ！」

　黒霧丸がラブラドールの脚あしに嚙かみつこうとするが、疲つかれきっていた体は簡単に蹴け倒たおされて壁かべまで転がった。

「騒さわがれると面めん倒どうだ。そいつも連れて行け」

　郁己を羽交い締めした男が命令し、黒霧丸が縛しばり上げられた。

　口に覆おおいをされて荷物のように肩に担かつがれ、草履屋の外に出る。

　町からなだらかに続く小高い岩山の上の白毫の城に、まばゆいほどの灯あかりが灯っていた。郁己がいなくなったことがわかって捜そう索さくの準備をしているのだ。

「行くぞ」

　郁己たちを担いだ男たちは、城とは反対の方角へ向かって駆けだす。

　遠ざかっていく城の灯りを見ながら、自分の浅はかさゆえに黒霧丸を巻き込んでしまった後悔が胸を圧あつ迫ぱくした。










　途と中ちゆうから薬を嗅かがされ、目が覚めたときは板いた敷じきの床に横になっていた。

　頭が痛む。目を開けるとひどく目眩めまいがする。

　すん……、すん……、と洟はなを啜すするような音が聞こえ、郁己は顔を上げてギョッとした。

　小部屋の片かた隅すみに、数人の小さな子どもが蹲うずくまっていたからである。

「きみたちは……」

　幼児から十に満たないくらいの子どもが五人ほど。みな真っ白な耳と尻尾しつぽを持ち、怯おびえた表情で団子のように固まって震ふるえている。

　郁己のすぐ隣となりには、黒霧丸が後ろ手に縛られて床に転がされていた。壁から伸びた太い鎖くさりを首にかけられ、本物の犬のように繫つながれている。殴なぐられた顔は青黒く腫はれあがり、体にもあちこち怪け我がをしていて痛々しい。

「う……」

　黒霧丸が顔を顰しかめる。

「黒霧丸さん！」

　郁己自身も、逃げられないように後ろ手に縛られているが、鎖はかけられていない。不自由な体で起き上がって、黒霧丸の隣に膝ひざをついた。

「郁己……さま……」

「黒霧丸さん……、どうしよう。ごめんなさい、おれのせいで……！」

「謝らねえでくださいよ、郁己さま……。こんな怪我なんでもねえです。もっとひどい目にはいくらでも遭あったことありますんで……。それより、俺もこんなことになるとは知らねえで郁己さまに帰れと勧すすめたりして、すまなかったです」

　郁己は首をぶるぶると横に振ふった。

　黒霧丸は手伝ってくれただけだ。浅はかな郁己が決めたこと。後悔してもしきれない。

　それにしてもここはどこなんだろう。

「ふえ……」

　子どもたちから泣き声が聞こえて、ハッと顔を上げた。

　一人が顔をくしゃくしゃにした。涙はすぐに伝でん染せんし、全員がしくしくと啜り泣きを始めた。

「きみたちは、いったい……」

　貧しい身なりの子もいるが、かなり上等な着物を着た子どももいる。どの子も大層愛らしく、もしや郁己と同じく攫さらわれてきたのではと思った。子どもたちは非力なせいか、郁己たちと違ちがって縛られてはいない。

　こんな子たちがなにをされるのかと思ったら、郁己の胸が激しく痛んだ。

　まずはここから抜ぬけ出せないかとたった一つのドアを押してみるが、当然のように鍵かぎがかかっていて開かなかった。

　となると、脱だつ出しゆつのためにできることは現時点ではなにも思い浮うかばない。

　泣きじゃくる子どもたちを助けてあげられるわけではないが、少しでも恐きよう怖ふを取り除いてやりたいと思った。郁己だってこんなに不安で怖こわいのだから、子どもたちが怖くないわけがない。

　一いつ緒しよに暗い顔をして泣いたって、余計に怯えさせるだけだ。こんな状態でもなにかできることは……。

　郁己はごくりと唾つばを飲むと、努めて明るい声を出して子どもたちに話しかけた。

「みんな、こんなところにいるの退たい屈くつだよね。お歌は好きかな。お兄さんが歌ってあげるから、一緒に歌おう？」

　子どもたちは、すん、と洟を啜って郁己を見る。

　郁己は安心させるようににっこり笑った。

「みんなの知ってそうなお歌は知らないから、お兄さんの知ってるお歌になるけど」

　警けい戒かいする子どもたちからは反応がないが、構わず続けた。

「明るいのがいいかな」

　子どもたちが馴な染じみやすそうな明るいものをと考えて、小学校のときに習った陽気な南の島の歌やアニメソング、浦うら島しま太た郎ろうや金きん太た郎ろうの童話歌などを次々歌う。

　二、三曲歌うと、郁己の方ににじり寄る子どもがでてきた。さらに歌うと、子ども同士目を見み交かわし、郁己に近づいていいのかなという空気が生まれた。

　やがてわらわらと郁己の側そばにやってくると、今度は安心して寄り添そえる大人を見つけたとばかり、みんなで郁己にくっついてくる。

　泣き濡ぬれた不安げな瞳ひとみに信しん頼らいを寄せて見つめてくる子どもたちを、なにもできなくても守ってやりたいと強く思った。

「さっきのおうた、もういっかいききたい。トナカイさんの……」

　小さな声でリクエストされ、クリスマスの歌を歌った。

　子どもたちの目が、少しずつ生気を取り戻もどしていく。

「クリスマスってなあに？」

「あ、そうか。知らないよね、クリスマスっていうのは……」

　不安の裏返しで、今度はいろいろ郁己に話しかけてくる。一つ一つ丁てい寧ねいに答えながら、不安に押し潰つぶされそうな気持ちを無理やり押し込めて笑え顔がおを作った。

　子どもたちはいつしか郁己に寄りかかるようにして眠ねむってしまった。目もとが赤く腫れた寝ね顔がおを見ながら、この子たちだけでもなんとかしてやりたいと思う。　>>>♥

　ガチャガチャと扉とびらの鍵が開く音がした。

　緊きん張ちようしながらドアを睨にらみつけていると、汚よごれた身なりの男が入ってきた。郁己をじろりと見て、

「来い、人間」

　と短く命ずる。

　目を覚ました子どもたちの間に、再び泣きそうな空気が漂ただよった。郁己はできるだけ安心させるように笑いかけて立ち上がる。

「大丈夫だよ。お兄ちゃん、ちょっと行ってくるけど、きっとまた戻ってくるから」

　子どもたちは不安げな瞳に涙なみだを溜ためたまま、こくんと頷うなずいた。

　男は郁己を縛っていた縄なわをほどき、歩けと背中を押した。

　廊ろう下かに出て違い和わ感かんを覚える。やけに狭せまい廊下には窓もない。地下室だろうか。

　手すりもない急な階段を上らされて、装そう飾しよくのついた扉の部屋へ通される。中にいた男に声をかけられてどきっとした。

「ようこそ、可愛かわいいお人形くん」

　豪ごう奢しやな革かわ張ばりの椅い子すに座って長い脚を組む、西洋の服に身を包んだ男がうっすらとほほ笑みながら郁己を見ていた。

　金色の髪かみに、垂れた犬耳を持っている。郁己を攫った洋犬と同じ種類だ。

　美しい顔立ちをしているが、茶ちや褐かつ色しよくの目は冷たい。

「だれ……？」

「私はランバート。きみの新しい飼い主だよ」

　ほほ笑んだまま言うのにゾッとした。

「……変なこと言わないでください。おれ、帰ります」

「帰れるわけないだろう。きみは私に買われたんだ」

　ランバートは立ち上がるとゆっくり郁己に近づいてきた。

「こちらへは仔こ犬いぬの買いつけに来ていたんだがね。知ってるかい、こちらの犬は海外でとても人気が高いんだよ。特に真っ白の可愛い仔犬はね」

　ランバートの目の中に、気味の悪い光を見て一歩後ろに下がった。

　彼らにとってみれば犬人間は同族じゃないのか。それを商品呼ばわりすることに、言いようのない不快感を覚えた。

「船に仔犬を積んで帰るのさ。きみのような珍めずらしい土産みやげが手に入ったから、急きゆう遽きよ出航を早めたんだ。人間の、しかも若くて美しい黒髪なんてめったにお目にかかれるものじゃない。大枚をはたいたんだよ。早く友人たちに見せびらかしたい」

　なにを言ってるんだこの人は。ではさっきの子どもは、売るために買われたというのか。堂々と人身売買を口にするなんてまともじゃない。

　しかも。

「……船？」

　ランバートはにやりと口こう端たんをつり上げた。

「ここはもう海の上だよ。どうやったってきみは帰れない」

「そんな……」

　急に体が不安定になったような気がした。

「待ちきれないよ。きみが目覚めるのを今か今かと待っていたんだ。さあ、味見させておくれ」

「こないで！」

　近づいてきたランバートを拒きよ絶ぜつして手足を振り回す。ランバートはやや眉まゆを寄せた。

「元気なのはいいことだが、粗そ野やはいけない。国に着くまでにみっちり仕込んでやろう。鞭むちを使えば早いけれど、自じ慢まんする前に傷をつけるのは私も不本意だからね。さて、どうしようか」

　完全に愛あい玩がん奴ど隷れい扱あつかいの言い方だ。

「そうだ、あれならどうかな」

　ランバートはなにかを思いついたようで、ドアの外に控ひかえているらしい使用人になにごとかを言いつけた。

　ややして部屋に連れて来られたのは、ぐったりとした黒霧丸だった。

「黒霧丸さん！」

　黒霧丸はもののように床ゆかの上に投げ出された。郁己は慌あわてて駆かけ寄り、黒霧丸を抱だき起こす。連れて来られる間にさらに殴なぐられたようで、口端から血を流していた。

「さあ、その薄うす汚ぎたない黒犬を助けたかったら、こっちにおいで坊ぼうや」

　ランバートがにやにやしながら椅子に腰こしかけている。

　郁己は憎ぞう悪おを込めた目でランバートを睨みつけた。

「いいね、その目。ぞくぞくするよ。早く涙で曇くもるところが見たいものだ」

　ぎりりと奥歯を嚙かむ。黒霧丸は震ふるえる息の中で喘あえぐように声を出した。

「郁己さま……、俺のことは、いいですから……」

「そんなわけにはいかないです」

　放ほうっておいたら死んでしまう。

「郁己というのかな。可愛らしい名だ。きみが上手に私に奉ほう仕しできたら、その野の良ら犬の手当てをして食事を与あたえてやろう」

「郁己さま……」

　黒霧丸が目で引き止める。だが自分のせいで黒霧丸が怪け我がをして苦しんでいるのだ。

　郁己は立ち上がると、薄うすら笑いを浮かべるランバートを睨みつけながら歩いていった。

「いい子だね。じゃあこの椅子に座って、両りよう脚あしを開いて肘ひじかけに乗せてごらん」

　郁己の頰ほおに朱しゆが散った。そんな恥はずかしい格好！

　夜着は薄い一枚仕立てで、そんなことをしたら局部が丸見えになってしまう。郁己は褌ふんどしに慣れず、睡すい眠みん時じはつけていない。

　けれどやらないという選せん択たく肢しなどない。羞しゆう恥ちを押し殺して、ランバートが立ち上がったあとの椅子に腰をかけて、命令通り肘かけを膝ひざで跨またいだ。

　着物の裾すそは大きく広がり、郁己の下半身を余すところなく晒さらす。

　ランバートはねっとりとした視線で郁己の陰いん部ぶを嬲なぶりながら、満足そうに頷いた。

「いいね……。日本の着物は開はだけやすくて実に卑ひ猥わいだ。褌をつけていないなんて、きみはもしかしてそういう商売の子なのかな」

　カッと顔が火ほ照てる。

「ふふ。そうだとしても不思議はないな。なにせ人間の精は極ごく上じようの嗜し好こう品。むしろ無む垢くなんて不自然だ。残念ではあるがね」

　言わせておけ。なにを言われてもされることは変わらない。

「私はきみの味を知りたくてたまらない。躾しつけは後にして、まずは精を搾しぼらせてもらおう」

　ランバートが小こ瓶びんを取り出し、郁己の口に宛あてがう。飲めというのだ。

　酒だろうか。ツンと刺し激げきのある甘ったるい匂においがする。

「毒ではないから安心して飲みなさい。せっかく手に入れたきみを壊こわすようなことはしないよ。ちょっと気持ちよくなる薬だ」

　怪あやしいものを飲まされることに抵てい抗こうはあったが、ランバートの言う通りすぐに殺されることはないだろう。

　意を決してひと息で呷あおると、どろりとした甘苦さに思わずむせた。

「薬が効いてくるまでの間、先に奉仕してもらおうか。私になにか言われたら、すべて〝はい、ご主人さま〟と答えなさい。否いなは聞きたくない」

　屈くつ辱じよくで頭がくらくらする。

「返事は？」

「……はい、ご主人さま」

　ランバートは郁己の着物の襟えりから指を忍しのびこませると、汗あせばむ肌をツッと指先でなぞった。薄気味の悪い冷たい指の感かん触しよくに総毛立つ。

「若い子の肌は美しい。滑なめらかで、象ぞう牙げのようだ。郁己、きみの歳は？」

「……十八」

「そう。幼い顔立ちをしているから十四、五かと思ったよ」

　ランバートは顔を背そむける郁己を楽しげに見つめ、可愛がるように頰にキスを落とした。この感触を拭ぬぐって消してしまいたい！

　ランバートが立ちあがり、ボタンで留めてあった前立てを外し、男根を取り出す。

「咥くわえなさい」

「はい……、ご主人さま……」

　すでに半はん勃だちの雄おすを唇くちびるに押しつけられ、吐はきそうになりながら口に咥える。

　白毫にだって自分の意思でしてあげたことないのに！

「どうした、商売で慣れているんだろう？　手と口を使いなさい」

　目を瞑つぶって、口中をいっぱいに満たす肉の塊かたまりを出し入れする。できるだけなにも考えないように頭を空っぽにして。

　単調に頭を前後するだけの動きに、すぐに不慣れなことを悟さとられてしまった。

「もしかして初めてなのか？　そうかそうか、これはいい」

　ランバートの顔が喜き悦えつに歪ゆがんだ。

　郁己の頭を押さえ、ゆっくりと雄を吞のみこませては、引き抜ぬいた。これがおまえの主人の形であると刻みつけるように。

「唇を窄すぼめて……、そう、挿れるときは吸って、出すときは舌で追いすがるように。きみの愛いとしいご主人さまに気持ちよくなってもらおうと思うんだよ」

　図ずう々ずうしい命令に脳がはち切れそうだ。

　主人というならば、白毫しかいない。愛したいと思うのは白毫だけ。

「ふっ……」

　ランバートの先走り量はやはり犬のそれだ。郁己の狭せまい口こう腔こうでは収まりきらず、ずるずると出入りする肉棒に絡からまって、粘ねん液えきが唇から糸を引いて滴したたり落ちる。

「ああ……、下手だね郁己。でもそこが可愛かわいいよ……、私がたくさん教えてあげよう」

　ランバートが頰を上気させながら、郁己の口こう淫いんの不器用さに興奮している。

「見てごらん、きみのお友達が見ているよ。恥ずかしいね」

　ぎく、と体を強こわばらせた。

　極力意識から追いやろうとしていたのに、嫌いやでも黒霧丸の存在を意識してしまう。それでも黒霧丸を見ないよう目を閉じているのに、ランバートは容よう赦しやなく辱はずかしめを与えようとする。

「見ろと言ってる」

　前まえ髪がみをつかまれ、薄うす目めでそろそろと床の上を窺うかがう。

　黒霧丸は屈くつ強きような男に抱きかかえられ、しっかりと顔を固定されて、郁己の痴ち態たいを見つめていた。

「……っ、ゃ……」

　黒霧丸と目が合ったとたん、体の芯しんに火が灯ともった。

　さきほど飲まされた薬が、羞恥を引き金に体の中で爆ばく発はつしたようだった。

「んん……っ」

　無意識に腰をよじってしまう。口に咥えた雄が急に熱くなったみたいで、火傷やけどしそうで思わず口を離はなした。

　いや、違ちがう。熱いのは自分の口の中だ！

「あ……、あつ……！」

　一気に体が燃え上がる。じんじんとした快感の火種が腰奥から湧わき上がり、大だい胆たんに晒した肉色の襞ひだが口を開き始めた。そこに触ふれて欲しくてたまらない。

「あ……、なん、で……っ」

　乳ち首くびがきゅうんと切ない痛みを訴うつたえ、慰なぐさめられたがって勃ちあがる。

　性器は言わずもがな、完全に屹きつ立りつしてびくんびくんと震えていた。

「効いてきたようだね。淫みだらな匂いが立ち上っているよ。とても美味おいしそうだ」

　椅い子すに座って脚あしを広げているだけでびくびくと跳はねて悶もだえる郁己の顎あご下を、猫ねこにするように撫なでる。

「はぁ……、うんっ……」

　指が通ったところがびりびりと痺しびれ、怖ろしいほどの快感に身を捩よじらせた。

「おやおや、もうこんなに先走りを零こぼしてもったいない」

　草ぞう履り屋と同じようなことを言い、陰いん囊のうまで伝った郁己の先走りをねっとりと舌で拭った。

「やあああ……っ」

　刺さし貫ぬくような快感に、あっけなく真っ白な精を噴ふき上げた。しかも薬のせいか、いつもの量よりはるかに多い。

　ランバートはほぉう、と白い頰を染めながら唇を開き、受け止めた郁己の精液で塗まみれた舌を指で撫でてうっとりとした。

「天上の美味だ……。舌が蕩とろけていないのが不思議なほど。人間の体液とはかくも素す晴ばらしいものだったか。高い金を払はらってでも手に入れてよかった」

　一度達したくらいではちっとも衰おとろえない郁己の屹立を、ランバートは再び口に含ふくむ。

「ご主人さまにこんなことをさせて、おまえは悪い犬だ」

　ランバートの興奮に満ちた声が気色悪い。性急に唾だ液えきをまぶされ、きつく吸い上げられれば、昂たかぶった真っ赤な雄は二度目の精を放出する。

　精せい囊のうが空っぽになるかと思うほど執しつ拗ように吸われ、痛みと快感に泣き散らした。

「いぁぁぁ──……っ、いた……、もう、いたいっ……」

　敏びん感かんになりすぎた体は少しの刺激にも針で刺されたように感じてしまう。

　ランバートは楽しげに舌先で郁己の雄を弾はじきながら、低く笑う。

「いいんだよ、精液が出ないならおしっこを出したって」

　異常な発言に怯おびえ、首を打ち振ふって嫌がった。

　痛いのに、嫌なのに、薬のせいでまた勃ちあがる。

「なんで……っ？」

「これ以上は中を刺激してあげた方が出るかもしれないね。私もそろそろ欲しいところだ」

　ランバートの平らな指の腹が、くぷくぷと呼吸する繊せん細さいな肉襞を円を描えがくようにマッサージした。

「ひゃ、あああんっ、やぁっ……！」

「わかるかい？　力を入れていないのに自分から吞み込みたがって口を開いてる」

　つぷ、と指先が潜もぐり込んだだけで、引き込みたがって粘ねん膜まくが蠕ぜん動どうする。

　恥はじ知しらず！

　薬なんかで我を忘れて、白毫以外にこんなに感じてしまっている自分が厭いとわしくて舌を嚙かみたくなった。

　ランバートは立ち上がると、すでにぱんぱんに張りつめた男根を見せつけた。

　涙なみだで曇くもる視界に、ランバートのグロテスクな雄が映る。色白の肌はだの中でそこだけ血が集まって赤く染まった肉棒は、異様な性具のように見えた。

「さあ、ご主人さまが交こう尾びしてあげよう。繫つながる部分を指で開いて、くださいご主人さまと言いなさい」

「郁己さまあ……っ！」

　黒霧丸が耐たえられなくなったように叫さけんだ。

「俺のことはいいです！　もういいです！」

　血を吐くような声だった。

　捕とらえられたのが郁己だけだったら舌を嚙んだだろう。もしくは死ぬまで抵抗する。

　だが今この状じよう況きようでそんなことをしても、郁己も黒霧丸も助からない。黒霧丸が喜ばないとわかっていても、郁己は黒霧丸がみすみす殺されるのを見ていられないのだ。

（ごめんなさい黒霧丸さん……、白毫……）

　薬でろくに動かない指を肉にく孔あなの脇わきに添そえ、開いた。

「ください……、ご主人さま……」

　黒霧丸の顔が絶望に歪む。罪悪感から逃にげるように目を伏ふせたとき。

「旦だん那なさまぁ！　海かい賊ぞくです！」

　ドアの向こうから、雇やといの船員らしい粗そ雑ざつな声が響ひびいた。

「なんだと？」

　ランバートは眉まゆをぴくりと動かすと、慌あわてて服の乱れを整えた。

　ドアを開けると、船員が転がるように入ってくる。郁己の垂れ流した匂においに一いつ瞬しゆん眩くらんだようだが、すぐに口角から唾つばを飛ばしてしゃべり始めた。

「すごいスピードで追っかけてくる船があるんですよ！　最初は針路をずらしてたから気にしないでいたら、途と中ちゆうから明らかにこっちに針路を変えて。停船とか避さけろとか信号も送ったんですが、全部無視で。もうすぐぶつか……！」

　ドゴン！

　重い音と衝しよう撃げきが船を震ふるわせ、立ったままだったランバートと船員は床ゆかに転げて壁かべにぶつかった。

　郁己は床に固定している椅子をつかんでいたおかげで転てん倒とうは免まぬがれた。

　開いたドアから一気に喧けん騒そうが流れ込んでくる。大勢の怒ど鳴なり合う声と、刀を交まじえる響き。複数の足音が近づいてくる。

　そして──。

「オオオオオオォォォオオォゥゥゥ────……ッ！」

　騒そう音おんを切り裂さく雷らい鳴めいのような咆ほう哮こう。

　部屋になだれ込んできたのは、犬姿の白毫を先頭に革かわ鎧よろいに身を包んだ兵士たちだった。

　一いつ緒しよに飛び込んできた黒霧丸の仲間の犬人間たちが、黒霧丸に駆かけ寄って抱だき起こす。

「黒霧丸！」

　白毫は郁己の乱れた格好を見るなり目を見開き、船全体を揺ゆるがす怒ど号ごうを上げた。

　びりびりと空気が震え、ランバートと船員が「ひっ！」と叫んで伏せた額を床に擦こすりつける。

　郁己の体全体が心臓になってしまったみたいに、白毫の姿を見て全身がどくんと大きく脈打った。

「びゃく……」

　椅子から下りて白毫に向かって歩きかけたが、安あん堵どから脚に力が入らず頽くずおれてしまう。

　二人の間は離はなれていると思ったのに、気づけば倒たおれかけた郁己を体で受けとめていたのは、やはり白毫だった。

　白毫は牙きばを剝むいた怒いかりに歪ゆがむ表情の中に、凄せい絶ぜつな悲しみを宿した瞳ひとみで郁己を見ている。

　郁己を押し倒してのしかかるなり、喰らうように唇くちびるに嚙みついてきた。

「い、ぅ……っ！」

　場所も状況もわきまえず、白毫は郁己を貪むさぼる。

　勢いで開いてしまった唇も口こう腔こうも関係なく舐なめ回し、嚙みちぎられるのでは思うほど舌に歯を立てられた。痛みに呼吸ができなくなる。

「……くごう、びゃく、……」

　瘧おこりのように体を震わせる白犬の雄おすが下腹に押しつけられ、その硬こう度どにやっと理解した。

　郁己に他ほかの雄の臭においがついていることに怒り狂くるっているのだ。郁己の口中に零されたランバートの残ざん滓しを拭ぬぐい取らんとばかり、のどからうなり声を上げてめちゃくちゃに蹂じゆう躙りんした。

　酸素が足りなくなるほど貪られた頭は、白毫の嫉しつ妬とに、唾液の味に酔よってしまう。

　愛いとしい体温にすぐにも貫いて欲しがる肉襞が燃えるように熱くなり、生々しいほどの欲よく情じようが郁己の体から匂い立った。

　人目も気にせずこの場で郁己を犯おかしそうな白毫を引き留めたのは、次郎丸の凜りんとした声だった。

「王、甲かん板ぱんの者どもはすべて縛しばり上げました」

　白毫はようやく郁己の唇を解放すると、血走った目でランバートをぎろりと見た。ランバートは床から頭だけを上げ、震える声で白毫を責める。

「か……、海賊かと思えばそのお姿……、白毫殿どのではないか。なにをなさる。私は正式に手続きをして港を離れたのだぞ」

　白毫はランバートの言葉など聞こえていないように牙を剝く。

　ランバートは怯えてまた顔を床に向けた。

　廊ろう下かからバタバタとした足音が複数響いてきて、太郎丸を先頭とする兵士たちが数人飛び込んできた。

「見つけました！」

　太郎丸は腕うでに五歳くらいの子を抱いている。船底に捕らえられていた子どもたちの中で、いちばん上等な服を着ていた子だ。

　兵士たちに連れられて、ほかの子どもたちも姿を現す。それを見たランバートは顔色を紙のように白くした。

　太郎丸がランバートを睥へい睨げいしながら、低い声を出す。

「貴様が衣服や茶葉の輸入を隠かくれ蓑みのにして、攫さらい子を自国に連れ去っているのはわかっている。不法に人身を売買した罪で縄なわを打たせてもらう」

　ランバートは青あお褪ざめた額につくろうような笑えみを浮うかべながら、しどろもどろに釈しやく明めいした。

「そ、れは……、その子たちは私の……、そう、養子。養子なのだ。寺や没ぼつ落らくした貴族の家から譲ゆずり受けた」

「養子だというなら、なぜ船底に隠す」

　ランバートはますます顔色を悪くし、脂あぶら汗あせを額に滲にじませる。

「し、躾しつけだ！　全員であまり騒さわぐから……！　でもほんの数時間のつもりだった！　信じてくれ、本当に攫い子などではない……！」

　太郎丸の氷のような視線がランバートを貫つらぬいた。

　腕に抱いた子を揺らし、これ以上ないほど冷たい声を出した。

「この子はしばらく前に家から消えた私の子だ。貴様に養子になどくれてやった覚えはない！」

　言い逃のがれできぬ証しよう拠こを突つきつけられ、ランバートが首を垂れる。

「貴様が子どもたちを乗せているのはわかっていた。だが出航するまでは決定的に人攫いと認められぬからな。船が出ると同時に捕らえるつもりでいたら、出航が早まったのでもしやと思えば郁己さままで……。ただの人間と思うたか。白毫王のご伴はん侶りよであるぞ！」

　太郎丸の鋭するどい語気に、ランバートは蒼そう白はくな顔を床にぺたりとつけて呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「ご伴侶……」

　もはやランバートの息は止まらんばかりである。

　白毫の殺気がランバートに突き刺ささる。それだけでランバートは見開いた目を赤く染め、ガタガタと震える脚あしの間から黄金色の水を垂れ流した。

「ひ……、ひ……」

　白毫がずいとランバートに歩み寄る。明らかにこの場で喰くい殺そうとする殺気に、郁己ののどがひく、と震えた。

「白毫……！」

　想像したくもない怖おそろしい行こう為いに、郁己は怯おびえて白毫の腕をつかむ。

　不法に人を売買した罪に、決められた刑けい罰ばつがあるならば仕方がない。けれど白毫の気持ちだけで残ざん虐ぎやくな行為をして欲しくない。

「だめだよ、白毫！」

　止めようとすがった郁己にすら、白毫は牙を剝く。

　炎ほのおのような怒ど気きに当てられて、涙なみだが零こぼれた。

「殺したりしたら、おれも死ぬから！」

　首に囓かじりついて、体全体で白毫を止めた。

　こちらの世界にはこちらの世界のルールがある。長い時間ではないが、郁己もこちらで暮らしてひしひしと肌はだで感じた。郁己のもといた社会とは違ちがう。

　きっと戦いくさになれば戦場に出て、敵国の民たみを殺したりもするのだろう。王としての尊厳と力を誇こ示じするために、それにふさわしい残ざん酷こくさもおそらく必要なのだ。

　無む邪じや気きに郁己のあとを追いかけていたシロはもういない。でも変わってしまったわけでもない。

　ただ白毫はこの世界で生きていくために順応しなければならなかっただけである。

「白毫……、お願い……」

　白毫は怒りでびくびくと身を震ふるわせた。興奮で体毛から湯気が立つほど熱くなっている。今にもランバートに飛びかからんとしていた白毫はやがて、郁己の頰ほおをぺろりと舐めた。

　白毫が止とどまったのを見て、太郎丸が指示を出す。

「全員隣となりの船に乗せて港に連れ帰れ。その男には前回以前に連れ去った子らの売り先を吐はかせろ。それまで自害させるなよ。その後の沙さ汰たは追って白毫さまから下される」

　太郎丸は迅じん速そくに兵を指揮して隣の船に移っていった。次郎丸が郁己に声をかける。

「郁己さま、白毫さまは興奮状態にあって人の姿に戻もどれません。どうかしばしご一緒に過ごしていただき、白毫さまを落ち着かせてあげてください」

　郁己が頷うなずくと、次郎丸も去った。この船に残ったのは白毫と郁己だけである。

　白毫は郁己の着物を咥くわえて引っ張ると、荒あら々あらしく郁己の体をベッドに投げた。

「あっ……！」

　郁己を跨またいで見下ろす白犬の瞳は、ぎらぎらと光っていた。

　激しい怒りと、欲情と、悲しみが入り混じり、黒いはずの瞳が赤く染まっている。

　郁己が逃にげ出したことを怒おこっている。嚙かみ殺されるかもしれないと思った。もしそうなっても仕方がない。でもその前に……。

「白毫……」

　白犬の雄おす茎ぐきに、そっと手を添そえた。白毫がぶるんと胴どう震ぶるいする。

　潤うるんだ瞳で白毫を見上げ、体を起こすと、四本足でしっかりと立った脚の間に潜もぐり込む。

　すでにいきり立った怒ど張ちようは、人間のものと形が違う。

　赤黒く膨ふくれた陰いん茎けいの途と中ちゆうに、睾こう丸がんと見まがう瘤こぶのようなものがある。その瘤の先ににゅっと突き出した肉の刀。亀き頭とうがなく、先せん端たんまで同じ太さを誇ほこっている。

　人の姿ではないと思っても抵てい抗こうはなかった。どんな姿をしていても、愛しい自分の夫だ。

「ん……」

　先端を口に含ふくむと、心まで溶とかしてしまいそうな白毫の味が口中に広がった。

　好きな人のがこんなに愛しくて美味おいしいものだったなんて！

　郁己が舌を這はわすたびに感じてびくんと震えるのが愛しくてたまらない。丹たん念ねんに愛を塗ぬり込めるように、肉にく茎けいに唾だ液えきを塗り込めていった。

「好きだよ、白毫。愛してる……」

　愛、という言葉を郁己が白毫に言ったのは初めてだ。

　白毫は目を見開くと、郁己の首根を嚙んでベッドにうつぶせに押し倒たおした。荒あらい獣けものの息いき遣づかいが背を嬲なぶる。

　双そう丘きゆうの狭はざ間まに舌をねじ込まれ、性急につながりたがっていると理解した。

　とてつもなく恥はずかしいけれど、自分で尻しりを高く上げ、尻たぶを鷲わしづかみにして肉にく襞ひだを見せつけた。郁己も欲しいから。人の姿を保てなくなるほどの怒いかりと情熱を、自分にぶつけて欲しいから。

「ひゃ……っ」

　ぬちゅ、と薄うすい舌が襞を舐なめ上げる。

　舌の動きに合わせて、自らの指を後こう孔こうに挿さしこんだ。自じ慰いも同然の行為に、シーツに擦こすりつけた頰が燃える。

　でも早く繫つながりたい。強ごう引いんに指を二本に増やし、くぱりと横に広げて赤く熟うれた粘ねん膜まくを晒さらす。白毫の濡ぬれた舌が内ない腔くうに潜り込んだ。

　体の中をうねうねと舐められる感かん触しよくに身み悶もだえる。誘さそうように白い尻を揺ゆらした。

　白毫は堪たまらなくなったように口を離はなし、郁己を跨いでのっそりと覆おおいかぶさってきた。

「あ……、あ、あ、あ……、白毫……、愛してる……、挿いれて……」

　犬のままでいい。白毫でさえあれば、もうそれでいい。

　蕩とろけた淫いん孔こうに、鉄のように硬かたい滾たぎりが割り込んでくる。膨れた亀頭がないぶん、挿そう入にゆうはスムーズだった。

「ひっ……、ぃ、ぁ……、あああああ……、あああ……っ！」

　白毫の怒張の角度が急すぎて、形に合わせようと勝手に腰こしがしなって上半身を起こしてしまう。首根に嚙みつかれ、バランスが崩くずれて、ずん、と男根を最さい奥おうまで吞のみこんでしまう。

「ひゃうっ……！」

　そのまま激しく突き上げられて、腸ちよう壁へきの奥をがつがつと穿うがたれる衝しよう撃げきに意識が飛びかけた。

「あああっ、ああっ、ああぁぁぁっ……、ひぃ、い……っ、いぁぁぁぁ────……！」

　窮きゆう屈くつな孔あながごりごり扱しごかれ、雄おす肉にくが出入りするたび涎よだれを垂らしているように白毫の淫いん汁じゆうが泡あわ立だって弾はじけ飛ぶ。

「ああ……、ああ、白毫……、かたい……、あついよぅ……！」

　肉にく孔あなから溢あふれる白毫の精液が、内うち腿ももを伝って膝ひざ裏まで垂れ流れる。

　郁己の最奥に臭においを塗りつけるようなその動きに、これは犬のマーキングだと思った。

　自分の臭いを塗り込めて、郁己は白毫のものだと、郁己自身にすらも見せつけている。目の奥で火花が弾けるような快感が郁己を貫いた。　>>>♥

「だめ、だめっ、もう……、おれ、いく……、い……」

　手で扱き立てて最後の追い上げをしようとした郁己の両手を、白毫がまとめてつかんだ。

「や……、あ……っ！」

　いつの間にか、白毫は人の姿に戻っている。

「郁己……！」

　白毫の肩かた口ぐちで頭を打ち振ふって悶もだえる郁己の肉襞に、よりいっそう容よう赦しやない突つき上げが与あたえられた。

「こっちだけで達いくんだ。俺を感じて、俺だけで達け」

「やあああ────……っ！」

　射精のタイミングを逃のがされ、郁己の先端からも涙のように透とう明めいな液が零れ落ちた。

「達けるだろう、郁己？　俺に感じて達ってみせろ」

　白毫に感じて──。

　傲ごう慢まんな口調の中に、懇こん願がんの響ひびきを拾った。それで白毫が喜ぶなら……。

「あ……、あああ……」

　激しく湧わき上がる愉ゆ悦えつに身を委ゆだね、自分の中の白い衝しよう動どうを追いかける。

　汗あせに濡れる郁己のうなじを白毫が舐め上げた。髪かみに顔をうずめ、耳じ朶だの裏側を舌先でなぞり、郁己郁己と名を繰くり返す。

「おまえだけだ……。おまえだけが俺の伴はん侶りよだ……、愛している」

　白毫の想おもいが流れ込んできたように、郁己の胸が愛いとしさで満たされていく。

　おまえだけという響きが耳の奥に残り、喜びではち切れそうになる。

「郁己……、達けるか、達きそうか……？　俺の名を呼んでくれ、愛していると言ってくれ」

「……っ、く、ごう……、びゃくご、ぅ……、すきっ……、あ、ぃ、してる……っ！」

　求めに従って口に出したとたん、陰いん囊のうから茎の先端まで、蕩けるような快楽に包まれた。

　同時に泣きたいほどの恋こいしさが胸を締しめつける。

「あ……、はぁ、ぁ……っ」

　精路を通って放たれた白はく濁だくが数度に亘わたってシーツを汚よごす。荒い息をしたまま吐と精せいの余よ韻いんに浸ひたった。

　白毫はぐったりと脱だつ力りよくする郁己の体を抱かかえ上げて一いつ旦たん雄を抜ぬき、胡坐あぐらをかいて郁己を正面から抱だき下ろした。白毫を跨いで腰を落とした先に、隆りゆう々りゆうと天を衝つく雄がある。

「ひ……、い……」

　ずぷぷ…、とまだ達していなかった白毫の男根が再び郁己の中に沈しずみこみ、白毫の肩に涙なみだの滲にじむ目もとをこすりつけた。

　つながったままの腰を揺らされ、郁己の唇くちびるから小さな悲鳴が漏もれる。

　潤みきった最奥を極ごく太ぶとの亀頭の先端がこね、波のような快感を送ってきた。

「あ……、あん……」

「愛している。郁己、俺も愛している。生しよう涯がい、俺の番つがいはおまえだけだ」

　意識せず、自分の張りつめた雄ゆう芯しんの先端から溢れる透明な蜜みつを、ぴったりとくっついた白毫の割れた腹にすりつけてしまう。白毫が動くたび裏筋がこすられる感覚があまりによすぎて、はしたないなどという自覚もない。

　何度も愛していると繰り返し、深い口づけを交かわし、快楽の海に溺おぼれながら精を受け止めた。

　くたりとベッドに沈む郁己の額にかかる髪を梳すき上げながら、白毫がぽつりと呟つぶやく。

「……そんなに俺が嫌いやだったか？」

　切なげな声に、郁己は目を開く。白毫は、はらはらと涙を零こぼしながら郁己を見つめていた。白毫の唇が震ふるえている。

「逃げ出したいほど俺が嫌きらいだったか。それともこの国が？　俺が……、怖こわいから逃げたいのか……」

　郁己が逃げたことで白毫が傷ついているのがわかる。

「ちが……」

「なにが違ちがう、俺を捨てようとしたくせに！　捨てるくらいなら殺せと言ったろう！　置いていかないでくれ！　俺はおまえがいない世界になんか生きている意味がないんだ！」

　白毫は郁己に縋すがりつくように体を抱きしめ、平らな胸に涙を押しつけた。

「……そんなに帰りたいなら、帰ろう。おまえがどうしても人間界に戻もどるというなら、俺も連れて行ってくれ。ただの犬に戻ってもおまえの側そばがいい」

　大きな体で子どものように泣く白毫に、郁己の心が震える。

　もうおれを抱けなくても、言葉を交わせなくても、それでもおれの側がいいのか。

「ばか……、国はどうすんの。王さまがそんなこと言っちゃだめだ。おれも……、白毫の側にいるから」

　白毫は涙で濡れた目で郁己を見上げる。少しだけ顔を傾かたむける仕草に、心から愛しさが湧き上がった。

「ごめんなさい、おれ……、白毫が側室を持つって聞いて、苦しくて逃にげた。でも白毫と二度と会えなくなったら、もっと苦しい……」

「誰だれがそんなことを。次郎丸か」

　白毫は腹立たしげに目を眇すがめた。

「俺はおまえ以外抱く気はない。子もいらぬ。側室の話は断ったはずだ」

「え、だって……、白毫も承知してるって……」

「俺以外の奴やつらが後こう継けいは絶対に必要と思っていることは承知している、ということだ。郁己を伴侶にする条件の一つに側室を持つことが加えられていた。だが俺はそこだけは譲ゆずらなかった。俺は郁己しか抱きたくない。郁己以外には勃たたぬ」

　露ろ骨こつな表現に、頰ほおに熱が上った。

「側室を持つくらいなら王位は継つがぬ、いつか逃げ出して人間界に帰ると言い張って、折れたのは奴らの方だ。どうしても王が必要だった奴らは、いずれ郁己が来て俺が落ち着いたら気持ちも変わるだろうと踏ふんだようだ。こんなに魅み力りよく的な郁己が近くにいたらより側室になど興味が持てぬと、なぜわからないのか不思議だ」

　郁己の頰がますます赤くなる。

　そんなことを思ってるのは白毫だけだろうと言いたいが、郁己にしてみれば白毫がそう思ってくれていることが嬉うれしい。

「本当に、ここにいてくれるのか」

　郁己のためにすべてを、郁己と愛し合うために手に入れたその体さえ捨てていいと言ってくれる白毫の気持ちに、自分も応こたえたい。

　心の中で、もとの世界に別れを告げた。白毫がいてくれれば、他ほかに望みはない。

「おれも白毫と抱き合ったり、話したりしたい。ずっと一いつ緒しよにいようね」

　もう一度約束の意味を込めて額に口づけると、白毫はくしゃりと顔を歪ゆがませた。

「泣かないでよ、つられちゃうだろ」

　涙の味のするキスは、すぐに官能を煽あおるものに変わっていった。

　簡単に息が上がって、頭の中が白毫でいっぱいになっていく。

　白毫は呼吸を荒あららげる郁己の唇にもう一度触ふれるだけのキスをし、胸むなもとに唇を寄せた。

　心臓の真上に唇を落とされ、びくりと身を竦すくませる。

「愛している、郁己」

「おれも……、愛してるよ、白毫」

　再び交わされた口づけは、永久の誓ちかいのようだと思った。










　自分に向けられる白毫の射い貫ぬきそうな視線を、次郎丸は唇を引き結んで真正面から受け止めた。

「わたしが間ま違ちがっているとは思いません」

　側室について言げん及きゆうされると、次郎丸は頑かたくなに必要だと言い張った。

「そもそもどうして直系にこだわる」

「ずっとそうしてきたからです」

　まっすぐ背を伸のばし、声にはいささかの迷いもない。

「俺は俺の代で直系が途と切ぎれることを確信している。俺は傍ぼう系けい血族でも変わらないと思っている。他の国では当たり前に傍系からも王を立てているではないか。傍系ならば、継けい承しよう順位の一位は太郎丸になる。おまえが二位だ。他にも幾いく人も候補がいて安あん泰たいだろうが」

　次郎丸は汚けがらわしいことを聞いたとでも言わんばかりの顔をした。

「我が国では今まで例がありません」

「では俺が変える」

　言い合いは長く続き、平行線をたどる一方だった。やがて白毫の政務の時間が迫せまり、

「また話し合おう」

　と言い残して場を立ってしまう。

　次郎丸は硬かたい表情で座ったままだった。

「あの……、おれ、子どもを産めなくてごめんなさい」

　あまりに空気が重くて、ついそんなことを言ってしまう。

　次郎丸は一つ深い呼吸をすると、すぐに気持ちを平静に持っていったようだ。自分をコントロールできてすごいなと、郁己などはいつも感心する。

「郁己さまにお子が望めないのはみな承知して伴はん侶りよになっていただいたのです。そのことで郁己さまがへりくだる必要はございません」

　それはそれ、これはこれとちゃんと区別もしてくれる。

　郁己に子どもができればと無理な愚ぐ痴ちを言わないでくれるのがありがたい。そういう雑音から郁己を守るため、あえて大臣たちと顔を合わせないよう計らってくれていることも最近はわかってきた。

「次郎丸さんて、おれのこと嫌いなのにやさしいですよね」

　次郎丸は「敬けい称しようは不要です」と今回も律りち義ぎに繰くり返す。

「人間は嫌いですが、郁己さまのことは嫌いではありません」

「え」

　突とつ然ぜんさらりとそんなことを言われて動どう揺ようする。

　だが次郎丸はなんでもないように、声の調子を変えず淡たん々たんと続けた。

「白毫さまの気き性しようの激しさは長所でもあり短所でもあります。戦いくさのときは大いなる力になりますが、平素は少し行き過ぎる部分でもございます」

　それはわかる。

「船でも郁己さまがお止めにならなかったら、白毫さまは感情に任せてあの場でランバートを殺してしまっていたでしょう。ランバートには協力者や他の売人、子どもたちを売り払はらった先などの情報を吐はかせねばなりませんでした。おかげさまで、ランバートから誘ゆう拐かいと売人の経路が大きくたどれそうです」

　それもあって、白毫はまだ忙いそがしいらしい。ここのところ白毫が忙しくしていたのもそのせいだったようだ。

「ですから郁己さまがご伴はん侶りよとして、白毫さまのお側で手た綱づなを握にぎってくださるよう期待しております。白毫さまのお心の疲つかれを癒いやして差し上げられるのも郁己さまお一人」

　郁己は目を丸くして次郎丸を見た。

　次郎丸は郁己に向き直り、両手をついてうやうやしく頭を下げた。

「郁己さま。僭せん越えつながらわたしからもお願い申し上げます。どうぞご伴侶として白毫さまをお支えくださいませ」

　次郎丸が郁己を認めてくれた。

　もちろん不服な部分はいくらでもあるのだろうけれど、じわじわと腹の底から喜びが湧わき上がってきて、もっともっと頑がん張ばろうという気になる。

　櫻子が小さな頭をぴょこんと出した。

「郁己さま、お話終わりましたかしら」

　櫻子とは黒霧丸の見み舞まいに一緒に行く約束をしている。

「お見舞いにクッキー焼いたんだ。黒霧丸さん、好きかなぁ」

「きっとお好きですわ。郁己さまの作るお菓か子しは美味おいしいですもの」

　喜んでくれたら嬉しい。

　櫻子と歩きかけた郁己の前方から、太郎丸に連れられた子どもがやってきた。郁己を見るなりパッと顔を輝かがやかせ、「郁己さま！」と走り寄ってきた。

　太郎丸の子だ。

　元気そうな顔を見て嬉しくなって、近くまで来た子を抱だき上げる。

「おうちに帰って、もう落ち着いたのかな？」

「はい！」

　元気よく答える太郎丸の子が可愛かわいい。太郎丸が深々と頭を下げる。

「郁己さま。船で囚とらわれていた子の親から礼状が届いておりますので、後ほどお持ちいたします。私の妻も、郁己さまが我が子を慰なぐさめてくださったことに大変感謝しております。ささやかながら宴えん席せきを設けて礼がしたいと申しております」

　太郎丸の奥方も祝しゆう言げんの席には並んでいたが、人間である郁己に好意的なまなざしを持っているとは思い難がたかった。攫さらい子の親もきっと人間を嫌きらっているだろう、お披ひ露ろ目めで通った町の視線は冷たいものばかりだった。

　でもこうやって少しずつ郁己を受け入れてくれる人がいる。

「それと、郁己さまがご提案してくださった海かい賊ぞくの漁師たちですが、現在船を造ったり操作を学んだりしております。大変やる気に溢あふれた素す晴ばらしい人材がそろっておりますので、いずれご期待に沿える成果の方もお知らせできるかと。郁己さまには、魚の調理法についてご教示いただきたいと料理人も申しておりました」

　未来が明るい予感に包まれていく気がした。これからも誰だれかの役に立てるよう、自分なりに頑張っていきたい。

　とりあえず今夜も疲れて帰ってくるだろう白毫のために、大好きなカボチャのケーキを焼いて待っていよう。







　あとがき




　はじめまして。もしくはこんにちは。かわい恋こです。

　このたびは『犬の王の溺でき愛あい花はな嫁よめ』をお手に取っていただき、ありがとうございました。

　異世界トリップものというのでしょうか。失しつ踪そうした飼い犬を探して別世界に紛まぎれ込んでしまった少年のお話です。

　構想段階ではすごい監かん禁きん凌りよう辱じよく！　くらいのものを考えていたのですが、書き上がってみると、なにやら攻せめが受けのことを好き好きストレートに纏まとわりついている溺でき愛あいものになっていました。

　エロかわいそうな受けも大好物ですが、私の中で愛され受けが流行はやりのようです。

　私の思う犬のイメージが、飾かざったり繕つくろったりすることなく素直に愛情を表現する、というものであるせいかもしれません。

　ので、痛いのは苦手な方にも安心して読んでいただけるのではと思います。

　攻めの白びやく毫ごうは初しよ稿こうの段階ではいくらか変態くさい行こう為いもしていたのですが、理性的な担当さまのおかげで変態にならずに済みました（笑）

　受けの郁いく己みも最初はもっと可愛かわいげのない感じだったのですが、おかげさまで私好みのかわいこちゃんに落ち着きました。

　私がどれだけかわいこちゃんスキーかというと、ＰＮにもしているくらいですから！

　担当さま、脱だつ線せんしまくりの私の手た綱づなを上手に引いてくださってありがとうございました。たくさんのアドバイス、本当に感謝しております。最後まで悩なやみつつ執しつ筆ぴつしていたので、とても頼たのもしかったです。タイトルまで考えていただき、感謝してもしきれません。

　榊さかき空くう也や先生、お忙いそがしい中イラストをお引き受けくださり、ありがとうございました。以前から先生のイラストに憧あこがれていたので、お名前を伺うかがったときは嬉うれしくて頰ほおが弛ゆるんでしまいました。期待以上に素す敵てきなキャラを描かいてくださって、眺ながめるたびにドキドキしています。

　そしてこの本をお読みくださいました読者さま。心からお礼申し上げます。またお目にかかれますように。


かわい恋




Twitter：@kawaiko_love
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　犬界にいて、気づいたことがある。

「こっちって、猫はいないの？」

　猫を見たことがないのは城の中だからと思っていたのだが、そういえば町に下りたときにも見たことがない。周りが犬だから怖くて出てこないのか、そもそも存在しないのか。

　牛や馬はいるのに猫は見ないなと思ったら、聞いてみたくなった。郁己は猫も好きなのである。犬とは違うクネクネ感がたまらない。撫でてモフって可愛がりたい。

　郁己の疑問に、次郎丸は端整な形の眉を顰めた。

「いないわけではありませんが……、どうしてそんなことを聞くのです」

　あ、困ってるっぽい。

　最近、次郎丸の微妙な変化がわかるようになってきた。この顔は怒っているのではなく、困惑しているのだ。

「や、人間界では猫ってどこにでもいたのに、こっちで見ないな～と思って」

「どこにでもいたのですか」

　今度は少し驚いたようだ。

「え。あー、うん。うちの周りでは野良猫も結構いたかな」

「野良……、辻に立ったりしているのですか」

「辻？　道端で寝転がってるのはいたよ。すごく気持ちよさそうで、おれも猫になりたいなってときどき思ってた」

　今度こそ、次郎丸は目を丸くした。信じられないもののように郁己を見、戸惑ったように視線をうつろわせた。すごく珍しい。

「そのようなことを口にされるのは感心いたしません。白毫さまに対しても失礼です」

　たしなめられてしまった。やはり犬にとって猫は好ましくない生きものなのだろう。

　しかし猫の存在を思い出すと、無性に恋しくなってしまった。

「どこにいったら会える？　やっぱり猫は犬に虐められるから姿隠してるの？」

「……主に裕福な者に飼われておりますが、この城にはおりません。虐めたりは……、まあ、主人の性質によるかもしれませんが……、互いがよければそれでよいのではと……」

　よくわからない言い分な気がする。猫が虐められて喜ぶだろうか。

　それはともかく、郁己としてはぜひペットに猫が欲しい。この世界で犬をペットにできない以上、猫が飼えたら嬉しい。言い方は悪いが、退屈を紛らわしてもくれるだろう。

「おれも猫飼いたいんだけど、だめかな？　ちゃんと自分で世話するから」

　次郎丸はくわっ！　と目を見開いた。

「郁己さま！　猫など飼ってなにをなさるおつもりです！」

　あまりの勢いにびっくりしながら、しどろもどろで返事をする。

「なにって……、そりゃ、撫でたり可愛がったりとか……、おもちゃで遊んだり……？」

「なんという……！　白毫さまに申し訳ないと思わないのですか！　見損ないました！」

　えええええ！　そこまで言われること？　そりゃ犬は猫嫌いかもしれないけど！

　怒り心頭という様子だった次郎丸は、しばらくして自分を落ち着けると、今度は氷のような眼差しと地を這うような低い声を出した。

「郁己さまが猫を飼うのを認めるわけにはいきませんが、どうしてもとおっしゃるなら、郁己さまご自身がお望み通り、猫のふりをしてお暮らしになられるのがよろしいかと。首輪と耳と尻尾を用意して差し上げます」

　そういうコスプレっぽい意味じゃなかったんだけどな……、とは冷たい空気に吞まれて言えなかった。仕方なくこくんと頷いた郁己に、次郎丸は冷ややかな視線を送った。




「猫？　人間界でいう猫はネコマだ。貴重で高価だからあまり数はいない。犬界では猫は愛人の意味だな。ネコマの真似をさせて、耳や尻尾をつけさせる主人が多いらしい」

　夜、帰ってきた白毫に尋ねた郁己は頭が真っ白になった。ついで顔面が真っ青になる。

　どうりで次郎丸が叱り飛ばすはずだ。恥ずかしいことを散々言ってしまった！

「え……、じゃあ、おれ……」

　翌日、次郎丸から渡されたと、首輪と猫耳飾りと張り型つきの尻尾を持って現れた白毫から郁己が逃げ回ったことは、言うまでもない。
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